



























































この世界で９番目ぐらいな俺、異世界人の監視役に駆り出されました
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「──結構でかいな」

「──そうですね」

「──私が突っ込む」

「──じゃあ後ご手てに回ります」

　俺は災厄のナンバ数字ーズの９番目、クレス・アリシア。

　世間からは最強の氷魔法使い、『絶エター氷ナル』なんて呼ばれている。

　ちなみに隣でガンガン闘気を放っているのが相棒のアウラさん。

　災厄のナンバ数字ーズでは５番目に位置し、変人だが頼りになる先輩だ。

「てかもっとやる気だせよクレス！」

「出してますって」

　アウラさんテンションが異常に高い。呼応するようにその紅ぐ蓮れんの長髪も靡なびいている。それもそのはず。

　──なにせ俺たちの目の前には今回の標的、昆虫型の巨大な魔獣がいるのだから。

「目の前というか目の上だけど……」

　あまりに巨体すぎて視界に入りきらない。

「昂たかぶるなぁ」

　ただそれでも彼女が歓喜するのは戦バトル闘ジヤン狂キーだからこそ。

　戦闘態勢、アウラさんが背中に担いでいた大剣を手に構える。

「応えろ神滅バイオ炎剣レツト！」

　一声。すると真っ赤な魔力がマグマのように溢あふれ出だす。

　力を通した大剣もまた轟ごう炎えんを纏まとう。

「アウラさん、服まで燃えてますよ」

「気にするな！」

「俺が気にするんです。しっかり強化魔法を使ってください」

　燃え盛る炎は身体からだにまで伝でん播ぱ。

　炎は鎧よろいと化すが、おざなりな強化のせいで服もまた燃える。

「相変わらず倫理観や羞恥心の欠片かけらもないですね……」

　戦えることが楽しくて仕方ないのだろう。

（見た目は美人なんだけどなぁ。性格と思考に難がありすぎる）

　そんなイカレタ先輩と組まされる俺、苦労ばかりだよ。

「次のタイミングだ！」

「了解です」

　そろそろ仕掛け時だ。両手にはめた黒いグローブを外し、魔力を解放。

　右手甲に浮かび上がるのは９番を意味する『Ⅸ』の刻印。

　──これは俺が災厄たる証あかしだ。

『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ』

　敵も警戒心をむき出しにする。

　森が騒ざわめき、踏み荒らされた大地が悲鳴を上げる。

「征いく──！」

　瞬間。言葉を聞いた時にはもうアウラさんの姿は消えている。

「相変わらず速いことで……！」

　強化された彼女の脚は神速を生み出す。

　生じた砂さ塵じんが頰ほおを掠かすめる。

「──私の炎は最強で超無敵だっ！」

　轟ごう。

　肉と外骨格が潰れる音。そして彼女の口角が上がり三日月を描く。

　瞬く間、相対していた魔獣の顔面に一つクレーターが誕生する。

「派手というか雑というか……」

　爆炎を纏った剣が成す技。

（……あっつ）

　しかもここまで熱が届いてくるほどの規模と出力。

「俺もそろそろやらないと──」

　相手も災害級、既に再生を始めている。まさかそのまま回復させるわけもない。

「先輩に任せてばかりじゃ後輩の名が廃れるしな」

　白銀の魔力をこの手に。描いて紡ぐは巨大な魔法陣、仕事はキッチリこなす。

「凍れ」

　一言、それだけ。上がった気温を一気に氷点下にまで持って行く。

「詠唱は要らない、か」

　氷の侵略、再生しそうなクレーター部分も含め魔物全てを氷漬けに。

　ソレはアウラさんの轟炎さえも飲み込んだ。ここに１つの氷像が完成する。

「っさすが！　なら私も！」

　後は軽く砕くだけ。それで任務達成、なんだが……

　なんと氷の像の真上には真っ赤に燃える先輩の姿がある。

「おいおいおい……」

　人の身にして神殺しにまで上り詰めたその人。

　太陽を疑似的に具現化、神にしか使えないはずの奇跡を現実に起こす。

「ぶっ潰す！　太サン陽ライ落ト・下ダウン！」

　あ、これやばいやつだ。あまりに威力が強すぎる。

「アウラさん！　加減をしてく──」

「はっはっはっはっはっはっは！」

「……あの様子だと何も聞いてないな……」

　正確には何も考えていない。たぶん今まで戦えなかったストレスが爆発している。

　そりゃ何十日も移動を強いられたけどさ……

「まずい──」

　光が全面に展開、夜が朝へと強制的に変えられる。

　降り注いでくる熱放射は魔法で遮るものの、辺りの草木は塵ちりとなって消えていく。

「力比べだクレス！」

「なに言ってるんですか!?」

「どっちが強くてカッコいいか勝負！」

　出たよ先輩お得意の意味不明な自己中プレー。しかしこのままでは俺も只ただでは済まない。

「これだからアウラさんと組むのは……」

　戦闘において、アウラさんの辞書に協力とか協調性という文字はない。

「俺にまで攻撃飛んでくる時あるし、ホントに酷ひどい話だ」

　だがボス曰いわく炎には氷を。つまり俺はアウラさんが暴走した時の消火役というわけ。

「──だけど、俺はあの人の相棒だから」

　これ以上愚痴っている時間もない。

「あの勢いだと森どころか島ごと焼き尽くす気だし……」

　疑似太陽が着弾するまでほんの数秒だ。

「魔獣を倒しに来たのに先輩を相手取る。おかしな話だよ」

　魔獣の時とは違う、俺も相応のクオリティーで対処しよう。

「──出番だぞ、異エルレ能ブン」

　魔法とは別、俺の持つ唯オンリ一ーワンに呼び掛ける。

　すると魔力が爆発的に膨れ上がり、俺も人の身を捨て上へと到達する。

「十分だ」

　これだけあればなんとか相殺はできるだろう。

「凍える風、凍る大地、凍り付く生命の息吹」

　響かすフレーズ、熱い世界をフリーズ。刻印煌きらめき高鳴る心臓。

　白銀色の魔力が嵐の如ごとく吹き荒れる。

「銀ぎん色しよくの女王が世界を征せいす」

　草木は燃えることを止やめ、冷たき永久の眠りについていく。

　描き重なり合う陣と陣、生み出すは──

「絶ジ・ア氷ブソリ界ユート」

　氷の頂、俺の魔法は万ばん物ぶつ万ばん象しようを凍らす。

　俺は天に輝く太陽と対たい峙じした。
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「──魔獣と一緒にその場所まで破壊しないでください！　何度言ったら分かるんですかアウラさん！」

「──悪かったって」

「──今回なんて島！　島ですよ!?　クレス君がいなかったらどうなっていたか！」

「──はいはい、申し訳ないね」

　どうも。クレス・アリシアです。

　なんとか先日の任務は終了、無事に本拠アジトへと帰還することができました。

（ただ隣ではアウラさんが絶賛説教中だけど）

　なにせ魔獣どころか調子に乗って島ごと燃やしたのだ。俺が凍らせなければ炎は大陸にまで及んでいただろう。

「……腹減ったなぁ……」

　アウラさんは紅蓮の髪を面倒くさそうに弄いじりながらボソッと呟つぶやく。

　少しも反省してないな。

「まったくもう……」

　そんなバカ……じゃなくてアウラさんに説教をしている苦労人を紹介する。

　名はセローナ・レントナー。災厄のナンバ数字ーズでは２番目に位置する人物だ。

「アウラさん、全然懲こりてないですね」

「大丈夫だクレス。次もバシッて決めてやるから」

「だからそれ──」

「それがダメなんですって！　また評判が悪くなります！」

　俺が言うまでもなくセローナさんが食らいつく。頭を抱えながら深い溜ため息いきも。

　お疲れ様です。

「クレス、今日は肉が食べたい」

「いつも肉じゃないですか。あとたまには自分で作ってくださいよ」

「面倒だ。それに飯はクレスが作った方が美味うまい」

　アウラさんは５番目を冠かんしているが、特に上下関係がある組織ではない。

　セローナさんの説教をただの小言としか感じないのもそのせい。

　しかも大食いゆえか、昼過ぎのこのタイミングでもう夕飯の話をしてくる。

「セローナ、それぐらいにしておけ」

　ただ、この組織にも例外的な上下関係はある。それが──

「おおっ！　やっぱボスは話が分かるな！」

「確かに私は話が分かる女、だからアウラは謹きん慎しん１ヵ月だ」

「謹慎!?」

「ペナルティーだよ。毎度のことだが少しは加減を覚えてくれ」

　アウラさんに助け船が……って違ったか。それを告げたのは上下関係が薄いここでの明確な頂点。正体はここのボス、『Ⅰ』を冠するエリザさんだ。

「くれすぅ……」

「擁よう護ごできないですね」

「っく！　薄はく情じよう者もの！」

　俺たちの正面、立派なデスクにドッシリ構えるボスの姿。

（まさか逆らえるわけもなし、というか悪いのはアウラさんだから）

　ボスが一気に吐いた紫し煙えんに、その黒髪がほんの少しだけ揺れる。重い空間、どうやら酌量の余地はないらしい。

「そんな謹慎……謹慎だなんて……」

　こうなってはアウラさんも黙るしかない。なにせボスが数ナンバ字ーズで一番強いから。もっと大きく言えば世界で一番強い。

（口ごたえしたら拳骨制裁される。あれ相当痛いんだよなぁ）

　神も、魔王も、魔獣も、かつて存在したとされる勇者とやらも。

　ボスは全てを平ひれ伏ふさせる力を持っているのだ。

「ふぅ、今回もご苦労だったなクレス」

「ホント大変でしたよ」

「はっはっは、お前は毎回そう言うな」

「事実ですもん。アウラ先輩とペアってのは……」

「はあ!?　私と組んだせいってか!?」

　俺の言葉に不満なのか、アウラさんに絡まれそうになるが──

「はいはい。アウラさんは少しコッチに来てくださいね」

「ちょっ！　引っ張るなってセローナ！」

　セローナさんがアウラさんの首根っこを摑つかむ。そしてどこかへ強引に連れていく。

（助かりましたセローナさん）

　そして残されるのは俺とエリザさん、つまりボスと２人きりとなる。

「まったく、アウラは相変わらずだな」

「根は凄すごい良い人なんですけどね」

　なんだかんだ言いつつアウラさんのことは心から信頼している。

（出会った当初は、かなり冷めきった関係だったけど……）

　色々あって今ではとても信頼できる間柄に進展。恥ずかしくて口には出せないが、正直最高のパートナーだと自分では思っている。

「さてクレス、お前が災厄のナンバ数字ーズになって１年以上が経たった。だいぶここには慣れただろう？」

「そうですね。まあ変な人ばかりですけど……」

　１年近くタッグを組んでいるアウラさんはともかくとして、他の数ナンバ字ーズは任務や私用の関係でそう会うことはない。

「皆さんのコミュニケーション能力が異常に高いお陰で、不思議なほど早く打ち解けられましたよ」

　面子メンツ的てきにはオカマとかロリババアとか戦闘狂とか。濃厚キャラのオンパレードだ。

「ふむ。慣れたなら良し。もう心配する必要はなさそうだな」

　俺をこの組織に勧誘したのはボスだ。誘った当人としては気がかりなところもあったのだろう。安あん堵どさせられたなら何より。そしてこの話が一段落すると、途端に緩まっていたボスの表情が変わる。──これ、真剣な時のやつだ。

「帰還早々で悪いんだがな、とある依頼が来ている」

「依頼、ですか？」

　普段だったら任務後には休暇が与えられる。ただ俺にこの話をする以上、もう新たな任務をやって欲しいってことだろう。緊急の案件なのか？

「もうすぐ春が来る」

「そ、そうですね」

　神妙な表情のわりに当然のことを仰おつしやる。頷うなずくぐらいしかリアクションできないぞ。

「実はな、ハーレンス王国がこの春に勇者召喚をするらしい」

「っ勇者召喚!?」

　季節の件くだりから一気に重いの持ってくる。

「……す、すいません。普通にビックリしたので」

　ハーレンス王国とはユグレー大陸を牛ぎゆう耳じる四国の一角。

　帝国に次ぐ実力主義国家で、領土も広いし経済も安定している国だ。

「ただの噂うわさじゃないんですか？」

「それが本当らしい。私の方でも裏は取れている」

　今まで勇者召喚を試みた国や機関は星の数ほどある。

（ただ成功したことは一度も、いや一度だけあるか──）

　唯一の成功例は千年ほど前。既に滅んではいるが、とある国が成し遂げたとされる。

　でもそれはきっと奇跡だったのだろう。

「最近は魔王たちが活発に動く。王国の連中はそれに恐れをなしてな」

「それで勇者召喚に至ったと……」

「実際問題、王国は少し前に魔族の襲撃も受けたそうだ」

　近頃は魔王の何人かがよく動いている。危険は直近まで迫っているらしい。

「警戒するのは当然ですけど、それでも勇者召喚にまで踏み切るとは……」

「もちろん王国もアレが人類史で一度しか成功していない、最難関の召喚術だと知っている」

「ただその上で挑む、そういうことですよね？」

　自分的には儀式に使う魔道具や人員を防衛に充あてた方が有効だと考える。

　しかしボスの口振りから察するに、王国には勝算があるらしい。

「これまでだったら無視していた。ただハーレンス王国の姫がかなり特殊だ」

「特殊？」

「神からの啓けい示じを受けている、召喚に特化した異能持ちだ」

「異能力者……」

　魔力保有量や適性属性に左右はされるものの、魔法はこの世界にいる誰もが使える。

　ただ魔法とは別に『異能』というものも存在する。それは限られた人しか使えない力。

（割合的には百万人に１人いるとかいないとか──）

　その多くが強力無比。いつの時代も異能所有者が世界を動かすとされる。

「仕入れた情報を鑑かんがみても、勇者召喚はほぼ成功すると言っても過か言ごんではない」

「なるほど……」

「だいたいの背景は分かったな？」

「はい」

「クレスは理解が早くて助かるよ。なら仕事の説明に移ろうか──」

　…………ゴクリ。本題を話すというボス、今度は満面の笑みを浮かべている。

　召喚に携わる姫の暗殺か？　それとも勇者自体の暗殺か？

　固唾を一飲み、おそらく人並みの仕事はくれそうにない。

「そこで！　クレスにやって欲しい任務は……」




「ズバリ！　『監視』だ！」




「誰を暗殺し……え？」

「監視だ！」

　……

　…………はい？

「えーっと……」

　予想の斜め上どころか真上を行く発言だ。返す言葉が見つからない。

「勇者は召喚された後、スキルアップのために王国の魔法学園に通うらしい」

「ま、まさか……」

「クレス、お前も魔法学園に入学して勇者を監視しろ」

「本気で言ってるんですか!?」

　仰ぎよう天てんする。求められたのは暗殺ではない、間ま近ぢかでの静観であった。

「クレスはいま15歳、１年生として丁度入学できる。我ナンバ々ーズの中では最も適任だ」

「でも……」

「それに顔が割われていないということも大きい」

「い、言いたいことは分かりますけど……」

　だが監視のためとはいえ学園に通う意味を見み出いだせない。それに──

「人付き合いは、苦手です」

　監視以前に学園で上手うまくやっていける自信がない。なにせ同年代と接した経験が皆無なのだ。

「しかも入学したら３年間は……」

「学生生活だ」

[image: ]

「それはちょっと……」

「報酬もかなり高いが、それ以上に学園に通うことはきっと良い経験になるぞ」

「良い経験、ですか」

「お前は強いが大人じゃない。まだまだ学ぶことは多い」

　……なんてこった。ボスは監視ついでに人間性を育ててこいと言う。

　俺の性格と生い立ちを知っているからこその言葉だ。

「災厄のナンバ数字ーズの『Ⅰ』としてではなく、私という一個人としてこの依頼を推すよ」

　その笑みに秘められた意味とは。俺は疑問を抱く。自分に今以上の人間性など要るのだろうか？　変わる必要はない、このままでいいんじゃないか？

（いや、この疑問を抱いている時点で俺は未熟なのかもしれない）

　否定しきれない自分が確かにいる。

「それに当とう分ぶんはアウラと一緒に仕事をしなくて済むぞ」

「なんですかそれ」

「ふふふ。なかなか魅力的だろう？」

　冗談にもなってない冗談を言う。ただずっとダンマリを決めているわけにもいかない。

　とりあえず詳しい話を聞いていく。

「まず勇者は古来より強力とされてきた」

「かなり稀け有うな異能を持っていたとは聞きますね」

「ああ。有名な勇者は聖女帝や拳王あたりか」

　千年ほど前にはボスが挙げたような人物がいた。彼らは俺たちに匹敵するかもしれない存在である。実際に戦ったことがないので、あくまで憶測なんだけど。

「異世界人か……」

　かの勇者、それは英雄としてこの世界に深く名を刻んでいる。

「そんな英雄になる可能性を秘めた者が近々現れる──」

　ならば世界が動くのも必然と言える。

「今回の勇者、現時点で分かっていることは何もない」

「では調査は必須、と」

　実力は未知数、それに──

「たぶん他国の人間や獣人、魔族も動きますよね？」

「ああ。先手を取る必要はないが、そう遅れるわけにもいかない」

　数ナンバ字ーズとして興味はある。

「また今回の依頼主は勇者を倒すのではなく、上手く『利用』したいらしい」

「だから仕留めるのではなく『監視』という形を取ると……」

　勇者の異能や性格、好物や趣味に至るまで、俺にその全てを調べてこいというわけだ。

　これだけ求められるとなると、そりゃ同じ学園に通うしかないだろう。

「じゃあ殺しはないってことで？」

「殺すどころか無理に関わらなくてもいい。重要なのは能力や性格を把握することだ」

「本当に調査だけ……」

「私としても気になるところではある。果たして我々に届く存在なのかどうか」

　俺たちは強い。９人集まれば魔王たちを全滅させることも可能だろう。

（ただ全員が揃そろう、いや、気が合うことはまずないけど）

　その後もボスからの説明と説得が続く。これまた長いこと、それには流石さすがの俺も──

「……はあ、分かりました。分かりましたよ」

「おお！　ありがとう！」

「ただ目立ちません。ヒッソリと必要なことしかしないですから」

「ふふ。それでもいいさ」

　勇者も気になるが、それ以上にボスには大きな借りがある。

　依頼を受けた理由はほとんど恩返しみたいなものだ。

（この場所まで連れ出してくれたことを、本当に感謝しているからこそ）

　今は孤独だったあの時とは違う。充実した毎日を送れている。

「ただし、身バレにだけは重々気を付けてくれ」

「今回は隠おん密みつ任務ですもんね」

「手の甲にある数字の刻印然しかり、魔法についても……」

「同い年と同等。いわゆる一般レベルで」

「うむ。そういうことだ」

　周りとの差はもちろんあるだろう。ただこれから行く所は、魔法に力を入れているハーレンス王国である。他国に比べ学生でもそれなりの魔法は使えるはずだ。

「──なら話も決まったことだし、これを渡しておこう」

　そう言って渡されたのは分厚い本、しかも何十冊も。……なんだこれ？

「それは教科書だ」

「教科書？」

「ハーレンス王立魔法学園は名門中の名門。それを覚えなければ入学は厳しい」

「えっ、試験受けるんですか!?」

「当たり前だろう。新入生として行くんだぞ」

「そ、そこはコネとか……」

「勉強するのもまた経験だ」

「経験……」

　数ナンバ字ーズの何人かに教わったお陰で、一応文字は読めるし書ける。だが学校には一度も通ったことがない。何冊かペラペラとめくって読んでみたが……

「これ暗号文ですか？」

「ノー。それは古文だ。偉人の伝記などを学ぶ学問になる」

「左様で……」

　この中でギリギリ分かりそうなのは魔法学？　という科目ぐらいか。後はサッパリだ。

「──勉強は私が教えますよ」

　そんな俺の窮きゆう地ちに現れたのはセローナさん。

　さっきアウラさんを連れて出ていったが、一段落ついたんだろう。

「ふっふっふ。話は事前に伺っていますよ」

　眼鏡をクイッと上げる動作はとても理知的。

　事実、災厄のナンバ数字ーズの中でも頭はトップクラスで良い方だ。

「入学試験まであと２ヵ月、１ヵ月は移動に使ってもまだ間に合います」

「１ヵ月でこれを全部覚えるんですか……？」

「はい！」

　満面の笑みでイエスの言葉が返ってくる。いやこの短期間、普通に考えて無理だろ。

「やっぱりこの仕事やめようかなー……なんて？」

　弱音を吐いても、ボスとセローナさんはニコニコしてるだけ。はい。この１ヵ月は勉強地獄になるみたいです。

「善は急げと言いますし、さっそく勉強を始めましょうか」

「もうですか!?」

「ええ。覚えることは多いですよ」

　逃がさんとばかりに俺の腕を摑つかむ。

「……ッ！」

　見た目に不釣り合いな凄すさまじい握力、普通に腕がもげそうだ。これならアウラさんが連れていかれたのも納得。そしてそのままグイグイと引っ張られていく。

「それとクレス君、勉強が辛つらすぎても自殺しないでくださいよ？」

「自殺!?」

「私はこれでもスパルタなので。ほら行きますよ」

　目がマジだ。このまま連行されたらどうなるか──

「こうなったら……！　アウラさーん助けてくださーい！」

「アウラは死にましたよ」

「ええ!?」

　これまで共に戦場を潜くぐり抜ぬけてきた相棒に本気で助けを求める。

　しかしセローナさんが告げる無慈悲な宣告。

「死んだら１ヵ月の謹慎どころか永遠に……」

「構いません。いつも問題を起こすアウラが悪いんです」

　相棒は煌きらめく星になった。そして俺も──

「さあさあ楽しいお勉強の時間です！」

「っせめて勉強のことを先に教えてくれれば……！」

　そうしたらもっと真剣に考えた。学園に行くのも面倒なのに、事前準備も地獄だなんて。

　恩返しにしてもお釣りが出るんじゃないか？

「ボス！　これは１つ貸しにす──」

　断だん末まつ魔まの叫びも途中で打ち切られる。

　ただボスもセローナさんも終始笑うのみ。

　災厄のナンバ数字ーズ、世界どころか身内にも恐ろしい組織である。
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　災厄のナンバ数字ーズの９番目。『Ⅸ』の名はクレス・アリシア。

　戦乱の大地たるヘルシン大陸の生まれ。

　彼の人生を波乱へと導く、大きな要因および出来事は３つ。




　１つ目は『異能』を授かったこと。

　元々魔法の才もあったが、そこに異能が上乗せ。

　こと氷魔法の使い手としては、千年に１人と言っても過言ではないレベルに昇華。

　ただ辺境に住むせいで、終ついぞ魔導士や騎士に発見されることはなかった。




　２つ目は『故郷』を失ったこと。

　原因不明。ただ、嵐のように忽こつ然ぜんと『ナニカ』が顕あらわれる。

　ソレは彼の村を一瞬にして消し飛ばし、緑の土地を荒野へと変えた。

　しかし僥ぎよう倖こう、森へと採取に出向いていたお陰でクレスだけが助かる。

　ただ当時の年齢は10歳、生と同時に孤独を得た。




　焦燥に浸る少年は様々な感情を抱く。

　寂しい。悲しい。辛つらい。寒い。飢えもある。

　ただどんなに待っても、助けは終ぞ来なかった。




　絶望。




　数十日の孤独を経て、彼はもう自力で生き抜くしかないと悟る。

　だから冒険者、暗殺者、盗賊、護衛、生きるために何でもやった。

　小さな手を真っ赤に染めて、その類まれなる氷魔法で全てをねじ伏せた。

　だがクレス・アリシアはある日出会う。

　己と対等、もしくは自分以上に強い存在と。

　それが３つ目、人生を大きく変える転換点。




『災厄のナンバ数字ーズ』たちとの邂かい逅こうだった──





※






　時は今から１年以上前に遡る。それは数ナンバ字ーズに入っての初任務のこと。

「はぁ……」

　初仕事、失敗。

「酷ひどい内容だった……」

　今まで色々な仕事を請け負ってきた。そしてその多くで成功を収めてきた。

　そんな俺も、つい先日『Ⅰ』の勧誘に乗り組織の一員に。

（今回の内容はとある魔獣の討伐、普通だったら難なく成功できた）

　ただ半強制的に組まされた女。

　ソイツと上手うまくいっていなくて──

「そう溜ため息いきばっかりつくなよクレス」

「アウラ・サンスクリット……」

　俺が俯うつむいていてもこの人はハツラツとしている。星が頭上に煌きらめく時間。

　囲む焚たき火び以上に、彼女の紅ぐ蓮れんの髪は暗闇に映えていた。

「だーかーらー！　フルネーム呼び止やめろって！」

「……大きな声出すな。魔獣が寄ってくる」

「んなもん倒せばいい！　むしろ飯が増えるから好都合だ！」

　既に何体獣を焼いて食ったよ……、まだ食べ足りないのか。

「ま、私の気配だけで普通の魔獣はビビる。そう近寄って来ないさ」

　確かにアンタの実力は認める。認めるが──

「……今日はアンタがデタラメに動くせいで……」

　モグモグ。

「本来であれば１人で達成できる仕事だったのに……」

　モグモグ。

「アホ面して食ってる場合じゃないっての……！」

　彼女がハチャメチャに動くせいで場が混乱。挙句の果て俺にまで炎を向けてきた。

（なんなんだこの女……ボスはどうして俺と組ませた……）

　ハッキリ言ってウザいし邪魔。

　魔獣より質たちが悪い暴走女、そんな奴やつとタッグを組ませた意図が分からない。

「また肉焼くけど、クレスも食う？」

「……要いらん」

　ニカーっとした笑顔で尋ねてくる、だからそんな食えないって。

（だけど、こんな受け答えをするのはいつぶりか……）

　自分の家族、故郷を失ってからの数年は地獄のような日々を過ごした。

　今だってそう、楽しいとか面白いとか感じる日なんてない。

「むー。美味うまいのになぁー」

「あっそ」

　幸い異能のお陰で『生きる力』は手に入れた。

　だが両親も妹も帰っては来ないし、村を滅ぼした奴も見つからない。

「何も、変わってない──」

　あの日から時間が止まってる。まるで心が凍り付いたみたいで、何も感じないのだ。

　笑いも泣きもしないことを自覚しているのが、更にもどかしい。

「……」「……」

　パチパチと焚火が音を立てる。そこに重なるのは彼女の咀そ嚼しやく音おんだけ。

　その時間がどれだけ続いただろうか、向かい合う女が静寂を破った。

「おいクレス」

「……なにか？」

「なんでずっと無表情なんだ？」

「……っ、」

　俺だって気にしてることを、遠慮なくズバッと突いてくる。

「戦闘中も、こうしている時も、ずっとつまんなそう」

「……」

「もしかしてアレか？　ホームシックとか？」

「…………は？」

「ずっと寂しそうな表情してるからさ。故郷が恋しくなったのかなーって」

　とことん地雷を踏んでくる。だがアンタの質問はそもそも根本が違う。

「ボスから俺のこと、聞いてないのか？」

「ぜーんぜん知らん」

　あ、そう。マトモに話すのは今が初。なら踏み込んでくるのも仕方ないと言えるのか。

「…………帰る場所はない」

「というと？」

「家族や友達も死んだし、村も滅んだ」

　俺はあの日、採取のために森へと出かけていた。

　村に帰った時には、ただただ荒野が広がっていただけ。




「──ずっと、独りだ」

　育った所は、小国家同士が常に戦争をしている大陸。今だから分かるが、助けなんて来るはずもない。それからは長らく１人で生きてきた。

「へー。なんか大変だったんだなー」

「…………なに？」

　肉を頰ほお張ばりながら適当に、軽い装いで彼女はそう言った。

　大した同情もない、まるで世間話のようなノリ。

「なんだ？　可哀かわいそうって言って欲しいのか？」

「い、いや……」

　そういうことじゃないんだ。今まで素性を話せば大抵の人が上っ面の同情を表に出した。

「私が同情したって何かが変わるわけでもなし」

　……その通りだ。でもソレを言葉に出せる人が、果たしてどれだけいるのか。

「だけどこれは言える。クレスは頑張ってきたんだなって」

「そりゃ……」

「ふっふっふ。ならば──」

　残っていた肉をペロッと平らげ、油で少し汚れた手を布で拭う。

　そして──

「ご褒美だ！　良い子良い子をしてやろう！」

　焚火を中心に向かい合う形。ただ反対側にいた彼女は、凄すさまじい速さで俺の隣へと回り込む。

「ちょっ……！」

　そしてそのまま、身体からだを俺と密着させる。文句を言う間もなく、今度はワシワシと髪を撫なでてきた。

「な、何を……」

「ん？　ご褒美だけど」

「だから何でアンタにご褒美をもら──」

「細かい細かい！　なんとなく誉ほめたくなったんだよ！」

　ナッハッハッハと、豪快な歓かん呼こが辺りに響く。どうやら理屈云うん々ぬんではないらしい。

　脳筋女、だけど撫で方はそんなに力強くはない。

　優しく、柔らかく、温かく、何かを満たすような。

「私もさー、ずっと１人ボッチなんだ。クレスと同じだよ」

「同じ……」

「そして誰かと組んで任務をするっての、今日が初めてだ」

「え、初めて……？」

「おう。ずーっとソロ！」

　そもそも災厄のナンバ数字ーズは個々が完成し確立している。任務でチームを組んでいる方が不思議だった。今回は珍しいパターン、お互い初めて同士だったらしい。

「でもぶっちゃけな、今日すんげー楽しかった」

「俺は全然楽しくなかった」

「……え、マジ？」

「いや何でそんな真剣な表情で聞く……」

　聞くまでもないだろう。相性最悪、今日の仕事も酷かったし。

「じゃあ私が頭を撫でてるこの時間は!?　楽しかったりするか!?」

「……ぜ、全然」

「むむー」

　嬉き々きとして聞いてくる。ぶっきらぼうに答えれば顔をしかめる。

　こんなに感情が分かりやすい人物もそういない。

「ならクレスは何をしている時が楽しいんだ？」

「楽しい時……」

「私は戦っている時！　血が滾たぎるんだ！　後はやっぱ飯かなー！」

　尋ねてなくてもペラペラ喋しやべってくる。俺のことなんてお構いなしだ。

「ちなみに嫌いなのは説教！　セローナは特にうるさい！」

　自己中心、ズルズルとコッチを引きずっていく。自分の言いたいことを言っている。

　俺は──

「……特に楽しいと感じる時はない」

「え！　何もない!?　本気で言ってんのか!?」

　俺の答えに本気で驚く。それに対し……なんかカチンと来た。

「っ！　良いだろ別に！　あともう手をどかせ！」

　未いまだに撫で続けている彼女の手を払う。

　ゼロにまで縮まりかけていた密着体勢から逃れる。

「アンタに言われるまでもないっ！　俺は何が楽しくて、何をしたいかも分からない人間なんだっ！」

　この人が自由に生きすぎるせい。羨ましいし、悔しい。俺と同じ境遇で、俺と似た強い力を保持している。なのに、なんでこうも違う──

「……今更復ふく讐しゆうをしようとも思わないし。この組織に入ったのも少し興味を持っただけ」

　自然と立ち上がっていた。炎でより赤く染まった彼女の瞳、それを睨にらんでいた。

　殺気だって籠ってる、だが──

「……っぷ」

「な、なんで笑うんだよ」

「いやさ、意外と熱い所もあるんだなぁーって」

　コイツは怒ることも憐あわれむこともない。俺の訳の分からない自問自答に、笑って応えたんだ。

「だけどクレス！　もっとメラメラ生きてみようぜ！」

「……メラメラ生きる？」

「ああ！　熱い魂を持てば、人生は楽しく燃え上がる！」

　バカもまた立ち上がった。大して変わらない身長、同じ目線の高さで相対する。

　年齢だって５つしか違わない女、そんな奴の人生観だが──

「今のクレスは、肉も焼けねえ貧弱な火と一緒！」

「……」

「自分が輝かないと真の人生は始まらない！　毎日楽しくないのもそのせいだ！」

「……そんな決めつけたような……」

「だからまず考えろクレス、自分にどれくらいの価値があるのかを！　輝くために！」

　押し込まれる、そして考えさせられる。自分の、存在価値。

　冷え切った脳みそに問いかけてみるが──

「…………分からない」

　分からない。分からない。分からない。俺がいて何が変わるんだ？　ずっと生きることだけ考えていた。やりたいことも特にない、待ち人すらいない──

「……分から……ない……、」

　そんな俺の様子はどう映ったのか。

「んー分かんないか、じゃあまずは価値の見み出いだし方、輝き方を伝授しよう！」

　難航する船に、地図の読み方を教えてくれるとな。

　どうすればいい？　どうやったらそんな風になれる？

「いいかーよく聞け。自分の存在価値ってのは、単純な力や地位じゃ決まらない」

「……」

「異能持ちとか貴族だとか関係なし。周りからの期待とか評価もとりあえず無視しとけ」

　堂々とした佇たたずまい、紅ぐ蓮れんの女は語る。

「まずは自信を持つ！　根拠のない自信だ！　ソレがないと始まらない！」

「こ、根拠はないのか？」

「ん？　なくても良いだろ別に？」

　そう、なのか……？

「そもそも自分にすら価値を見出せない人間が、この世界を謳おう歌かしようなんて無理な話だ」

　例えばと切り出す。

「この世界が物語だとする。もし主人公の設定がブレブレだったら話は面白くなるか？」

「ならない……」

「そ。ひ弱な主人公の人生なぞ、演じるも観みるもクソつまらん。ただ自信があればどんなことだってプラスに持って行ける。自然と世界が拓ひらけて行く──」

　意味不明な理論と理屈。ただ、この人なりの信念を垣かい間ま見みる。

　熱い魂があるから人生を謳歌できている、のか──？

「……なら逆に聞く。アンタの存在価値はどれぐらいあるんだ？」

「私の価値？」

「そうだ」

　まず教えてくれ。アンタの生き方はどれぐらい輝いている？

「愚問！　私は最高クラス！　世界一価値ある人間だ！」

「……世界一」

「私以上に輝いてる人間は他にいないぞ。ちなみに、その評価は誰が決めたと思う？」

　そこまで自信満々に言うんだ。きっと自分だけじゃない。

　おそらく相応の人物に認められたからこその台詞せりふ。

「ボス、とか？」

「違う！　私が全部決めた！」

「……は？」

「自分が一番って自分で決めたんだ！」

「……」

「どうだ！　私って最高に熱い女だろ!?」

　……もう何の話をしているか分からなくなってきた。俺が返せた言葉と言えば──

「アンタ、ただの自信過剰のバカじゃん……」

「バカで結構！　ゴチャゴチャ考えるだけ無駄！　熱い魂だけあれば人生はめっちゃ楽しい！」

　俺の侮蔑も笑いで一蹴、何にも気にしてない。本人も認めた通りアホなのだ。

　だが接していて分かった。

「……やっぱ俺は、アンタみたいになれそうもない」

　一度凍り付いた感情は、もう戻らない気がするんだ。存在価値の見出し方を知ったところで、何が変わるという気もしない。

「ならずっとアヤフヤな毎日を送るのか？」

「……そういうことになる」

　そんな熱い生き方は自分にはできそうもない。もうあれだな、いっそ死地だけを求めて──




「ならさ！　私がお前の太陽になってやるよ！」




　唐突に彼女はそう言った。

「お前の魂が凍っていても、この熱い炎で全部溶かしてやる。そんで充実を与える！」

　魔法を発動、その手に宿すは真っ赤な炎。パチパチと小さな音を立てる焚たき火びとはわけが違う。なんでも燃やすような凄まじい猛火。

「でも──」

　そんな炎ですら、俺は凍らせてしまうかも。

「なに安心しろ、私は天下のアウラ・サンスクリットだ」

　しかしだ、彼女は心配無用だと言わんばかり。

「溶かして凍るようならまた溶かす！　何度でも何度でも、お前に熱さを思い出させる！」

　理解している、今まで俺は言い訳をしていたと。そして周りはソレを言葉だけで諭そうとした。

（だけどこの人は、魂でぶん殴って来てる。コッチの情緒なんて知らないって──）

　自分勝手だと思う。本当に勝手だ。

　俺は口に出してないのに、まるで分かったようなことばかりを言う。

「アウラ・サンスク──」

「アウラさんと呼びな」

「……アウラさん」

　あーあ。近くにいたせいなんだ、今だけ少し感化されたに過ぎないんだ。

「くそ……」

　なぜこんな感情を思い出すんだ。

　あの時泣いたって、悲しんだって、助けは来なかったじゃないか。

「おいおい、涙目になってるぞ？」

「なって……ない……、」

「はっはっは。恥じることじゃない。生きてるって証拠だよ」

　諭すとともに、彼女は俺を抱きしめた。

「……っ！」

「もう大丈夫だ。私がいる」

　束つかの間の抱擁だった。触れ合う肌と肌、服越しだとしても伝わる確かな温ぬくもり。

　その時間は永遠のようにも思え、生きる意味を求める俺に休息をくれた。

　心が休まる、満ちていくのが分かる。

「クレス」

「……っ……なにか？」

　抱擁は短くして解かれる。しかし距離感は近いまま、目と鼻の先に彼女はいる。

　そして言い放つ──




「私に付いてこい。一緒にいたら絶対楽しいぜ」




　自分で意味を見つけられないなら、私が与えようと言う。

（ボスはもしかしたら、こうなることを見込んでタッグを組ませたのかもな）

　だって普通こんな熱血脳筋バカを新入りには当てない。それに加入当初に言われた。

　──災厄との出会いは、きっと俺の人生を大きく変えると。

「……アウラさん」

「ん？」

「……お腹なかが、空すいてきました」

「お！　良いねえ！」

　正直、俺は何のために生きているか分からない。だけど、目の前にとても面白い人がいる。出会ってそう時間も経たってないくせに、俺のことをこれでもかと気に留める人。

「……とりあえずです」

「？」

「自分に意味を見出すまでは、一ひと先まずアウラさんに付いていきます」

　それは暗闇の中、微かすかに照らす灯ともしびを辿たどるような。

「おう！　というかずーっと付いて来てもいいんだぞ？　私は大歓迎だ！」

「それは嫌です。アウラさんガサツだし暑苦しいんで」

「っな！　言ったなクレス──！」

「事実で……って、ちょっと！　どこ触って──！」




　それから俺は約１年間をアウラさんと過ごす。相棒として四六時中一緒。

　それだけ時間を共有すれば流石さすがに理解したよ。




　あの日俺は、太陽を見つけたんだって──
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　──ハーレンス王立魔法学園。

　それは大国ハーレンスで最も優秀な学生が集まる学まなび舎やだ。立地は王都の中心、貴族エリアと平民エリアの境にある。受験者は毎年３０００人を優に超えるが、入学を許されるのはたった１５０人。

「そして俺はその狭き門を潜くぐりに来たと……」

　セローナさんの折せつ檻かん、もとい勉強会をやり遂げ受験しに来た。

　ちなみに昨日、筆記試験は終了。

「残すは今日の魔法実技試験だけ。ようやく受験から解放される」

　学園の正門とは思えない立派な造りの門を過ぎる。流石さすがは王立、凄すさまじい金の掛け方だ。

「──見てよあの人」

「──うわぁ」

「──銀髪銀眼だぜ」

「──凄すごい容姿してるな」

　周りには俺と同じ、大勢の受験生が各会場を目指し歩いている。

　ただ四方八方から視線を感じる、ついでに小声も。

「言いたいことがあるなら直接言えっての……」

　ハーレンスに住まう多くの人は金髪か茶髪だ。俺の銀髪と銀眼は目立って仕方ない。

（世界的にも珍しい特徴、ただ異能のせいなんだからどうしようもないんだよ）

　異能かのじよを所持するが故、染髪してもすぐ白銀色に戻る。隠おん密みつには正直不向きだ。

「あんな美少女めったにいないぞ」

「おい！　お前話しかけに行けよ！」

「無茶言うな。格が違うって」

「きっとどこかの貴族だろ？」

　貴族じゃない。それと俺は『男』だ。

「この国でも女と間違えられるか……」

　周り曰いわく女顔、身体からだも細いし、身長もギリギリ１７０とそう高くない。

　ただ彼らの勘違いをわざわざ訂正するような暇はなし。

「もう慣れたさ」

　時間に余裕を持って来たとはいえこれは受験。さっさと会場を見つけて準備に入りたい。

「────ん？」

　そう意気込んで足を進めるものの、少しして異様な人だかりを発見する。

「なんだ？」

　発見するというか自然と視界に入った。受験生たちが何かを取り囲んでいる。

「まさか大道芸人がいるってこともないだろうし──」

　皆は一体何を観みているんだ？

「おいおい、あそこに勇者様がいるってさ」

「まじで!?」

「おう。学園の見学をしに来たんだとさ」

　勇者!?　あの人だかりの中心に勇者がいるのか!?

「一目見たいなぁ」

「だけど人多すぎな」

　近くにいた人たちの会話が耳に入ってくる。どうやら俺たちが真面目に試験を受ける中、施設の見学に来たらしい。貴族による配慮で、既にＳクラスに内定済みってことだろうな。

「だけどここで出会えたのはラッキーだ……」

　なにせ監視するにしろ、俺は勇者の情報をまだ何も手に入れてない。

「男か女か、それすら知らないし」

　顔を拝めるだけツイてる。一目だけでも見たい。他の生徒たちも同様の理由だろう。

（学園生活の前に、こんな間近で見れる機会はそうないぞ）

　進路変更、俺も少し近づいて行くが──

「……人が多い」

　進めば進むほど人に挟まれ圧迫される。

（少しだ。少し顔を拝めれば……）

　埋もれそうな身体に発はつ破ぱを掛ける。現場仕込みの鋭い観察眼で、隙間から標的を目視する。それでようやく勇者の姿を──

「ッ!?」

　うまく一瞬の合間を縫って勇者の姿を見ることができた。しかし俺は驚きで固まってしまう。勇者が男だとか女だとか、そんな陳腐な理由じゃない。

「勇者が、４人いる……？」




　おかしい！　おかしいぞ!!

（ボスからは召喚できても精々『１人』だけだと聞いてたのに……！）

　しかし俺の視界には黒髪の少年少女が４人も映ってしまっている。

「ひ、非常事態だ」

　男２人と、女２人を確認。単純に考えて当初の仕事量の４倍だ。

「とりあえずこの場を離れないと……」

　背中に流れる嫌な汗、焦燥に駆られる。まずは現場からの離脱を選択し──

（っこの距離で気付くだと!?）

　しかし俺の逃げ足を瞬間で射止める存在がいる。それは眼鏡をかけた女、勇者と思われる人物の１人だ。なんとこの人ごみの中、あれだけ人に囲まれながら俺の視線だけに目を合わせてきた。

「そこの銀髪の人！」

「っ」

　ダメだ。完全にロックされている。逃避行する前に一喝飛ばされた。ついでにそのまま人の波をかき分け接近してくる。相対するしかない──

「グレート！」

「……え？」

「グレイトオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　な、なんだ!?

　俺の目の前に来たのは眼鏡をかけた異世界人。彼女は対面した途端に叫び出した。

「素晴らしいです！　異世界最高！」

　その行動にこの場にいる全員が驚いている。

（不可思議な言動、まさか俺の正体に──）

　焦燥感が加速、緊張で一歩後ずさってしまう。

「ふぅ、急に引き留めてすいません。そしてつい叫んでしまいました」

「……いえ」

　叫んだと思いきや今度は冷静になる。行動心理がまったく読めないぞ。

「失礼ですけど、男性ですよね？」

「……！」

　初対面でありながら俺を男と一発で見抜いた!?　やはりコイツ、只ただ者ものじゃない。

「……」

　だけど無視はできない。なんとか冷静を保って無言で頷うなずく。

（聞いた通りの黒髪ブラツク黒眼・パーツ、言動を加味しても彼女は異世界人で間違いない）

　相対した黒眼、異能を所持しているのだろう。

　若干変色し、紫がかっているその眼が俺を捉える。

「やっぱり私の腐ふ女じよサーチに間違いはなかった」

「ふ、腐女サーチ？」

「イケメンや美少年にだけ反応する心眼。極きわみに至った腐ふ女じよ子しが使える技です」

『ふじょし』とやらの意味は分からない。ただ彼女の心眼とやらは仙術と似た技ってことだろう。その歳としでそこまで至っているというのか……

「私の名はリンカ・ワドウです。名前を聞いてもよろしいですか？」

　勇者の方から直々に名乗ってくる。周囲の注目もあるし、これは応えるしかない。

「クレス・アリシア、です」

「ではアリシアさん。まずあなたは美少年として完成体です」

「はい？」

「ちなみに属性的にはウケかと」

「う、ウケ……？」

「はぁはぁはぁ……アリシアきゅんマジ萌もえ……」

　異世界語だろうか、言葉の意味が良く分からない。

（でもなんて真っ黒な、いや腐ったような邪悪なオーラを出すんだ……！）

　まるで邪神にでも会ったような気分。またも無意識に一歩下がってしまう。

　どうする？　どうやってこの場面を切り抜け──

「凛りん花か！　また人に迷惑かけてるの!?」

「舞まい……これは自分の性さがゆえに仕方ないのよ……」

「お城の中でも同じような言い訳してたじゃない」

「これは言い訳じゃ……あ、王子たちとアリシアさんをカップリングしたら──」

　なんと助け船はもう１人の女勇者が出してくれる。会話から察するに名前は『マイ』だろう。

「初対面の人に失礼なこと言わない」

「それでも天然の銀髪美少年がいたら……」

「はぁ、まず常識的に考えて──」

　ずっと混乱していられない。状況把握。まず目の前ではこの世界の言葉で会話が繰り広げられている。

（何でだ？　なぜ俺が彼女たちの会話を聞き取れる？）

　召喚されてまだ数週間程度のはず。そんな短期間で１つの言語を習得したっていうのか？　一体どんな仕掛けで──

「ごめんなさい。凛花が失礼なことを言ってしまって……」

「私も少し興奮しすぎました。申し訳ありません」

「……気にしてないです」

「ところでアリシアさん、ボーイズラブに興味は──」

「凛花！」

「わ、分かったから。そんな怖い顔しないで」

[image: ]

　リンカ・ワドウと一緒に謝ってくるマイとやら。彼女の容姿もやはり異世界人風だ。

「もう凛花は……」

　長い黒髪に赤リボンの一結びが良く映える。対して瞳は青っぽい色、おそらく彼女も所持した異能のせいで変色したのだろう。体たい軀くは細く、身長は１６０台半なかばほどか。

「そんな溜ため息いきついてたら美少女、春はる風かぜ舞としての価値が落ちるわよ」

「……誰のせいだと思ってるの？」

「私か」

「その通り。あと美少女とか言うのやめて」

　リンカ・ワドウの言うことに間違いはない。

　マイとやらは性格も良さそうだし、異性からはよく好かれそう。

（リンカ・ワドウの方は……顔は整ってはいるけどあのオーラがな……）

　服装についても珍しい物を着ている。２人は同じ格好、異世界の制服か……？

「勇者様、そろそろお時間が……」

「あ、すいません」

「もう少し妄想を──」

「はいはい。妄想は後でもできるでしょ」

　ついに護衛の騎士たちが介入してくる。流石さすがに注目が集まりすぎたな。

「ご迷惑をおかけしました。私たちはこれで」

「この素晴らしい美少年に合格を！」

「唐突に意味不明なこと言わないの凛花。せっかく可愛かわいいのに、それじゃあ何時いつまでたっても……」

「私は自分の恋愛に興味ないから。というか舞だって付き合った経験のない処しよ女じよで──」

「よ、余計なこと言わない！」

　余計ではない。俺は監視役、勇者に関する様々な情報を欲している。

（例えばマイとやらは付き合った経験がない。つまりはガードが堅いということ）

　ハニートラップは仕掛けにくいと分かる。逆にリンカとやらはイケメンが好き。

　攻略の糸口は多そうだ。

（ちなみに男の勇者たちは──）

　彼らの方は女子たちに囲まれている。

「もう受験って空気じゃないな……」

　彼女らの言動然しかり、そもそも勇者が４人もいたという事実。今の現状、入試後に一刻も早くボスに伝達しなければいけない。そして経験からして悟る。

「この任務、荒れそうだ──」





※






　勇者たちと邂かい逅こう。そして勇者が４人もいると判明。心底驚いた。

「それでパニクって迷子になるぐらい……」

　頭が一杯だったせいで道に迷う。一度はまったく違う場所に行ってしまった。

「だけどこうして無事に来れたのは、本当にあの人のお陰だな」

　ついさっきのことを思い出す。道に迷う俺に、声を掛けてくれた女性がいたのだ。

　この学園の制服を着てたし、たぶん先輩。

（ちゃんとお礼言えなかったな……名前ぐらい聞いておけば良かったかも……）

　ともかく、とても優しく良い人であった。

『実技Ｃグループの方は会場中央にお集まりください。まもなく試験を開始します』

　思考に耽ふける中、案内のアナウンスが会場にこだまする。

　おっと、集中集中！　他のことばかり気にしてはいられない。

「なにせ受験者は３０００人超えで、この会場だけで２００人もいるっていう──」

　入学を許されるのはたったの１５０人だけ。Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５クラス編成。

　最上のＳクラスに選ばれるのは『天才』『秀才』と呼ばれる者だけだ。

（しかも今回に限って言えば、勇者のせいでＳクラスの４席は埋まっている状態だし）

　ただ監視者たる俺からすれば分かりやすくていい。なにせ一番上を目指せばいいだけ。

　そうすれば自然と勇者と同じクラスに行ける。

『──受験者はこちらに整列をお願いします』

　拡声の魔法具を通し流れるアナウンス。

　ゾロゾロ続く人波に加わる。いよいよ合否を決めるための最後の門だ。

「ま、落ちる気は更々ないけど──」

　むしろ他のことで色々悩まされているよ。

『──これから実技試験の内容を改めて説明します』

　みんな緊張の面持ち、何百という学生に紛まぎれ話を聞く。

『説明はアイザック先生から、お願いします』

『ああ。任された』

　壇上に屈強な男が登場。どことなく冒険者臭のするこの人が今回のお題らしい。

『俺は教師のアイザック。今回は10人編成のチームを作り俺と模擬戦をしてもらう』

　ずばり団体戦である。と言っても構図は１対10だけど。

『周りと連携しながらの技量を測る。メイン採点者は俺。後は外からシトリー先生とヒューズ先生だ』

　個人の腕っぷしだけでなく、総合力や協調性も求められるということ。

　なかなか実戦的で良いと思う。

「おいおいアイザック先生が相手だなんて……」

「無理だろこんなの」

「はい。Ｃブロックは大ハズレと」

　ヒソヒソと聞こえる周りの会話。

（アイザック先生とやら、パッと見じゃ大したことなさそうだけどなぁ）

　ただ皆がそこまで慄おののくのだから、油断せずに本腰を入れるべきだろう。

『10人のグループは受験番号順で決まっている。まず最初は──』

　助かる。なにせ今でさえ周りから距離を取られている。女の人からなんて特に……

『──４０８番、４０９番、４１０番、ここまでの10人が一試合目だ』

　俺の番号は４０８、見事に初しよっ端ぱなで当たった。

　アイザック先生の実力を見てから戦いたかったな。

『では呼ばれた者はここで待機、他の者は観覧席へと移動しろ』

　この会場には３６０度で観客用の席が設けられている。

　免れた受験者たちは移動、少しして準備は完了した。

「もう拡声器は要らんだろう！　ルールはさっき言った通り、全力で来い！」

「「「「「っはい！」」」」」

　俺も軽く返事、脳裏にルールをループさせる。

「アイザック先生になら魔法の制限はなし、目的は倒すだけ……」

　周囲の様子を見つつ、適当なタイミングで仕掛けよう。

「では、５カウントで始める」

　今回は監視が目的、魔法の威力はよく考える。

「５、４、３──」

　俺たちは円を描くように配置。10人でアイザック先生を囲う。

（作戦を話し合う暇はない。周りの動きをよく見る）

　皆は緊張のせいか割とフライング気味、ジリジリと距離を詰めているような。

「２、１──」

　それなりに魔力を練る。とりあえず距離を取りつつ様子見して──

「試験、開始！」

　ゴングが鳴る。

　するとまるで鎖から解き放たれた獣のように、全員がアイザック先生に猛突進する。

（え!?　ウソだろ!?）

　考えなしに突撃、全員が前衛役ってどういうことだよ！

「風は空に届き──」

「穿うがつ炎が──」

「水の精霊に捧ささぐこの──」

（しかも詠唱メチャクチャ遅い！　加えてなんでそんな大規模な魔法を……）

　てっきり近中距離用の魔法を使うと思っていた。

　速攻なら速攻で、そんな仰々しい魔法使う必要はないだろうに。

「っふ、甘い甘い──！」

　詠唱でもたつく生徒、教アイザ師ツクからしてみれば恰かつ好こうの獲物だろう。

　案の定、魔力を纏まとわせた拳だけで少年少女を叩たたき潰つぶしていく。

「あちゃー……」

　仲間の動きもかなり酷ひどいが、それ以上にアイザック先生が意外と良い動き。

（やっぱり元冒険者かなんかだな）

　思考の最中、受験者たちが面白いようにバッタバッタと倒れていく。

「どうしたどうした──！」

　秒で半数以下に。その光景に観客席の連中も啞あ然ぜんとしてる。

　だがアイザック先生は止まらず。

（でもこれ以上好き勝手やられるわけには……）

　強化魔法でスピードも相当なもの、振りかぶった拳をまた生徒に向ける。

　今度の標的は女生徒……容赦ないな。

「……造クリエ形イト、氷壁ウオール」

「むっ!?」

　そろそろ対抗、放たれた拳は氷壁が完璧に阻む。

「──ギリセーフかな」

　歪ゆがむアイザックの表情、強度はそこそこで作ったつもり。

「大丈夫？」

「は、はい」

「そっか。なら良かった」

　標的だった女生徒に近づき、一応声を掛けとく。

　……ふっふっふ。これで協力点的なのはまず稼げたな。

「造クリエ形イト、氷剣ソード」

　右手に創り出す一本の氷剣。四肢には無属性の強化魔法を付与する。

　さあさあ、活躍の場面がやってきたぞ。

「……面白いな少年、氷魔法が得意なのか」

「ボチボチですね」

「そうか。だが俺を倒すには──」

　身体からだと身体を隔てていた氷壁が破壊される。

「雷ライト化ニング！」

　アイザック先生は雷系統の強化を使った。

「行くぞ！」

　雷の如ごとく俊敏にその男は近づいて来る。

　……だけどそれは今の俺でも十分対処できるレベル。

（アウラさんたちが速すぎるせい。遅く見えるよ）

　冷静に分析しつつ、紫電奔はしる拳を氷剣で弾く。その間に隙を見つけて──

「ここ！」

「ッ!?」

　退ひくと見せかけアイザック先生の鳩尾みぞおちに前蹴りを叩たたき込む。

　スピードが落ちたタイミングを逃さずに剣勢を強める。

「クソッ！　ちょこまかと……！」

　肉を切り裂く感触、アイザック先生の鮮血が宙に舞う。

「これで体術と立ち回りの点数は入ったはずで──」

　一発二発三発、隙を幾つもついて鋭い蹴りと斬撃を入れていく。

　傍から見ればハイスピードな攻防、俺たちの戦いには誰も介入してこない。

（実態はかなり一方的な試合だけど──）

「雷弾スパークっ！」

　ここで向こうさんは初めて拳を止め魔法を放つ。線せん形けいを描く電撃。

　年齢なんてもう関係なし、本当に先生かと疑う『本気』な先制打。

　この空気を変えようと躍起になっているようだ。

「造クリエ形イト、氷壁ウオール」

　もちろん壁を創り防ぐ。

「造クリエ形イト、氷槍ランス」

　今度は天上より槍そう群ぐんを降らす。

「造クリエ形イト、氷剣ソード」

　アイザック先生が上からの槍を搔かい潜くぐる最中、追撃として背後から剣群を発射する。

「なんだよこれ……」

「アイザック先生がやられている……？」

「全然見えねぇ……」

　皆も立ち止まってないで参加してくれ……

　これは団体戦、仲間が動いてくれないんじゃ協力点が稼げないぞ──

「攻撃が止やまないっ……!?」

　氷ひよう嵐らん到来。先生の仰る通り完全な物量押しだ。とりあえずは単独で戦う、いいや、もう一人でいい──！

「まずはこの場から逃げ──！」「簡単には逃がさない──！」

　目もく論ろみ通りで、俺の繰り出す連続魔法に対応するので精一杯。

　ただ仕留めるには至らない、そりゃこれは足止めだもん。

「今が好機、早めに決めるか──」

　もはや仲間から援護はなし、もう大技を仕掛けてフィニッシュにしよう。そしてこの学園は魔法に一番重きを置くと聞く。少しばかり派手に魔法を使って最終加点だ。

「まずは立ち位置を変えないと──」

　強化された両脚で会場を駆ける。

　周りにも配慮、大技を使っても問題ないベストポジションを見み出いだす。

（悪いな先生）

　これでも仕事で来てるんだ。

「強エンハ化ンス」

　ダメ押しの無属性強化を終え準備万端。

「ぬおおおおぉぉぉぉ──！」

　反響するアイザック先生の声。なにせ準備とはいえ、アイザック先生への攻撃は未いまだ止んでいない。何千何万本、ずっと氷製の剣やら槍やらを飛ばしているのだ。

　たまに飛んでくる雷撃も壁でシャットアウトする。

「俺の前では全てが凍いてつく──」

　本腰入れた魔法を決定打とする。

（あくまでＳクラスが確定するくらいの度合いで……）

　数ナンバ字ーズとして振舞ったら終わり、あくまで「優秀」の域で行使する。

「まずは攻撃解除」

「……ッ……！」

　アイザック先生への細かい攻撃を中止。

　彼は全身傷だらけ、下には血だまりができてしまうほど。

「お、お前は──」

　何者だ？

　俺は世界で９番目ぐらいに強い人間です。

「創造イメージ、氷リ・大ウエ波ーブ」

　俺の背後に中規模で展開される魔法陣。ここから氷の波を発生させる。

　それでアイザック先生だけを飲み込む、はずだった。

「────!?」

　ただ俺の魔法が完成寸前、邪魔が入る。

　それはアイザック先生でも他の教師でも、観客によるものでもない。

「っエル!?」

　邪魔をしたのは──俺の異能だった。




『──ダッルイ！　いい加減にしてよ！』




　急速に回転する魔力の流れ。求めていないのに莫ばく大だいな魔力を突然与えてくる。

「今は必要ない……！」

『相手はたかが人間、１人２人死んでも何ら世界に影響はないわ』

「俺にあるんだっ！」

　脳内に狂気を孕はらんだ嬌きよう声せいがこだまする。

　拒否反応を示したせいか、脳みそがガンガン揺れる。

「停止させないとっ……」

『無理無理！　チマチマした攻撃なんてもう懲こり懲ごりよ！』

　自分が最上位の存在だからこそ、他種族を見下すその姿勢。

　それは邪心ではなく純心、人の命をただただ純粋に軽視している。

「お前ってやつは──！」

　発射寸前の砲台、弾倉に無限とも思える魔力を一気につぎ込まれた。

　抑えることで精一杯、というかもう俺の身体が持たな──

「恨むぞエルっ！」

　魔法陣がこれでもかと巨大化、深層より冷たき魔力が放たれる。それはブリザード。

　凍る、凍る、凍る。その勢いまさに雪崩の如し。解放された魔力は氷波を形成、高さは会場を飲み込むほど。当初はアイザック先生だけを凍らせるつもりだったんだ。

　だけど────




　数秒後には冷気が漂い、気温がマイナスにまで下がった。

「か、会場ごと、凍らせたのか……？」

「……一体何階かい梯ていの魔法だよ……」

　近くで腰を抜かした少年たちがそう呟つぶやく。

（っ……会場の半分は凍らせたか……）

　観客席どころか壁を突き破り外にまで氷は届く。目の前には『氷山』が誕生してしまった。

「これはどうす……」

「ヒエェェェェェ！　殺さないで！」

　独り言のつもりが、近くにいた少年は震えながら命乞いをしだす。

『あっはっは！　殺さないでですって！』

「エルっ！」

　お前のせいだぞ。他の受験生たちも血相を変えて逃げ出している。

「いや俺は……」

　た、確かにやりすぎたけど、なんとかアイザック先生は殺さないように配慮して……

『──────────────』

　途端にサイレンが鳴り響く。

「……試験終了ってことか？」

　それにしては、やけにけたたましいような……




『校内にて異常な魔力値を観測しました！　生徒、受験者は、教師の指示に従いグラウンドへと避難してください！　繰り返します校内にて────』




　どうやら避難警告、魔族でも現れたか？　観客席にいた受験者も一層急いでこの場から去っていく。所々凍ってるし、そんなに急ぐと転ぶぞ。

「俺も移動した方がいいか？　だけどアイザック先生をまず助けないと……」

　このまま置いて行ったら人間性という点で減点されそうだからな。

「救出するか」

　魔王ならともかく、その辺の魔族に遅れをとるつもりは一切ない。

　戦犯たる異能エルにこれでもかと説教しつつ──

「先生を助け……」

「貴様！　そこを動くな！」

　誰もいなくなりつつあった寒い会場、急に響くは野太い男の声だ。

「アイザックから離れて、ゆっくり両手を上げろ！」

　振り返れば何十人もの魔法騎士がいた。

（甲かつ冑ちゆうにはここの校章、学園に常駐してる騎士たちか）

　しかしおかしな話だ。彼らは俺に対し槍を向けている。

　表情もだいぶ強こわ張ばっているようだし。

「えーっと……」

「ここで巨大な魔力を感知した！　貴様がこの会場を凍らせたのだろ!?」

「そうですけど……あ」

　今ようやく理解した。サイレンの原因は魔族ではなく、俺だ。

　そしてこの人たちは俺を魔族か何かだと思っているらしい。

「ハハハ……」

　もはや乾いた笑いしか出てこない。

「な、何がおかしい!?」

「隊長！　きっと私たちのことも凍らせるつもりです！」

「なにっ！　まだ諦めてないのか!?」

　苦難の筆記をようやく終え、勇者に度肝を抜かれて。

　そして最後の最後でこのオチを、いや槍を突き付けられる。




「ボス、もう仕事辞めたいです──」

　勘違いで絡まったストーリー。俺の受験はお縄によって幕を降ろした。













[image: ４節　勇者とは]







　季節は春だ。穏やかな気候、咲いた花々が季き冬とうに終止符を打つ。そしてこれから新生活、クレス・アリシアは──




　ハーレンス王立魔法学園、Ｓクラスに無事合格しました！




「……だけど初日から寝坊するっていうね……」

　現在地は、引っ越しが終わったばかりの自室。傍そばには凍った目覚まし時計、俺がやりました。

「久しぶりに寝過ごしたぞ……」

　今までの任務だったらアウラさんが必ず隣にいた。彼女はズボラ、もとい大おお雑ざつ把ぱなので毎回俺が起こす。その責から解放され、また試験が終わったことで気が緩んだようだ。

「どう考えても入学式には間に合わないんだよなぁ……」

　新入生はとうに学園に集まっている時間だろう。焦りを通り越して逆に冷静な思考になる。

「とりあえず支し度たくするか──」

　王立だけあって制服というものが用意されている。白を基調としたなかなか洒落しやれたやつだ。両手には刻印隠しの黒手袋を装着。

「入学式はもう無理、その後のガイダンスくらいは出ないと……」

　遅刻することでまた悪目立ちしてしまう。

　入試の件については、なんとか誤解は解くことができたが──

「氷と無む以外の属性を制限するだけならともかく、お前が急に強化バフしたせいで大惨事だよ」

　頭の中にいる異能かのじよに苦情を出す。エルのせいで俺の描いていたシナリオは破綻してしまった。入学に際し色々偽造、情報改かい竄ざんめちゃくちゃ頑張ったのに……

「目立ってなんぼ？　俺は監視の任務で来てるんだよ。立場ってものが──」

　文句を言ってもツンとした様子で返してくる。俺は未いまだに異能を掌握しきれていない。

　意思持つ力だけあって、扱いが難しいのだ。

「でも今悩ましいのは、遅刻の言い訳をどうするかだな……」




　──数十分後。俺は自分が所属する１年Ｓクラスの扉の前にまで来ていた。

　廊下に生徒の姿はなく、静寂だけがこの場を支配する。

「素直に寝坊って言うしかないか……」

　舞踏会やギルドに潜入したことはあっても、学校という舞台は初めてだ。

　正直言おう、めちゃくちゃ緊張している。

（それに今回ばかりは周りとのコミュニケーションが必須だ）

　孤立すれば教室で浮いてある意味目立ってしまう。人付き合いは苦手だがやるしかない。

「……よし、行くぞ」

　教室では既に担任教師による説明会が始まっている。

「アウラさんじゃないけど気合だ気合。堂々と登場しよう」

　心に発はつ破ぱ。一々こんなことに臆病になっていては３年間もやっていけないぞ。

「──っ失礼します」

　扉に手を掛け一気に開かい帳ちよう、新世界に遅れながらも一歩足を踏み入れる。

　そこには同世代の若者たちがズラリと座していた。

（よ、予想通りだけど視線の集中が凄すごい）

　教壇には眼鏡をかけ白衣を着た男がいた。入学案内書によればこのクラスの担当はデニーロという教師。おそらくこの人がそうなんだろう。

「おーようやく来たな問題児」

「……おはようございます」

　初見から問題児扱いをされる。それはもちろん今日の遅刻の件もそうだが──

「実技試験で会場ごと潰した前代未聞の学生。もしくは氷魔法の申し子か」

「……」

「実技試験は歴代１位の成績、職員会議でもさんざん話題に……っとまあ、優秀でも遅刻して良いわけじゃないぞ？」

「……すいません」

　俺の正体が明るみになったことで皆の眼めの色が変わる。

　生じる生徒同士のヒソヒソ会話、更に視線を後方に移せば──

「キタアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

「ちょっと凛りん花か！」

「やはり腐ふ女じよ神しんは従僕たる私を見捨てなかった……！」

　俺への注目も一時的に分散。それは最後列に座っていた女勇者が声を上げたから。

（居ると分かっていても、リンカ・ワドウはやっぱり怖い）

　それを止めるのが同じく勇者であるマイ・ハルカゼと──

「また腐ふの神とやらですか？　系けい譜ふにはそんな神はいませんのよ」

「……マリーさん、腐女神は心の中にいるんです」

「は、はぁ、そうなんですの……」

　同じく諭さとすのは金髪ツインドリルの女。公爵令嬢、マリー・ディアンヌスだ。

　同い年ということもあって、生活面で勇者たちのサポートをするらしい。

（貴族の子供まで調べる余裕はなかったけど、彼女については嫌でも耳に入ったからな）

　当初からＳクラス確定と凄い噂うわさだった。

「それで？　どうして遅刻したんだ？」

　デニーロ先生から当然の質問、意気込んでたがワケを実際に言うとなると──

「…………です」

「なんだ？　聞こえる声で言ってくれ」

「……寝坊、です」

　無念。堂々となんて言えなかった、少し恥じらってしまう自分が情けない。

「なんて可愛かわいい照れ顔……破壊力が……」

「り、凛花、鼻血出てるよ」

　リンカ・ワドウ以外の全員が俺の理由を聞いて教師含めてキョトンとした表情をする。

「先生は本当のことを聞きたいなー」

「ほ、ほんとです！」

「実はどこかで事件とか起こしてないよな？　大丈夫だよな？」

「だ、大丈夫ですって」

　教師がそんなに疑うってどうなんだ？

　あの実技試験の惨状を知っていれば仕方がないのだろうか？

「まぁ、うん、じゃあ信じようか」

　ただ最終的に俺の表情を見て納得はしてくれる。

「ならとりあえず自己紹介しておけ。他の生徒はもう終わった」

「分かりました」

　改めて生徒たちの方を見る。

（最後列に勇者４人と公爵令嬢ね。綺き麗れいに横一列に並んでくれてる）

　生徒数は俺を入れて30人、ここに居るのは王国トップクラスの優秀な者たちだ。

　そこで実技入試１位を獲得してしまうとは、本当に大失敗だ……

「名前はクレス・アリシアです。ヘルシン大陸から来ました」

　出身はここユグレー大陸からかなり離れたヘルシン大陸という場所。

　簡素な挨拶で済ます。開示しすぎるのも問題だ。

「これからよろしくお願いします」

　自己紹介はコンパクトに、軽いコンタクトで済ませる。

　孤立は避けたいが、別に深く関わりたいなんて思っていないんだ。

「席はスミス・アルビンの隣、マイ・ハルカゼの前だ」

「はい」

　勇者の前の席か……ただ謎のオーラを放つ勇者、ワドウの前よりかはマシだ。

「よう遅ち刻こく者もの」

　勇者たちに注意を払いつつも、隣人となる男が一声を上げる。

「えっと……」

「スミス・アルビンだ。よろしく！」

　左右前後に人はいるが、まず話しかけてきたのはスミス・アルビンという男。

（データは特にない。おそらく平民）

　短い金髪、顔立ちも完全にハーレンス人。活力で溢あふれているイメージで、ぱっと見悪い奴やつではなさそうだ。

「スミスでいいぜ。オレもクレスって呼ぶから」

「分かった。よろしくスミス」

　なかなか気さくそう。アウラさんみたいなタイプだ。初しよっ端ぱなから付き合いやすそうな──

「しっかしホント顔は可愛いよな」

「え……そういう趣味なのか……？」

　前言撤回、危ない奴だったかもしれない。

「いやいや、オレは美少女と美女にしか興味はない」

「ど、堂々と言うんだな……」

「実は女の子とかないのか？　よくあるじゃん、女なんだけど男のフリをして学園に通うみたいな語」

「それはおとぎ話だ。そんな奴が実際にいるわけないだろ」

　女によく間違われる俺でも絶対やらない。

　なにせトイレ、着替え、実技授業、行事、色々な弊へい害がいがある。

「まず現実ではありえない」

「だよなぁ。だがクレスを女装させ更衣室に潜入させれば……」

　スミス・アルビン、俺が学園でマトモに話した最初の男。物語という例え話が続くのなら、主人公の友人枠に該当か。

「あーあ、美少女に突然告白されたりしねえかなぁー」

　緩い笑みを浮かべてひたすら美少女がどうたらと呟つぶやく。

（普通の人、じゃなさそうだ……）

　と、とりあえず様子を見つつ、一応友人として接していこう。

「はいはい静せい粛しゆくに。説明の続きをするぞー」

　デニーロ先生から注意を受ける。

　俺も姿勢を前向きに、これでも真面目に学園生活を送るつもりなんだ──




　そんなデニーロ先生のガイダンスは数十分と続いた。授業について。施設について。規則について。今は説明も終わり休み時間、何か準備があるそうで先生は教室から出て行った。

「ええー！　じゃあケンザキ君たちは王城で暮らしてるの!?」

「そうだよ。そこで騎士団の人たちに稽古をつけてもらったりしてる」

「すごーい！」

「やっぱり勇者様は違うわね」

「今度行ってみたいなあー」

「良いと思うよ。姫様たちにお願いしてみるね」

「「「やったー」」」

　茶番ではありません。これは勇者の１人、ユウト・ケンザキとそれを囲む女子たちの会話だ。勇者たちのリーダーと思われる男は、四方八方に笑顔を送っている。

「やっぱり異性からは人気があるな……」

　顔立ちは整っていると思う、つまりイケメン。

　勇者という立場も相まって、そりゃ女子にチヤホヤされる。

「っくそ、オレもイケメンだったら……！」

　愚痴を吐くスミス、他の男子も同じような感じだ。

　ただ冷たい視線を注がれても、当の本人はまったく気にしてないみたいだけど。

「スミス。あれはモテても仕方ないぞ」

「はぁ、クレスは美少年だからそんなこと言えるんだ」

「それはないだろ。現げんに俺の周りに女子は近づいてこない」

「そりゃオレが近くにいるからな」

「スミスが近くにいると女子が近づいてこないのか？」

「おう。これでも王都の性欲爆弾とよく呼ばれている」

「自慢げに言うなよ……」

　なるほど。確かに俺に対する異性の視線は複雑なものだった。

　それは隣人が原因だったらしい。

「オレから離れたらクレスにも一気に女子が押し掛けるだろうさ」

「どうだか。でもスミスは随分避けられている……あ、でも男子からは好意的だよな」

「男に好かれたって意味ねーんだわ！」

「……きゅ、急にキレるなよ」

　ただスミスの存在は俺にとって好都合、なにせ監視という任務に恋愛は必要ないから。

「でも自分としてはスミスの隣人で良かったよ」

「お、おう。お前にそう言われるとドキッとするな。顔は美少女だし。ちなみに理由は？」

「これでも昔から異性によく絡まれるんだ。だからスミスは女避よけに最適かなと」

「…………殺して欲しいのか？」

　監視の任務に恋愛など不要。

　出会い減少、コイツと一緒にいれば多少はマシな生活になるだろう。




「……というかクレス！　お前の顔面でまずはあの勇者を退治してこい！」

「退治？」

「見た目ならお前の方が絶対勝ってる。女子を虜とりこにしてアイツに独り身の寂しさを教えてやるんだ」

「何を言ってるんだお前は……」

　出会ったばかりだが病院での検査を勧める。

　それに容姿だろうと勇者と勝負する気はなくて──

「これがスマートフォンっていう機械だよ」

「異世界の魔道具ってこと？　何に使うの？」

「この中には色々な情報が入ってるんだ。まあ無限に本がしまえるってイメージかな」

「こんな小さいのに!?　少しだけでいいから見せてよケンザキ君！」

「ごめんね。今は充電不足、エネルギーが足りなくて使用できないんだ」

「うそー。じゃあいつ見れるの？」

「それが雷魔法でも充電はできなかったし。魔導士さん曰いわくこの世界じゃもう使えないとか──」

　気になる話をしていた。

『すまーとふぉん』

　話を要約するに、超小型で携帯もできる図書館ってことだろう。

　こういうことも報告書にしっかり記載しておこう。

「ッケ！　しっかり使える物だけ持って来いって話だよ」

「……ま、正論だな」

　ただケンザキの言っていることが全て真実かはまだ分からない。

　現状では奴が自慢する『すまーとふぉん』とやらの真価は計れずと。

「女子は新しい物に目がない。よく分かってるぜケンザキの野郎」

「へえ。というかスミスは目の敵にしすぎじゃないか？」
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「それは……」

「モテないからか」

「それを言うなあああああああああああああああ！」

　ちなみにもう１人の男勇者。名前はスガヌマだったか？　奴は机に突っ伏している。

「隣のケンザキがあれだけ騒いでいて寝れるとは、凄すごいな……」

　身長もあるし、体格も結構ガッチリしてる。ただ不思議と怖そうな雰囲気はない。

（何にせよ変人多し、やはり時間をかけてゆっくり調査──）

「そこの可愛かわいい勇者さんたち、オレとお話ししませんかー？」

　っておーい！　スミスが後ろに座る女勇者たちに話しかけに行ってる。

　そりゃ女が大好きな性格、それでも早すぎるアタックだ。

「改めて自己紹介を！　スミス・アルビンです！」

　しかもやけに良い顔と声で。俺と喋しやべっていた時のお前はどこに行った。

「勇者方、気を付けてください。入学前から変態と巷ちまたで噂うわさの男です」

「入学前から……」

「いやディアンヌス様、そんなこと言わないでくださいよー」

　スミスのアタックを補佐役の公爵令嬢、マリー・ディアンヌスが制す。

（ただ貴族のわりにはかなりフランクな対応だ）

　王国は意外とカースト制が薄れている？

「ふふ。マイ・ハルカゼです。よろしくお願いします」

「リンカ・ワドウと言います。よろしくどうぞ」

　苦笑しながらも勇者たちが名乗り返す。

「はぁぁあ……ハルカゼさんマジ美少女……」

　スミスはニヤニヤしながらボソッと呟く。分かりやすい性格だな……

「アルビンさんは、アリシアさんと仲が良いんですね」

「ほぼ初対面っすよー」

「そうなんですか？　なんだかアリシアさんは近寄りがたい雰囲気があって……」

「まあ確かにそんなかんじはしますわね」

「いやいやそんなことないですよ。なぁクレス」

「……まあ」

　一応オープンにしているつもりではいるが──

（おいクレス！　こんな美少女たちの近く、喋っとかなきゃ損だぞ！）

（よくそんなことをペラペラ言えるな……）

（とりあえず１人で会話を繫つなぐのはキツイ！　なんとかオレを引き立ててくれ！）

（……ソッチが本心か、正直者のお前には称賛しかないよ）

　小声で誘ゆう引いん。それでもスミスはたぶん気を使ってくれている。

　少し強引だが俺を会話に引き込んでくれたのだ。

「アリシア君は……」

　おもむろにマイ・ハルカゼが口を開く。スミスが俺に話を振ったことで注目がこちらに移ったのだ。しかし何を聞かれても冷静に応対す──

「質問です！　彼女はいますか!?」

「「「「「えっ!?」」」」」

　重なる愕おどろき。俺が反応するよりも先に、クラスの女子たちの反応がシンクロした。

「ちょっと凛花、いきなり何てこと聞くの！」

「まぁまぁ、マイも気になるでしょ？」

　唐突。マイ・ハルカゼを遮さえぎり、リンカ・ワドウが不可思議な質問を投じる。

「さあアリシアさん！」

「彼女……？」

「そうです！」

　俺が首を傾かしげる中、教室が騒ざわめく。特に女子たちの反応が顕けん著ちよ。

「ワドウさんめ、なんてエグイ質問をするんだ……」

　隣ではスミスが末恐ろしそうな表情でそんなことを言う。

「それで恋人は！　恋人はいるんですか!?」

　グイグイ詰め寄ってくるな……

「「「「「…………」」」」」

　騒めいていた教室も、答えを聞くために今度は静寂になる。感じる視線はとても鋭い。そんなに気になることか？

「……えーっと」

　リンカ・ワドウが身体からだを前に乗り出し、開いた瞳孔を俺へと向ける。彼女は本気で尋ねているのだ。

（周りの様子からしても、どうやら普通の質問じゃないようだな──）

　彼女を発ほつ端たんとし教室の空気が一気に重くなった。しかし簡単に乗る俺ではない。まず俺なんかの恋人の有無を知ってどうなる？

「ど・う・な・ん・で・す・か!?」

「いや、どうなんですかと聞かれても……」

　質問の意図がよく分からないんだって。

（深層心理を揺さぶる高度な問い掛け、どう返すのが正解だ……？）

　教えてもそれは、俺と恋人になれるかどうかの判断材料にしかならない。

（それ以外に一体どんな理由が……）

　いやここは敢あえて素直に、真実を語ったところで特に問題はないはずだ。

「でもやっぱり凛花、ほぼ初対面でそんなことを聞くのは──」

「いない」

「え？」

「いないよ」

　さして自分にとって答え難にくい話題でもない。敢えてその質問に乗って反応を──

「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」」」

　な、なんかクラスの女子たちが雄お叫たけびを上げている。

「流石さすがは勇者様！　私たちが聞きたいことを平然と尋ねてくれる！」

「まさしく先頭に立つ者の器うつわ！」

「しかし、ここからは血を見ることになるわ」

「ええ。戦争の始まりです」

「「「「「……争奪戦」」」」」

　な、何なんだこのクラスは!?

　女たちはまるで一流の暗殺者のよう、これから誰かの首を獲とろうというのか。

「ご、ごめんね。凛花はちょっと変だから……」

「いや、気にしてない」

「そっすそっす！　気を使わなくても大丈夫っすよハルカゼさん。クレスは鈍にぶいんで」

「俺が鈍い？」

「そういうとこだよ」

　スミスは俺のことを鈍いと言うが、これでも裏社会でずっと生きてきた人間。

「これでも勘の鋭さには自信がある方なんだけど……」

　気配や殺気の感知、戦況判断は経験がモノを言う。

　バカにされるほどの失態は演じていないと思うんだが──

（……ふっふっふ。だが見てみろクレス）

（……何を？）

（……ケンザキの表情だよ。お前に注目が移ったから悔しがってんだ）

　スミスが小声で耳打ちしてくる。確かにユウト・ケンザキの周りにいた女子はその場から離脱。円陣を組んで何かを話し合っている。

「……良い気味だぜ。よくやったクレス」

「……そりゃどうも」

　話し相手がいなくなって不満なのだろうか。勇者ケンザキは俺に対して鋭い眼めを向けてくる。

（なるほど。１人でいることを気にするタイプか）

　こういうところも報告書に記載できる。

「お待たせーって、なんかザワザワしてるな」

　前の扉から担任が入ってくる。どうやら休み時間はここで終わりらしい。

「それじゃあ初日最後のプログラムを行うぞ。内容は──」




　場所は移る。俺たちは教室から実技演習場に来た。

「まさか初日から実技授業とは……」

　服装も実技用に変化。制服は脱いで、ピッチリと肌に張り付く黒ユニフォームになる。

　さっき渡されたばかりの新品ピカピカ状態だ。

「予想してなかったな」

「ああ。こんなに早く女子のエロい姿を見れるなんて思ってなかったぜ」

「俺の予想と何か違くない……？」

　ユニフォームにより、身体のラインが強調されている。スミス曰いわく大きさではディアンヌス嬢。形ではマイ・ハルカゼだそう。

「スミス、ヨダレ垂れてるぞ」

　鼻血を出す勇者もいるし、このクラスは一体どうなってるんだ。

「お、アリシア君」

　現れたのはマイ・ハル……フルネーム呼びはもう面倒だな。

　会話と同じ、内心でもハルカゼさんと呼称しよう。

「もしかして結構鍛えてる？」

「ボチボチ鍛錬はしてるかな」

「やっぱり。身体の線は細いけど──」

　彼女は『りくじょうぶ』という所に属していたとか。

　肉体改造を目的とした組織だそう、なかなか物騒だな。

「おやおや２人で面白そうな話をして……」

「ハルカゼさん、スミスが来たんで逃げた方が良いかも」

「っな！　お前までオレを変態扱いするのか!?」

　いや普通に変態だろ。付き合いが短い俺でももう十分理解できるぐらいだ。

「事実でしょうスミス・アルビン。今も目がやらしいですわ」

「っぐぐ……！」

　ディアンヌスさんが加勢してくる。

　彼女は公爵家の人間だからと気を使ったが、さん付けでいいと言われた。

「よーし。Ｓクラス集合だー」

　デニーロ先生の指示で皆が一箇所に集まっていく。

「初の実技授業、今回は１対１の模擬戦をしてもらう」

　まじですかー……、周りもだいたい同じようなリアクション。

「もう実戦形式のことをやるのか……」

　まあ夏には他の国々と覇を競う『四国選抜戦』なんてのもあるしな。

　名門であればこんなペースなのかも。

「ただ超本気で試合やれってわけじゃない。これは──」

　曰く今後の授業を進行していく上で、俺たち個々の実力を知りたいとか。

　資料ではなく、自分の眼で全員の実力を見ておきたいらしい。

「ようはお披露目会ってことだよな？」

「だな。しっかり女子にアピールしねぇと」

「そこは先生にアピールじゃないのか……？」

　隣にいるスミスと会話、なんかズレてるけど……

（とりあえず、今回は自分の魔法レベルや戦闘レベルを皆に見せればいいと）

　面倒な授業だと感じるが、考えてみればラッキーとも思える。

　なにせ模擬形式といえ、初日から勇者の戦いぶりを観戦できるのだから。

「女子へのアピールもいいけど、しっかり観みておいた方がいいんじゃないか？」

「勇者たちだろ？　確かに気になるぜ」

「同じクラスさまさまだよ」

　スミスもやはり気にはなるらしい。

「戦争のない、平和な国から来たって言ってたけど……」

「魔法もないって話だし、魔族もいないなんてビックリだよなぁ」

「ああ。戦闘に不慣れなのは仕方ない。魔法の練度や戦闘技術もまだまだとして──」

　今回気に掛けるべきはその『素質』である。

「どこまでのモノを秘めているのか……」

「魔法のセンスもそうだけど。できれば異能も見せて欲しいぜ」

「……そうだな」

　ただ実際に異能を披露してくれるかはだいぶ怪しい。

　デニーロ先生はなにも言わなかったが、上から異能の使用を禁止されている可能性も、ゼロではない。

「よーし、早速だが模擬戦の組み合わせを決めよう」

　デニーロ先生がグルリと視線を移す。

「一発目だけは勘弁してくれ……」

「同じく……」

　誰だって初戦はやりたくない。できれば中盤あたりで──

「まずはクレス・アリシアだな」

「え!?」

「実技試験トップ通過。その実力は誰もが観たいだろう」

「「「「「うんうん！」」」」」

　クラスメイトたちはそれを全力肯定、首を縦に動かす。

　先せん鋒ぽうを俺に押し付けたいってことだろうさ。

「それに今日は遅刻もしたし」

「ペナルティーですか……」

「どっちにしろ全員やるんだ。あと罰だと思うならこれで清算しとけ」

「……了解です」

　どうせこれ以上言っても一試合目は俺で決まり。はいはい、やりますよ……

「おめでとうクレス！」

「全然嬉うれしくない……」

　しかし、相手はどうする？　自分で言うのもアレだが前評判がある。

　誰もやりたがらないと思うんだが──

「アリシアの対戦相手は……」

　順当に行けば勇者の誰か、もしくはディアンヌスさんになるだろう。

　世間の評価的にはこの辺りだ。

「よし。ならユウト・ケンザキに頼もうか」

「俺ですか？」

「ああ。アリシアと同じぐらい勇者の力も気になるんでな」

「分かりました！」

　対戦相手にはユウト・ケンザキが指名される。だが決まった途端、俺の方にニヤニヤとした視線を送ってくる。やけに自信満々じゃん。

「ホントにラッキーだよ……」

　向こうさんは余裕の面持ちをしている。しかし嬉しいのは俺も一緒だ。

　なにせ初日で勇者たちのリーダー格っぽい男と対たい峙じできるんだからな。




　──目の前には勇者の１人、ユウト・ケンザキがいる。

（入学早々、まさかこんな機会が来るとは……）

　お互い授業用の剣を持って対峙する。

「クレスー！　お前ならできる！」

「頼んだぜアリシア！」

「俺たちの想おもいを背負って勝ってくれ！」

「アリシア君天使すぎ……僕とヤラな……」

　会場には観客席が用意され、他の生徒は全員そこに移動した。

（にしてもやけに男子たちが俺を応援してくれる）

　最後の奴やつは少しおかしいけど……

「よろしくアリシア」

「よろしく」

「男子たちに大人気だね。やっぱり見た目が女っぽいからかな？」

「……さあ」

　ほう、どうやら喧けん嘩かを売られているらしい。分かりやすくていいけどさ。

「アリシアは女の子みたいだし、なんかやりにくいなあ」

「遠慮しなくていい」

「そうは言うけど俺はなんたって異能持ちだし、差が凄すごいかも」

「その時はその時。しっかりやってくれると嬉しい」

「そうかい。じゃあしっかりやるよ」

「ああ」

　そう言った後すぐ女子たちの方をチラリと見る。どうせ俺を軽く捻ひねって黄色い声援を浴びたいんだろう。力を持つが故、誇示したい気持ちも多少は分かる。

「改めてルール説明だ。攻撃魔法は第３階かい梯ていまで。制限時間は５分だ」

「……３階梯」

「相手を戦闘不能にした方が勝ちだ。決着がつかなければ判定で決める」

　１から10までクラス分けされる魔法のうち、第３階梯までしか今回は使えない。

「大技禁止ね……」

　たぶんダラダラ進んで判定になるだろう。

「お互い定位置にいるな。それじゃあ５カウントで始めるぞ」

　俺はとうぶん魔法も技能も見せるつもりはない。当然異能も。

　やられっぱなしみたいな構図にはなるだろうが、それでも勇者の真価を問いたい。

「カウント開始！　５！　４！　３──」

　拡声の魔道具を通しデニーロ先生の声が響く。ケンザキも自然と剣を構かまえる。

「……けど酷ひどい持ち方だ」

　予想以上に素人感が丸出し。これは上手く避けるのが大変だぞ。

「２！　１！　始め──！」

　カウントは終了。スミスたちの声援が一層送られてくる。

　まず向こうの出で方かたを窺うかがって──

「これが俺の異能！　光神ホーリーの加・デイバ護インだ！」

「っ！」

　初しよっ端ぱなから異能使うのか!?　それが悪いことだって言うつもりはないけど──

「普通はもう少し様子見するんじゃ……」

　ただ光の神の加護と言うだけあって、ケンザキの身体からだはギラギラと輝く。

　まるで黄金の如ごとく発光。その様相に俺も観衆も息を吞のむ。

「とくと味わえ！　この異能の力を──！」




　………………５分後。

「判定の結果、勝者アリシア！」

　どちらも倒れることなく模擬戦は終わった。最終的には判定で勝敗が決まったんだが──

「はぁ……はぁはっ……なんで……、」

　目の前には肩で息をしているケンザキの姿がある。

「ケンザキはよく動いたが決定打がなかったな。その点アリシアの動きはとても洗練されていた」

「あ、アリシアは、魔法を使ってない、ですよ、」

「いいや。まだ見えんだろうが、コイツは強化の魔法を常に使い続けていたぞ」

「そ、そんな……」

　判定に口を出すケンザキ、だがデニーロ先生はよく観ていたらしい。

（初めに異能を出された時、どんなおそろしい技が出るかと思ったが──）

「こ、今回はマグレだ……勇者の俺が負けるはずがない……」

　結論から言おう。勇者ケンザキ、まぁ酷いもんだったよ。

『光神の加護』とやらは強化系の異能だと思う。

（ただその出力はとても異能とは思えないレベルだった）

　魔法は一切使えない。動きもド素人。センスも感じないし。

（特に異能なんて超微妙な強化と、身体をピカピカ光らせてくれるだけ）

　将来は街の外がい灯とうにでもなるつもりか？　まだ成長段階にしてもお粗末すぎる。

「きょ、今日はたまたまだ。覚えてろアリシア！」

「あ、ああ」

「ックソ……！」

　フラフラしながら去っていくケンザキ。今回俺は回避ばかりで、たまにカウンターを合わせただけ。それでも圧勝。まったく負ける要素が見つからなかった。

「まだ成長中とはいえ、あれが今こん世せいの勇者か……」

　今抱くのは、この程度なんだという気持ちばかり。頼むぞ残り３人の勇者。アンタたちを召喚した王様じゃないけど、俺はこの先が心配──




「……するだけ杞き憂ゆうだったか」

　ケンザキ戦が終わったため、俺は観客席で見物するだけに。

　そこで垣かい間ま見みる、残る勇者３人のポテンシャルの高さを。

「ワドウさんの魔法凄いな。第３階梯のモノとは思えねーよ」

「たぶん異能が魔法に特化した何かなんだろう。あと単純に魔力の質が良い」

　隣にいるスミスと吟ぎん味みしながら言葉を交わす。

「魔法適性も全属性あるっぽくね？」

「ああ。それに使い分けも上手うまい。召喚されてすぐコレとは……」

　ステージ上ではワドウさんが様々な魔法を乱射、轟ごう音おんを響かせる。

「すげぇガチ戦闘、今までの腐ふのオーラがまったくねぇ」

「うん。目も本気だ」

　魔法の出力も高いが、バランスがしっかり取れていて素晴らしい。

　第一にやる時はやる、そういった真剣さがこの距離で感じ取れるんだ。

「……俺がやったケンザキ戦が噓うそみたいだ」

「だな。アイツは口ばっかりだぜ」

「ちなみに今ワドウさんと対峙してる……」

「確かコウキ・スガヌマって名前だ。アイツも普通につえーよ」

　ワドウさんの魔法と対峙しているのは同じく勇者の１人。

「コウキ・スガヌマ、か」

　身長は１８０近く、それでも俊しゆん敏びんかつスマートに動く。

「あの男勇者、動きが速くて全然見えん。クレス見える？」

「軽く。コッチは速度に関係する異能ってことかな」

　強化魔法を行使した痕跡はない。おそらく異能が速度を上げてくれている。

「動きにもセンスを感じる。あれなら前衛役は確定かな」

　魔法を紙一重で避よける様はまぁ見事。

　その異能を極めれば、いつかは近接戦で数ナンバ字ーズと戦えるぐらいにはなるかも。

（ただ律儀に異能名を告げてくれたのはケンザキだけか）

　他も分かりやすく叫んでくれたらいいのに……

「──試合終了！　そこまでだ！」

　ここで終わりの合図。それに際し周りも自然と拍手を送る。

「いやぁマジ凄いわ。流石さすがは勇者ってかんじ」

　皆が称たたえる気持ちは分かる。

「確かに、ワドウもスガヌマも良いモノを持ってる」

　だけど──、俺が一番注目したのはその２人ではない。

（最もポテンシャルが高いのは……）

　退場者に合わせ視線を横に動かす。ワドウさんらをすぐに迎えたのはハルカゼさんだった。

「なあスミス、ハルカゼさんの異能は何だと思う？」

「そりゃ回復系だろ。さっきだって怪け我がを一瞬で治してたし」

　彼女もまた異能を行使。怪我人の手当てを率先して行っている。

　その手つきはタドタドしいものの、生み出す青せい白はく色しよくは瞬く間に傷を癒いやしてしまう。

「ハルカゼさんの看護、怪我する価値は十分にあるな」

「そうか……？」

「クレスは残念だったなー。無傷なのが逆に可哀かわいそうだぜ」

「どれだけハルカゼさんに介抱されたいんだよ……」

　確かに見事な治療行為をしているな。

「だが──」

　周りは彼女の異能を回復魔法に類するモノ、もしくはその延長だと考えている。しかしそれは誤りだ。これはあくまで個人的見解だが、『アレ』はそんな生易しいものじゃない。

（その正体は時間操作の、いやもっと恐ろしい──）

　明るい表情で治療に勤いそしむ彼女に対し、固唾を飲む。

「……危険だ」

　自然と警戒心を抱く。

（もし俺の予想が正しいのなら、ハルカゼさんの異能は数ナンバ字ーズにも匹敵するぞ）

　清せい楚そな美少女なんてとんでもない。

　──彼女は怪物だ。

「ハルカゼさん、近頃じゃ聖女なんて呼ばれるらしいぜ」

「聖女……」

「容姿も性格も異能も、まさにピッタリの渾あだ名なだよなー」

「………どうかな」

　俺からしたら皮肉が利いてるように思える。

（なにせハルカゼさんの力だけを巡って戦争が起きてもおかしくない）

　たぶん俺の予想は大方当たっている。

　マイ・ハルカゼは勇者の中でダントツの異能を持つ。

「ぶっちゃけ他は後回しでもいいぐらいに──」

　今この時に確信。

　どうやら監視の主たる標的は、彼女にせざるを得ないようだ。
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　王城は貴族エリアの最奥に建っている。その周りには高位貴族たちの屋敷が建ち並ぶ。

　煌きらびやかな街道、舗装や外灯に金を相当掛けているのが目に見えた。

「──まだ少し寒いな」

　俺は王城近くにある貴族の屋敷、その屋根の上にいた。

　夜だけあって風も一層冷たく感じる。

「だけどまさか、こんなに早く王城に侵入することになるとは……」

　先日垣かい間ま見みたマイ・ハルカゼの異能。あまりに可能性を秘めた力だ。

（紙媒体の報告書とは別で、ボスに魔道具で緊急伝達したけど──）

　その結果、王城に潜入せよとの命令が下る。

　早急に確認をしてこい──だとさ。

「城の禁書庫に勇者の素性をまとめた書類がある、らしい」

　どうしてボスがそんなことを知っているかは謎だ。ただ研究者たちが１ヵ月掛かりっきりで作成した資料。それを手に入れれば、異能の正体に少しは近づけるだろう。

「騎士団長は今日も王様に付きっきりみたいだし、狙うなら絶好の機会だ」

　情報を盗めるだけ盗んでやろう。情けは一切ない。完璧な仕事をする。

「王城と敷地の造り、あと警備体制から考えるに……」

　頭の中に叩たたき込んだモノを組み合わせ最善策を導き出す。

「──ミッションスタート」

　仮面をつけて素顔を隠す。纏まとった黒衣、そこに幾つも魔道具をぶら下げて。

　屋根上からジャンプオフ、俺の身体からだは闇夜に紛まぎれ込む──




　高い城壁を飛び越え、うろつく騎士たちと罠トラツプを搔かい潜くぐる。

　時に飛ひ翔しようし、時に這はいつくばり、そうやって警備の隙間を縫っていく。

「──でも意外と警戒が厳しかったな」

　少し前に魔族の襲撃を受けただけあって、とても良い警備をしていた。

　それなりの時間を掛け、俺は無事に王城への潜入を成し遂げる。

（……禁書庫はもっと上の階層、警戒レベルも上がるか？）

　だが巨大かつ複雑な設計、入り組んでいるお陰で死角は多々ある。

　そもそも多少優秀なだけの騎士では俺の隠おん形ぎようは見破れない。

『──異常はなかった』

『──同じく。あと勇者様たちも既に自室に戻ったらしい』

『──もうそんな時間か』

『──団長は王の付つき添そいで不在、気を抜くなよ』

　口頭で伝達し合う騎士たち。まさか近くに数ナンバ字ーズが潜んでいるとは思わないだろう。

（勇者は自室か、普段の様子もできれば観察しておきたい）

　もしかしたら彼らの部屋で何か発見できるかもしれない。

　気配を殺し、呼吸音も足音も出さずまた歩みを進める。




　例の如ごとく勇者たちの部屋がどこにあるかは把握済み。

「ここの角を右に曲がって、その次は左に──」

　迷うことなく突き進む。騎士の気配を感じれば上手うまいこと避ける。

（ただ城内の警備に使われているのは騎士よりも、魔道具を用いた罠トラツプの方が多い）

　人件費削減か、それとも騎士より魔道具の方が信頼されているからか。

「……あそこだな」

　数十分を掛け、遂ついにハルカゼさんの部屋の扉が見えるところまで来た。

「その隣の部屋がワドウさんだったか」

　ただ今までと少し違うことがある。

「……罠トラツプの数が凄すごい。流石さすがは勇者の部屋があるフロアだ」

　でも問題ない。今回はこの距離が離れた死角位置、部屋の扉が見える現在地で十分だ。

「魔道具に頼っているせいか騎士の巡回も少ない。さっさと観察しよう」

　いくら騎士が少ないとはいえモタモタしている暇はない。

「ここでストレガさんの造ったあの魔道具を──」

　取り出すのは少しゴツイ眼鏡だ。この魔道具の名は『カベヌケール』。

（壁や扉を透明にできる。つまり外から部屋の内部を覗のぞき見みることが可能ってことだ）

　しょうもないネーミングだが性能は確かである。

「どういう理論でそんなことができるのかは謎だけど……」

　ストレガさん曰いわく、この眼鏡は美少女の身体を見るために開発したらしい。

　今回はあの人の開発意図とは違うが、これで部屋の中を見ることはできる。

「……眼鏡をかけてボタンを押す、と」

　眼鏡のフレームには３つボタンが付いている。まずは１つ目を押す。

「お」

　すると視界が変化。阻む扉や壁だけを透明にしてくれる。ただ位置的に隣室のワドウさんの部屋までは見えない。後で場所を変えないとな。

「それでハルカゼさんは……ってベッドの上に座っているだけか」

　特に何かしているわけではない。

（俺がいる方に向かってボーっとしてるだけ。コメントのしようがないぞ）

　勇者が動かないのならと、今度は部屋全体を注視する。

「……特にこれといった物もないか」

　部屋は整理整頓され、報告書に書くような代物も見当たらない。

　特別扱いゆえに部屋の間取は広いが、内装はごく一般的な学生の部屋と言える。

「そういえば……」

　この覗き見カベヌ眼鏡ケールをストレガさんに渡された時、興味深いことを言われたな──




　それは監視任務に赴く前、本拠アジトでのこと──

『クーちゃん』

『なんですか？』

『この眼鏡を使った時。もし相手が美女か美少女なら、２つ目のボタンを押してね』

『……爆発するんですか？』

『しないってー。ウチのことを何だと思ってんのさー』

『開発者がストレガさんだからこそです』

『ひどーい☆』

『……前科がたくさんありますもん』

『今回は真剣マジ！　信じて！　きっとクーちゃんの役に立つよ！』




　……というかんじ、やけに自信のある語り口調だった。

（見た目は幼女でも中身がアレって考えると……いや任務に使うと知っていて渡したんだ。今回は信用しよう）

　どんな機能なのかは教えてくれなかった。お楽しみだそう。

（そしてハルカゼさんは美少女で間違いない）

　ストレガさんの言葉に従い、２つ目のボタンを押して──




「っぶ!?」




　眼鏡が爆発したわけではない。ただ驚いて吹いてしまい、手遅れながら慌てて口を押さえる。

（ったく、声出しちゃったよ……！）

　俺は２つ目のボタンを押した。するとレンズ越しに視界が変化。

　壁だけが透明になっていたはずが──

　なんとハルカゼさんの服も透明になってしまったのだ。

「い、意外と胸デカいな……」

　露あらわになるその身体、下着は何故なぜか残っているがほぼ全裸みたいなもん。

　そして更にまずいことが。

「な、なんで急に前まえ屈かがみに……」

　ハルカゼさんはベッドに座ったまま上半身を前へ傾けた。

　角度は丁度俺の方、白肌の谷間がモロに見える。

「お、おぉ……」

　ありふれたリアクションですまない。

　ただ素晴らしいモノを見た時ほど、人間は単純な言葉しか出なくなるんだ。

「……ストレガさん、あえて下着は残したな」

　以前全裸よりも下着姿の方がエロいと熱弁を振るわれた。

　どうやって服だけ透明化させているか知らないが、あの人マジで最低だわ。

「となると３つ目のボタンは……」

　どうなるか大体察しがつく。

　今度は下着も透明化させ、美少女の全裸を拝めるってかんじだろう。

「だ、だがこれも情報だ──」

　ハルカゼさんの下着姿を目に焼き付けながら、ソレを報告書に書いていく。

「胸は思いのほか大きくて……左胸にはホクロがあって……」

　普段見れない部位を詳しくレポートする。

「結構着やせするタイプなのかもしれない、と……」

　ま、まあ、もしもハルカゼさんの偽物が出現したとする。

　その時に本物かどうか判別できる材料に──

（これは無理やりすぎる動機付けで……）

「っあ」

　……あ、ああ！　また際どい体勢をして……

「……感服しました」

　自然と感謝の言葉が出てしまう。

「でも流石に限界だ」

　俺とて色恋沙汰を無視するだけで性欲は確かに存在する。

『……オッパイの谷間を覗く時、谷間もまたコチラを覗くのだ』

　ふとストレガさんの格言を思い出す。

「…………引き際だな」

　これ以上の観察は下半身的に厳しい。

（それとなんだか自分が情けなくなってきた。これじゃあただの覗き魔だ）

　とにかく２つ目の機能は解除する。もう押さないぞ。３つ目のボタンについても使う気は一切ない。ほ、本当だぞ？

（……スミスがこの魔道具を知ったら俺を殺してでも奪いに来そうだな）

　これからは壁や扉の透過だけ、ワドウさんの時もそうする。

「何かごめんなさい……」

　ハルカゼさんは気付いていないだろうが、謝罪の言葉を口にする。構図だけ見れば女勇者の裸を見るためだけに不法侵入したみたい。

　いやいや、ちゃんと目的があって来たんだけ──




「…………え」




　またも、俺は無意識に声を出してしまった。こんなにリアクションしてはプロ失格か？

　でもそれは目の前の光景、彼女の変化を見たからこそ。

「ハルカゼさんが、泣いてる……？」

　前屈みであった姿勢、彼女のそれは俯うつむくことへ繫つながった。

（ま、まさか覗きをしていることがバレたのか!?）

　見れば彼女の両こぶしはキュッと固く結ばれている。

『……っ……ん……、』

　この距離でも分かるくらいボロボロ涙を落とす。耳をすませば小さな呻うめきも聞こえた。

『なんで私なの……どうして……』

　豪ごう奢しやなベッドには小さすぎる。そこには打ちひしがれ蹲うずくまった少女の姿があった。

『……お母さ……ん……』

　違う。彼女は俺の視線には気付いていない。

（これは……）

　学園では気丈に振舞うハルカゼさん。

　異世界へ強制的に召喚されたことを、てっきり割り切っているのだと勝手に分析していた。

『……こんな力、要らないのに……』

　彼女が吐く言葉を１つ１つ拾っていく。……そうか、そうだよな。

（それだけ強力な異能を持っていたら、周りから余計なプレッシャーかけられるよな）

　彼女はまだ16歳、しかも戦いのない国から来たと聞く。

「俺の見み立たてが甘かった……」
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　ピンク色だった思考が急激に冷えてブルーに変わる。

　静かに泣く彼女を見てようやく気付いたのだ。

「これがハルカゼさんの本当の姿、か……」

　無理やり呼び出された知らない世界。

　しかも沢山の大人たちから魔王と戦ってくれとせがまれる。

（たった16歳の女の子、すぐ適応できる方がおかしい）

　ずっと笑顔でいられる方が不思議なのだ。

「それに彼女の場合、異能の特異性もある──」

　きっと他３人の勇者に比べ、貴族や研究者からの接触は多いはず。

　強大な力を持ったせいで、孤独も同時に得てしまう。

「様子からしてだいぶ追い込まれているようだけど……」

　しかも彼女は、その弱音を誰にも打ち明けることができていない。

　少なくとも教室内で弱さを見せたことは一度だってないんだ。




「…………昔の、俺みたいだな」




　俺は幼い頃に全てを失った。それで蹲って、あんな風に泣いていたんだ。

　誰に頼ればいいかも、どこに行けばいいかも、何をすればいいかも分からない。

　精神が千切れる寸前の毎日、ずっと孤独の回廊を走っていた。

「…………でも、俺にできることはない」

　もう眼鏡も外す。俺の前にアウラさんたちが現れたように、ハルカゼさんにもいつか太陽が現れる。それまでは、耐えるしかない。

「──ごめん」

　その苦しみを知っていながら助けられない。監視者という身分もそう。ただそれ以前に、自分が彼女に対し何をしてあげられるかが分からない。あの人みたいな熱さは持ってないんだ。俺は、その光景を見て終始謝ることしかできなかった。




「──勇者たちの観察は無事に終了」

　ハルカゼさんの部屋を覗いた後、残る３人も見に行った。

　これは魔道具があってこそ、製作者であるストレガさんの手腕に感服する。

（ただ、見たくなかったモノもあった）

　男勇者、ケンザキやスガヌマの下着姿とかではない。

　それはハルカゼさんの素の状態、弱った少女の存在を垣かい間ま見みたこと。

「いや、これ以上考えるのは……」

　いくら過去の自分と被かぶるとはいえ、相手は監視対象の１人。

　情が移れば公正な観察ができなくなる。

「とりあえず、今回の任務で『カベヌケール』が凄すごいってことは分かった」

　ストレガさんは他にも便利な魔道具を造ってくれる。

　途方もないエロ思考しているのがネックだけど。

「俺にさえセクハラしてくるし……」

　欲求不満が昂こうじて、俺に女装を本気で頼んできた時もあった。──もちろん断ったよ。

　そうしたら他の数ナンバ字ーズと手を組んで強制的に着替えさせられた。

（しかも俺の女装に本気で興奮してたっていう、怖い怖い）

　良い人なんだがあの性癖がキツイ。

「さて、禁書庫の方も片付けるとしよう」

　仲間のことを思い出しながらも目的地には着々と近づいて行く。

　騎士団長様が不在だからと調子に乗らない。

「──っと、この辺からか」




　禁書庫の方に騎士は一切いないようだ。

　その代わりに魔道具を使った罠わながこれでもかと仕掛けられている。

「……レベルも格段に上がってる」

　普通の侵入者だったらまず突破は不可能だろう。

「だけどこの廊下を抜けないと話にならない──」

　手始めに氷魔法を発動、大気に霧を発生させる。

　すると廊下には半透明な赤レーザーが何本も浮かび上がった。

「……なかなかの数」

　感知式の魔道具が大量に張り巡らされている。

「なら──」

　床に両手をつけて静かに魔法を発動する。

「凍れ」

　天井、床、壁に氷を薄く張っていく。これで設置された魔道具センサーを瞬間凍結する。

「魔道具を破壊すれば後で絶対にバレるからな……」

　侵入の痕跡を残すわけにはいかない。

「でも凍らせるだけなら、後で溶けて元通りになる」

　全てを氷漬けにする。魔道具センサー同士で連動していようと関係ない。

　霧が薄く漂う道のり、騎士たちがいないので堂々と進める。

「──本当に氷魔法は便利だよ」

　さっき使ったばかりの瞬間冷凍法は特に役立つ。例えば旅の時なんか、普通は持っていけない食べ物を食料とすることができるのだ。どうしても干し肉ばかりだと飽きるから。

「そういえばアウラさんにさんざん料理作らされたなぁ──」

　あの人メチャクチャ食うんだよ。それでいて料理ができない。というか色々できない。

　得意なのは戦闘だけだ。

「ちゃんと生活できてればいいけど……」

　今まで面倒見ていただけあって心配だ。

　あの人自体、俺がこの任務をやることに最後まで大反対していて──

「……っと到着、ここだな」

　ついに禁書庫、その入口まで辿たどり着ついた。目の前には巨大かつ重厚な扉が待ち構える。

「やっぱここは特に厳重そうだ」

　この先に目当ての代物がある。そのほとんどがトップシークレット、納得の厳重性だ。

「数字ダイヤル、暗号コード、鍵キー、それに加えて最新の魔力認証式ロックまで……」

　流石さすがに一筋縄ではいかないだろう。それに単純に凍らすだけでも進めない。

「──こっちも色々魔道具持って来てる」

　ストレガさんやⅢダンテさんが開発したから性能は超一級。

　後は俺のスキル次第。王国の秘密を守る扉、相手に不足はない。

「……勝負！」




　──そうして解除に取り掛かること30分が経過。

　周囲を警戒しているのもあり、集中と緊張で汗をかく。

「これで……」

　かなり難しい開錠。痕跡を残さずに解除する。いつも以上に時間を要したが──

「でき、た！」

　ガチャリと鈍い音を立ててゆっくり扉が開く。

「はあぁ……ようやくだ……」

　しかし休んでいる暇はない。開放された禁書庫、注意しながら足を踏み入れる。

　うん。罠となる魔道具の反応は内部に感じない。

「……結構広い」

　書籍に文献、ファイルされた記録書、様々な物がここにある。

「この中から目当ての書類を探すのは骨が折れるぞ……」

　しかしそう思ったのは束つかの間。

「あ」

　入ってすぐの所だ。

　召喚された勇者に関係する物、それだけ集められたコーナーがあったのだ。

「ラッキー。王国の連中も迂う闊かつだな」

　どうせこの禁書庫は侵入されないと思っているのだろう。

　確かに素晴らしいセキュリティーだったよ。

「並の侵入者だったら即アウト。でも相手が悪かったな」

　ただ俺としても、鍵開けでこんなに時間が掛かったのは久しぶりだった。

「……召喚儀式に関係する書物もある。後は過去の勇者の伝記なんかも」

　しかし一番欲しているのは──

「お、これだな。勇者の個人情報をまとめたレポート」

　年齢や身長体重、身体能力や出身地について聴取したもの。

　もちろん異能についても記載されている。

　俺の目測とは違う、研究者が色々吟ぎん味みした上での見解が書かれているのだ。

「それでハルカゼさんの異能は──」

　ペラペラとページをめくり該当欄を見つける。

「……えーっと、現時点ではマイ・ハルカゼの異能を『時間タイム・逆転ターン』と断定する、か」

　うーん、俺はもう２ランクぐらい上の異能と踏んでるんだけど。

「解釈の仕方は合ってるけど時間逆転じゃちょっとな、断定した理由も信しん憑ぴよう性せい低いし……」

　この資料を鵜う吞のみにするのは止やめておいた方が良さそう。

「なにせ彼女の力は、アレの復活さえ可能に──」

　脳裏に過よぎる１つの可能性。世の中には色々な組織や集団がある。

　彼女の異能が俺の予想通りであったとし、もしあの連中の手にでも渡ったら──

「……いや今はいい。仕事を済ませよう」

　ボスの言った通り色々データは揃そろっている。考えるのは後でいいだろう。

　早々に写してこの場を去るべきだ。

「ん？」

　だが資料を漁あさっていて気付く。勇者の基本情報だけをまとめた冊子。

　その最後のページに知らない名前があるのだ。

「……ショーゴ・マノ？　誰だ？」

　４人の厚いデータに比べ、その男についての資料はたったの１枚で完結している。

「出身はニホン、現在消息は不明……」

　何者かと疑った。しかし読むと正体判明へのピースは埋まっていく。

　そして最後に決定打、彼の備考欄にはこう書いてあった。




『勇者召喚に巻き込まれた者』




　俺は知る。

　今回召喚された異世界人、それは『５人』であったと──
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「よって魔法学においてまず重要なのは──」

　王城潜入をした次の日。俺は普段通り学園で授業を受けていた。

「んー……」

　しかし頭の中は昨夜のことで一杯。まずハルカゼさんの実情に驚いた。

（そして、まさかの５人目がいるっていう……）

　経験からして噓情報ブラフではない気がするんだ。となると勇者たちは口止めをされている？

「そしてこの魔法を使う際、式が変形をして次の──」

　授業の最中、チラリと視線を後方に動かす。勇者たちは皆真面目に板書を写している。

「……本来であれば此処ここにあと１人いたという……」

　まず黒板の文字を普通に写してることがもう謎。

（だって召喚されて１ヵ月経たったかどうかだぞ）

　それで他言語を完全理解できるってことはだ。ボスが目算した通り、本当に『世界による異世界人補正』ってのが働いて──

「いやいや……そんな都合の良い恩恵があるわけない……」

　まさか召喚されたら無条件で神様に贔ひい屓きされるとでも？

「ここで式は組み合わさるんだが……スミス・アルビン！」

「あ、はい」

「完成した式を黒板に書いてみろ」

「えー……」

　あと初日の模擬戦以来、案の定ケンザキからは敵意を向けられている。

（ただそれぐらいの負けん気があった方が良いかもしれない）

　勇者たちには大きな期待が寄せられている。

　図太い精神がなければ押し潰されてしまう、彼女のように──

「すんません先生。ぜーんぜん分からないっす」

「ほほう。今まで授業を聞いてたんじゃないのか？」

「自分がモテモテになる妄想してました」

「そうか。殴って欲しいんだな？」

「はい!?　んなこと言ってないっすよ！」

　スミスが隣で殴られそうになっている。

（皆は笑ってるが、ただこんな奴やつでも実力はある）

　案外スミスみたいな変人が『選抜戦』とやらで良い結果を残す気もする。

「いっ、てええええええええええええええ」

「ふぅ、今度ふざけたら拳骨じゃなくて魔法を身体からだに教えてやろう」

「ぼ、暴力反対……」

　選抜戦、それはこの大陸で最強の学生を決める大会だ。

　参加するのはここユグレー大陸で領土を持つ４ヵ国。

　各国で代表を４人選出、トーナメント形式で競い合わせる催しである。

「まったく……選抜戦の予選もそう遠くない。授業も真面目に受けといた方が良いぞ」

　教師も丁度その話題に触れる。

（確か予選はもう２、３ヵ月後だったかな？）

　勇者たちが公で試されるのはまずその時だろう。

（入試みたいにパスはできない。実力で勝ち上がるしかないが……）

　もし本選に行ったとしても、他国の同世代には『戦姫』や『剣聖』がいる。

　１回でもヘタな戦いを見せれば、勇者の格に疑いが持たれることになるだろう。

「プレッシャーは期待の裏返しか……」

「なんか言ったかクレス？」

「独り言、なんでもないよ」

　優遇されているようで勇者のすぐ後ろは崖なのだ。

（だからケンザキよ、そんな涼しい表情を浮かべている場合じゃないぞ）

　異能やセンスだけ見れば、お前が４人の中で一番マズイのだから。

「予選会ねぇ、クレスは出場す……」

「スミス・アルビン！　今度はお喋しやべりかぁ!?」

「す、すんませーん！」

　またも教師に注意される我が隣人。でも途中で打ち切られた質問の意味は理解した。

（代表を決める予選会、参加はするけど絶対に代表にはならないよ）

　王立魔法学園の実技入試トップ者が不参加ではかえって目立つだろう。

　でも監視の任務もある。タイミングを計って途中脱落するつもりだ。

「それでは……っともうこんな時間か。誰かさんのせいで時間を無駄にしたな」

　少し早いがここで授業は終了だそう。教師も早々に退出、緩ゆるい空気が訪れる。

「はあ……初めからハードすぎんよ……」

「授業中に妄想してるスミスが悪いだろ」

「そう言うクレスもボーっとしてたじゃんか」

「俺は教科書に書いてあることはもう暗記したからな。余裕がある」

「……は？　まじで？」

「マジだ」

　勉学はⅡセローナさんの助けがあったからこそ。当分テストに困ることはないだろう。

「あの、アリシア君」

「っ、」

　突然後ろから名前を呼ばれ、ついビクついた反応をしてしまう。

　相手は件くだんの勇者の１人、マイ・ハルカゼである。

「……なに？」

　青い瞳が振り向いた俺の瞳を捉える。いったい何の用だ……？

「さっきの魔法学の授業、ちょっと分からないところがあって」

「なんだ……てっきりバレたのかと……」

「バレた？」

「いやいや！　気にしないで！」

　そうだ、俺の監視が露見するはずがない。

（いくら何でも口が軽すぎた。昨日のことを気にしすぎてる……）

　ハルカゼさんは今だってニコニコしてる。……だけど俺は、ソレを見破れなかった。

（本当の仮面ってのは、仮面とは思えないくらい精巧にできてるってか……）

　潜入を経てようやく、彼女が虚勢を張っていると知ることができたのだ。

「それで……？」

「うん。実は──」

　そもそもだ。同世代の女子に声を掛けられるだけでも気苦労を感じる。

（しかもケンザキとの模擬戦以来、男子はともかく女子もやけに接触してくるし）

　あまり関わりに来て欲しくないというのが正直なところ。

「少し魔法学を教えてもらいたくて。教科書のこの部分なんだけど……」

「あー魔法における第一工程の改編か」

「うん。一回構築してからの変形ができなくて」

　おおかた俺とスミスの会話を聞いていた。

　それで俺がそこそこ魔法ができると知り、助けを求めてきたと。

「分かった。教え──」

「ホント!?　ありがとう！」

「あ、うん」

　いやね、教えるのは別にいいんですよ。だって断る方が不自然じゃん。ただ──

（か、顔がめちゃくちゃ近い……！）

　真後ろにハルカゼさんの席、俺が身体半分を向けているという構図。

「どうしたの？」

「いや……」

「あ、教科書が見にくかったね。もう少し私が近づこうかな」

（逆！　逆だよ！　もう少し離れてくれよ！）

　ハルカゼさんが気を使ったが裏目に。

　俺の銀髪と彼女の黒髪、毛先と毛先が接触するぐらいの至近距離。

「アリシア君、なんだか顔赤いよ？」

「ダ、ダイジョウブ」

　女性特有の甘い匂いを感じとる。そして何度も言うが顔が近い、近すぎるって。

「それでね。ここが分からなくて……」

　だがこのまま進む。……相分かった、やってやろうじゃないか。

　２人で机上の教科書を覗のぞき込もうとする、が──

「「っいた！」」

　頭部に衝撃。原因は言うまでもない。

「ご、ごめん！」

「ううん。大丈夫だよ」

　お互いの頭部が衝突。やはりそもそもが近すぎたのだ。

　ハルカゼさんは笑ってくれたが──

「……美少女とゴッツンコ、だと？」

「……アイツは一体どこの主人公だ？」

「……溢あふれ出る妬ねたみの激情パトス、今の俺なら神すら殺せる」

　周りの男子から鋭い視線が突き刺さる。スミスの表情なんてもはや鬼の如ごとし。

「ごめんハルカゼさん。何か周りが色々言ってるけど……」

「私は特に気にしないかな？」

「な、なぜに疑問形……」

「冗談冗談。あとそろそろ魔法学の方を教えて欲しい」

「あ、そそ、そうだった！」

　この一連の出来事ですっかり頭から飛んでいた。

　ハルカゼさんに笑われているぞ俺、平静を保つんだ。

「ま、まぢゅ」

「まぢゅ？」

「……まず、この魔法学についてだけど……」

「っ……ふ……ふふ……、」

　……ふつーに嚙かんだ。

　なんとか取り繕ったつもりが、対面する彼女は笑いを堪こらえている。

「失敗は誰にでもある……」

「ご、ごめん。でもアリシア君って結構天然だなーと」

　自分でも分かるほどの慌てっぷり。しかしこれは至近距離での対話だからこそ。

（別にハルカゼさんが美少女だからって慌てているわけじゃない）

　なにせ数ナンバ字ーズの女性陣が美人だらけ、容姿で今更どうってこともないのだ。

「お、俺は天然じゃない！」

「そうかな？」

「そうだよ！」

　孤独時代を経て数ナンバ字ーズの元へ、これまで接してきた女性のほとんどが年上だ。

　しかも最低５歳は離れている。

（会話の距離感が摑つかみにくい……）

　同世代の女子が相手だからこんなにテンパってしまう。

「なんだか面白いね。あ、せっかくだし名前で。これからクレス君って呼ぼうかな」

「別にそれは良いけど……」

　なんと呼ぼうが勝手、お任せします。

「…………」

「…………」

　無言の会話。無言の圧力。……なるほどね、俺もハルカゼさんのことを名前で呼べと。

（こういう場合は変に恥ずかしがるより、無難に言うこと聞いておいた方が良い）

　彼女としても友達感覚で申し出ているはずだ。

「分かった。じゃあマイさんで」

「呼び捨てで良いのに」

「……それはハードルが高い」

「そうなんだ」

　そうなんだよ。下手に呼び捨てして、周りから要らん勘繰りを受けるのは勘弁。距離感はちゃんと測っている。

「……ッゴホン。休み時間もそうないし」

「うん。そろそろ真面目に教えてもらおうかな」

　ようやく魔法学の話へ。それでも周囲から視線はチラチラ飛んでくる。

（あと隣でスミスが非モテの呪いとやらを俺に呟いている）

　勉強を教えるだけだ。モテるとは違うだろ。

「じゃあまずは構築工程の説明を──」

　とりあえずと解説を始める。俺は監視者だが、勇者を手助けするなとは言われていない。

（……ま、助けろとも言われてないが）

　ただ何にせよ数ナンバ字ーズは勇者たちに成長を、ひいては強さを求めている。

　それは全て俺たちが強すぎるから。

　敵のいない退屈な世界、だから数ナンバ字ーズの多くは強敵を欲す。

　勇者となれば期待も高まる、興味が湧くのはそういう理由わけ。

（俺はそこまで思わないけど、彼女との仲を進展させることは任務的にはプラスだろう）

　友人になれれば、より多くの情報が手に入るはずだ。

「……ならこの式は要らないってこと？」

「そういうことになるかな」

「でも先生は……」

「授業でやってることは回りくどくて、これが一番効率的な構築だと思う」

　教科書通りにではなくアレンジして、より深く実戦的な理論で伝えていく。

「どんなに多くの属性に適していても、構築に時間を掛けてたら持ち腐れであって──」

　これでも９属性全てをある程度は使えるのだ。

　今は異能かのじよが邪魔するせいで氷魔法しか満足に使えないけど……

「──だからコレとコレをくっ付ける」

「──うんうん」

「──それでできた陣にさっきの式を加えると」

「──本当だ！　ちゃんと答えと一緒になってる！」

「──俺は教科書よりもこのやり方を推すよ」

　もったいぶらずに頑張って教える。むしろ教えていた方が緊張しなくて済むし。

「良くそんなの知ってるねクレス君」

「……まぁ家庭教師が優秀だったから……」

「な、なんか目が死んでるよ？」

　ただ魔法学については割と自力で。セローナさんにもこの分野だけは誉ほめられた。

「ならアリシアさん、ここから第二工程に昇華するには弊害が多いのではなくて？」

「ディアンヌスさん？」

「興味深いので私わたくしも混ぜてください。それでどう発展させるのです？」

　俺とマイさんのやり取りに興味を持ったのだろうか。通称、金髪ツインドリルヘッド。

　もといマリー・ディアンヌス嬢が登場してくる。

「解説を」

「あ、はい。えっと、ここからだと──」

　やはり四大公爵家の令嬢、理解は周りよりだいぶ先に進んでいるようだ。

　マイさんに教授した俺の理論に疑問を呈ていしてくる。

「なになに、面白そうじゃない」

「あ、凛りん花か。今アリシア君が魔法学について教えてくれてるんだよ」

「へえ、アリシアさんの魔法学」

　っげ……、腐ふの申し子までもが来たぞ。

「そろそろこのスミス・アルビンも混ぜてもらおうか」

「いやお前は……」

「アリシア君！　私たちも聞いていい!?」

「え……」

「おい女子ばっかり出しゃばるな！　実は俺たち男子も聞きたいんだ！」

「うんうんやっぱ男の友情は大切だね。できればアリシア君の身体からだについても──」

　な、なんだか大変なことになってるぞ……、マイさんに教えるだけのはずだったのに。

「気付けばクラスメイトのほとんどが俺の席周辺に集合って……」

　視線は感じていたが、内容も聴いていたらしい。そしてスミスが来たのを機に皆が一斉に来た。

　自分にとっての魔法学、そんなに大したものじゃないんだけども……

「あ！　もう黒板でやってもらおうぜ！」

「それいいね！」

「じゃあアリシア君よろしく頼むよ！」

「「「「「お願い！」」」」」

　人が多くマトモに話が聞けないということで、前に立って教きよう鞭べんをとれと？

「で、でも休み時間はあと少ししかないから……」

　皆の距離が近くなったように感じる。まあケンザキやスガヌマといった男勇者は除くけどさ。それでもこの場にいるほとんどの奴やつがお願いのポーズをしてくる。

「クレス君」

「な、なに？」

「お願いします」

「……」

「マイのお願いでもダメなら仕方ないですわ。私わたくしは公爵令嬢ですが頭を下げて──」

「待て待て！　それはマズイ！」

「なら教えてくださる？」

　公爵家が平民に頭を下げるのは普通に良くない。

　その構図は俺にとって最悪、きっと悪い意味で学園に話が伝でん播ぱするだろう。

「……はぁ、分かったよ」

　そんなことになるなら面倒でもやりますよ。というかマイさん、いくら何でも笑いすぎな。

（世界から恐れられる災厄のナンバ数字ーズの魔法使い、その１人が教鞭をとるとは……）

　しかも教える相手は同い年、なんて冗談だよ。ただ休み時間もあと少し、次の講師が来るまでの辛抱だ。

「ならあんまり時間もないし……」

　そそくさと教壇の方へ向かう。魔法学のレベルが低くて退屈していた節もある。

　この短い時ぐらい、本当の魔法とは何かを披露してもいいかもしれない。

「クレスが授業するんだから皆早く席に着けや！」

「扉も閉めましょう。雑音が聞こえてくるわ」

「やばいやばい！　早くノート出さねえと！」

「勇者を簡単に倒したアリシアの授業、ワクワクが止まらないぜ」

　俺が壇上に立つ頃には皆は静かに着席。

　流石さすがはＳクラス、ペンを片手に真っすぐな眼まな差ざしを俺に向けてくる。

（ぷ、プレッシャー掛けてくるなぁ……）

　そんなに見ないでくれ、緊張するだろうが。しかし眼差しが集まる中ケンザキはやっぱり不機嫌そう、いやまさか──

『自分の前に立った以上クソみたいな授業をやるな』

　プライドが高いからそういうこと言いそうじゃん。

（もしくは……）

　勇者たる自分ではなく、俺が周囲の注目を一身に集めている。それに嫉妬してるから不機嫌とか？　英雄となる勇者様がそんな陳腐な感情を抱く……わけないか。

（それでもガッカリされるのは癪しやくだ。しっかりやろう）

　仕方なしと教壇に立ったが、なんだかやる気が出てきたぞ。

「よし。なら魔法学を始めようか──」





※






「……長かった……」

　疲れた。純粋に疲れたよ。

「まさか１時間以上も授業をすることになるとは……」

　あの時、自分でも驚くぐらい熱の入った授業をしてしまった。

　すると休み時間はすぐ終了。次の授業の時間があっという間に来る。

「ただ次の授業の先生も俺の魔法学聞いて、受講したいってぶっちゃけるんだもんな……」

　すると次の歴史の時間も俺の講義へと早変わり。

　こうしてまるまる１時間掛け、俺は俺の魔法学を伝えた。

「でも最終的には皆から感謝されたんだ」

　より信頼された、そう考えればいい。

　マイさんも結構話しかけてくるし、監視任務もより円滑化しただろう。

「……１日ってすぐ終わるんだなぁ」

　学園に通うだけ、気付けば１日が終わっている。

　今だってもう帰路の途中、少し前まではスミスも一緒だった。

（ちょっとした充実感がある。最近になって感じ始めた新感覚だ）

　同年代と過ごすってのは新鮮。楽しい、そう感じる時もたまにあるくらいで──

「というか夕方でも人が多いな。流石は大国の首都だけある」

　大通りを歩いているというのもあるが、いやはや人酔いしそう。

「そうだ、夕飯どうしよ……」

　ここに来るまではアウラさんと２人でずっと任務をやってきた。

　生活担当は俺、料理スキルはそこそこあると思っている。

「お、この野菜安いな」

　鍛えられた眼力は安い値札を見逃さない。

「こりゃ可愛かわいいお嬢さんだ！　サービスしとくよー！」

「あはは……じゃあ……」

　男用の制服着てるんですけど……

　ただ女と間違われてオマケを貰もらえる、こういう時は得だな。

「まいどー！　また来てねー！」

「は、はい……」

　おじさんに感謝しつつ帰路に戻る。

（貯金は十分すぎるほどあるけど、派手な使い方はできない）

　他大陸から１人で来た学生……という設定。周りに怪しまれないよう相応の行動を心がける。

「慎つつましい生活をってな」

　俺は他の数ナンバ字ーズと違いまだ常識的、細かい配慮だってしてるんだ。

「１人でいる分には問題ない。ただもし他のメンバーに鉢はち合あわせしようものなら……」

　考えるだけでおそろしい。

「変人や狂人しかいない……一緒にいるだけで目立つのは明らか……」

　でもまさかこの王国で遭遇することはないだ──




「あら、クレスちゃんじゃない」




　鉢合わせしようものなら、監視の任務が高確率で破綻する。そう思った矢先のことだ。

「え……？」

　食材を品定めしつつ歩く俺に、声を掛ける人物が現れた。

「ひっさしぶりー。まさかこんな所で会うだなんてね」

　話しかけてきたのは金髪の美人さん。しかも何故なぜかメイド服を着ている。

（誰だ……？）

　見覚えはない。

　ただやけに馴なれ馴れしいというか、覚えのあるネチッとした喋しやべり方かたをする。

「クレスちゃんは相も変わらずカ・ワ・イ・イ！」

「……？」

「やぁねえ。もしかしてアタシのこと忘れちゃったのー？」

「…………!?!?」




　え？　ええ？　まさか……

「いやんいやん！　超ショックなんですけどー！」

　目の前でクネクネと身をよじる女。

（何故か虫むし唾ずが走る甘いボイスと喋り方、そしてこのキモイ動き……）

　１人、心当たりがある。しかしその人は女じゃない。

「クレスちゃんのせいでホルモンバランスが崩れちゃうー」

「…………」

「ちょっとー。アタシのボケに何のツッコミもなし？」

「……遠回しに下ネタへ繫つなげようとしてません？」

「あ、分かっちゃった？　するどーい」

　あーはい、もう正体は判明。この人は見た目が美人なだけで女じゃない。

　男である。しかも40過ぎのおっさん。

「まさかハーレンスで出会うとは思ってなかったわぁ。もしかして運命の──」

「違います」

「即否定!?　痺しびれるうううううううううううううううううううううう！」

「……はぁ」

　大通りで突然奇声を上げたため、周りから視線が集まってくる。

「こういうのだよ……」

　監視任務で目立ちたくない俺からすれば悪でしかない。
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「はぁはぁはぁはぁ」

「凄すごいギラついた眼めしてますね……」

「普段通りぃ！」

「そして相変わらず情緒も不安定だし」

「テンションがアゲアゲなだけ！」

　俺の気持ちは露知らず。彼は路上でひとり身をよじらせ荒い息を立てている。

　軽く白目も剝むいているし。

「このままだと不審者として通報されるか──」

　彼は見た通り変態である。周りもざわつき、騎士たちが来るのも時間の問題だろう。

「ならまずはこの場を離れないと……！」

「２人だけで逃避行？　クレスちゃんも大人になったわねぇ……」

　遠い目をしながら、アンタは俺の母親か。

「バカなこと言ってないで走ってください！　場所を移します！」

　この男の名前はボーン・ボンボーン。『究極オカマ生命体ゲノム』と世間から恐れられ、同族オカマからは神と崇拝される女装おっさん。

　──災厄のナンバ数字ーズの８人目である。




　場所は移り変わり俺の部屋。

「──まさかクレスちゃんが隠おん密みつ任務とは、アタシびっくり」

「──知ってて来たのかと思いましたよ」

　学園の帰り道、まさかの先輩に遭遇。

　見た目だけ美人なオカマおっさん、『Ⅷ』のボーンさんである。

「それにしても、相変わらず凄い変身術ですね……」

「でしょーん」

　さっきまでは金髪でメイドという格好だったが、今は茶髪の少女に。

「ふふーん！　今度は町娘風よ！」

　目立ったので部屋に来る前に変身してもらった。

「さっきのメイド姿とどっちがいい？」

「どっちがって言われても……どっちでもいいです」

　ボーンさんは異能を応用することで何にでも姿を変えられる。

　身長体重、骨格、顔立ち、服装でさえも自在に操るのだ。

（性器まではどうこうできないらしいけど）

　一見すると俺以上に監視には最適に思える？

「ボーンさんがお元気そうで良かったです」

「イエス！　まだまだピッチピチィィィィィィィィィ！」

　……ただ性格に難あり。

「あんまり大きな声出さないでください」

　女装時はこの調子、学園に行った時の被害は想像もつかない。

　男色家としての性さがが優先し、もはや監視どころではないだろう。

「アタシは今回寄り道しただけ。帝国でちょっとお仕事があってね」

「てっきり茶ちや化かしに来たかと思いました」

「そんなことしなーい。やるのは精せい々ぜいアウラちゃん、それからロリババアに爺じいやも……って結構いるわね邪魔しそうな人」

「そういう組織ですから……」

　周囲には既にボーンさんによって風属性の魔法を展開済み。

　防音仕様、気配探知、誰かが来てもすぐに対応ができる状態だ。

「クレスちゃん、任務について緘かん口こう令れいは出てる？」

「一般人への開示はもちろんダメですけど、ボーンさんならまだ……」

　勇者のことは耳に入っていたが、俺の任務は本当に知らないらしい。

「ボスはこの監視の任務、あまり公こう言げんしてないみたいですね」

「そりゃうちは問題児多いもの」

　ごもっとも。ただ仲間は仲間、軽く話す分には問題ないだろう。

「それでどうなの？　学園は楽しい？」

「うーん……」

「初しよっ端ぱなから微妙な返事するわねぇ」

「そりゃ任務が大前提にありますし、大変な時の方が多いです」

「真面目ちゃん。アタシだったらやっぱハーレム王を目指すかしら」

「ハーレム王って……まーた恐ろしいことを……」

「だって若い子が沢山いるのよ!?　手を出さないなんて無理！」

　女の格好で言うからまだ許容できるが、変身を解けばおっさんである。

　しかもちょっと小太りの中年。

「ハーレム王、男なら誰もが一度は憧れるわよねぇ……」

「いや、俺はないですよ？」

「クレスちゃんは稀まれ、一いち途ずだもの。アウラちゃんとお幸せに」

「っな！　何もないです！」

「ふふーん。どうかしらー」

　こうしてよく揶揄からかわれる。

　でも喋っていて結構楽しいし、基本良い人なので信頼もできる。

「それにしたって勇者が複数いるってのは……皆ポテンシャルは高い？」

「ケンザキってのが未知数です。他はそれぞれ才を持ってます」

　調査の内容を触れる程度に伝達する。

「そのケンザキって子、イケメンだったりする？」

「顔ですか？　整っていると思います」

「弱々系勇者か、これもまた１つの属性……」

「ちょっと、ここで興奮しないでくださいよ？」

　獣の眼、ギラギラと獲物を狙っている感じのやつ。

「やっぱり勇者に関心はあるんですね」

「そりゃそうよ。興味津々！」

　力量はどれほどのものか。ボーンさんの興味には違う意味も含まれてそうだけど……

「そういえば、アタシからも面白い話が１つある」

「面白い話ですか？」

「結構新鮮なネタよ。まだ数ナンバ字ーズ全員には伝わっていないと思うわ」

　ふと思い出したと言わんばかり。

（ただ面白いと言ったわりに表情は真剣だな）

　そこに笑いもフザケも入らない。一拍置いて静かに紡つむぎ出す。

「……数日前のこと。Ⅳローランちゃんが任務を放棄リタイヤしたの」

「っ!?　ギブったんですか!?」

「本人が言うには戦略的撤退だそうよ」

　ローラン・スクイーズ。

　災厄のナンバ数字ーズでは４番目に位置づけされる男である。

　なんでも交戦の末に撤退を選んだらしい。

「ローランさんのことです。途中で仕事が面倒になったとか……」

「ちゃんと戦況を判断しての撤退だそうよ。遭遇した『敵』が相当やれたってわけ」

「だからそれ、結局は戦闘が怠だるくなっただけじゃ──」

　俺たちにとって任務を失敗することは敗北に等しい。なにせそれぞれが超一級の力を持つ。数ナンバ字ーズをサシで沈める可能性があるのは魔王の類、もしくは神か。

「ローランちゃんは、とある任務の最中に複数の不審者と遭遇した」

「そしてその不審者を敵と断定、交戦に入ったと？」

「イエス。数は５人、容姿は人型だったそうよ」

「他に特徴は？」

「顔や性別は分からない。相手は黒いコートを羽織っていただけらしいけど……」

　コート？　それだけで一切の特徴を隠せるはずがない。

「それは５人全員が同じものを着ていたんですか？」

「ええ」

「となると数的に聖遺物や神器の可能性は低い。おそらく……」

「特殊な魔道具でしょうね」

　しかしローランさんの眼を搔かい潜くぐるとは相当だ。その魔道具自体、とんでもない性能なんだろう。

「ただあの人が本気を出せば……」

「本人は相手を見た上での判断と言ってるけど、たぶん面倒くさかったんでしょう」

「ですね……」

　ローランさんは遠距離特化のスタイル。

　今回は近接戦だったらしいが、それでも相応の魔法を使えば勝てたはずだ。

「でもローランちゃん曰いわく、相手が手て練だれだったことは確かみたい」

「なるほど。できればその手練れのレベルを測ってきて欲しかったです……」

「そこは……まぁ、そうね」

　いやはや、詳しい力量を測ってきて欲しかったな。

「出会った瞬間に不穏な空気を察知したそうだし」

「そもそも１対５の不利的状況ではありますからね」

「結局は一手二手交わしただけで撤退を……」

「一、二手!?　本当に触る程度じゃないですか！」

　も、もう少し戦ってもいいだろ……

（もしくは、本当にそれだけ厄介な相手だったのか──？）

　だとしたら……

「向こうから仕掛けてきたんですか？」

「いいえ。任務の途中でバッタリって空気だそうよ。そしたら相手が警戒しだして……」

「交戦になったと」

「ええ。少なくとも始めから敵意を持たれていたわけではない」

　あくまで出会った上で、向こうは戦うという選択をした。

「魔王ですかね？　でも５人いたって話だし、魔王同士で手は組まないから……」

「詳しい情報はない。ただ人型だったとだけ。暫ざん定てい呼こ称しようは『正体アン不明ノウン』よ」

「正体アン不明ノウン……まんまですけど嫌な響きです……」

　この話は既に本拠アジトにいるボスたちに伝わっているとか。

「起きたばかりの珍事件、ただ数日後には何らかの形で連絡が来るはずよ」

「了解です」

「あと最近は魔族の動きも活発だし、ここもいつ襲撃されてもおかしくない」

「勇者が強くなる前に首を獲とりたいってとこですかね？」

「おそらく。あと魔王か正体アン不明ノウンか誰の仕業か知らないけど、魔獣たちが全体的に委縮している。ハーレンスの端にある森ではちょっとだけ異質な空気を感じたわ」

　魔獣なんてものはどこの自然界にもいる。もちろんハーレンス王国にも幾つも山や森があり別荘を建てている貴族もいるくらい。そこを抜けて王都まで来たボーンさんの感想だ。

「魔モンス獣ター・爆パニ発ツクの予兆とか？」

「それにしては微妙な違和感だったけど、ともかく一応想定はしておいた方がいいと思う」

　なにやら動物たちが若干怯おびえていたそうな。

「少なくとも、そこら辺の冒険者が気付くような大きな異変じゃないわ」

　ボーンさんの一級の戦士としての勘がそう告げる。

（近い内に学園の行事で林間合宿があるし……）

　自然の中で数日過ごし、身体からだを実地に慣らすというものだ。

「うーん……」

　ただ行う場所はボーンさんが異変を感じた所。

　いくら王都から近いとはいえ、そこで魔族に襲われる可能性はある。

（ただ王国もそこまでバカじゃない）

　行事には魔法騎士たちを護衛として派遣するそうだ。

「だとしても不安な要素が多い……」

　１つ、ローランさんが出会った『正体アン不明ノウン』という存在たち。

　２つ、複数の魔王とそれに従う魔族の動き。

　３つ、王国近隣の自然界の異変。原因は不明。

「クレスちゃんも気を付けなさい」

「正体アン不明ノウンですか？」

「魔王にもよ。なんだか嫌な予感がする」

　監視の最中は数ナンバ字ーズと会いたくないと言っていた自分。

　だが奇くしくもボーンさんと再会したことで有益な情報が知れた。

　日常に浸り緩みそうだった緊張感が──元に戻る。
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　ボーンさんと出会い、色々な情報を得た翌日。

　今は今週末に控えた『林間合宿』についての説明を受けていた。

「この行事の一番の目的は自然に慣れること。実施場所は見た通りだ」

　黒板に張り出された地図を注視する。

「舞台となるのはハーレンス王国領の北西部、王都からは馬車で数時間の所だ」

　……というと朝に出れば昼過ぎには着く距離か。

「慣れた次は、どんな環境でも魔法を正確に放てるように──」

　北部の方は森がずっと続く場所だ。

「──深くは森に入らず、決められた範囲で生活、及び特定の魔獣を狩ってもらう」

　森の入口辺りで拠点キヤンプを展開するみたい。

　やはり学園行事、その辺は配慮しているらしい。

「事前に調査はしたが大した魔獣はいない。だが油断はするなよ」

　担任のデニーロ先生曰いわく、数日前に事前調査は完了したそう。

「……予想はしてたけど……」

　ボーンさんが感じ取った小さな異変を認知できなかったようだ。

　見抜くにはボーンさん並みの鋭い直感と経験が必要。

　教師陣や一介の騎士には無理な話か。

（それに万が一感じ取れたとしても、行事を中止させるには至らないだろうし）

　ともかく予定通り林間合宿は行われる、と──

「まずは合宿にあたり４人班を決める。時間をやるから各自で組んでくれ」

　今回の訓練では１人ではなく、自分を含め４人単位で動く。協力や連携を重視するハーレンス王国。こういうところから教育は始まっているんだろう。

「スミス」

「おう、一緒にやろうぜ」

　班を作れと言われたので、とりあえずは隣人のスミスへと声を掛ける。

「そしてやはりというか……」

　勇者は勇者だけで班を作った模様。丁度４人だし、そうなるわな。

　世話役の貴族、ディアンヌスさんは別の班に入るようだ。

「面子メンツ的にはあと２人必要……」

「どうすっかー。できれば女子がいいけど」

「スミス、お前がいる時点で女子は来ない」

「だよなぁ……」

　戦力的には俺だけで十分でも、これは授業の一環だ。手袋の下の刻印はお休みである。

「──ちょっといいかな」

　どうしようかと悩む最中、声を掛けてくる人がいた。

「良ければ僕も入れてくれないかい？」

　正体は金髪の優男。もとい侯爵家の次男坊、ウィリアム・コンラード。

（既にクラス全員の名前と顔は頭にインプット済みだ）

　他の生徒についても監視の目はそれなりに光らせている。

「えっと、コンラードさんだよね？」

　ただ既知とはいえ初対面、当たり障りのない言葉で会話を取り持つ。

　こういう配慮が女子にもできたら……

　最初は良くても、テンパってすぐボロが出てしまう。

「ウィリアムでいいよ。あと呼び捨てで大丈夫」

「分かった。よろしくウィリアム」

　物腰柔らか、やはりこの王国の貴族たちはフランクだ。

　平民の俺からしたらやり易くていい。

「仲間は探してたけどよ、オレたち今のところ平民グループだぜ？　良いのか？」

「全然構わないさ。僕はそういうの気にしないし」

　全身から優しさという見えない概念が溢あふれ出ているような人。

　それが第一印象、身分というのもあまり気にしてない様子。

「しっかしどうしてオレたちの所に来たんだ？」

「確かに気になる」

「それはだね──」

　こんな絵に描いたような優美な貴族。顔も整ってるし、女子からの人気もあるだろう。

　そんな奴やつがわざわざ俺たちの所に来る理由とは……

「それはクレスにずっと興味があったからだよ。あ、僕も呼び捨てしていいかい？」

「それは全然……でも俺そんな面白い人間じゃないぞ？」

「いやいや、僕からしたら君が遅刻したあの時から仲良くしたかったね」

「ち、遅刻……」

「スミスもスミスで変人、いや変態として有名だし。見てる分には面白い」

「言ってくれるじゃねえか。まあオレが面白すぎて女子にモテモテになるのも時間の問題で──」

　割かつ愛あい。スミスの夢語りは長いんで。

「ともかく僕の動機は、君たちと組んだら一番楽しめると思ったから」

「なるほどねー」

「確かにスミスは面白い」

「おいおいクレス、自分のこと棚に上げんなよ」

　ただウィリアムは本気でバカにしている雰囲気ではない。本人が言った通り、あくまで自分も楽しむためといった感じ。これは良い人と知り合えたかも。

「それじゃあ３人目はウィリアムで決まりと」

「あと１人はどうすっか……」

「もう周りは結構決まり始めてるね」

　まだまだ学園での生活も始まったばかり、周りも最近になってようやく友人関係を形成しだした。

「訓練と称してはいるが……」

　この行事には親睦を深めるという意味もある。

　ここでお互いの壁を取っ払おうというわけだ。

「あのー、ぼくも入れてもらえないかな？」

　あと１人はどうしようと悩んでいる時、遂ついに現れる最後の加入希望者。

「お、お前は……！」

「スミス、やけに驚くね」

「どうせノリだろ、過剰に反応してるだけだよ」

　その加入希望者は俺より少し小さいくらい。黒縁の眼鏡に七三に整えられた茶色の髪。

　確か名前は……

「ケイネル、だったかな？」

「う、うん。ケイネル・オービスです」

　記憶が正しければ、今年の入試で筆記トップ通過の男。

　俺の中では真面目な優等生という印象だ。

「どうやら仲間になりたいようだな！　ならまずはこのスミス・アルビンに──」

「よろしくケイネル」

「これで４人揃そろったねー」

「……オレのこと全無視かよ。ま、ケイネルの加入は全然賛成だけどさ」

「あ、ありがとう。よろしくお願いします」

「さっそくだけどケイネル、スミスのダル絡みは無視して大丈夫だから」

「分かったよ」

「おい！　ダル絡みなんてした覚えないぞ！」

「はいはい」

　監視者たる自分、変態のスミス、貴族のウィリアム、秀才のケイネル。

「なかなか濃い面子になったな……」

　ただ結局面子は男だけで済んだ。

　任務的にも生活的にも、恵まれたメンバーになったと思う。

「しかしケイネルが来るとは意外だな。お前はもっと静かそうなチームに行くかと思った」

「失礼なこと言うなよスミス」

「あはは。確かに今までだったらそうしたね。でもここにはクレス君がいたから」

「お、お前、もしかして特殊な趣味が……」

「ち、違うよ！　ぼくは純粋に！」

「純粋……？」

「か、勘違いだって！」

　スミスが割とマジな顔で尋ねると、ケイネルは違う違うと全力否定。

　そんなに焦ると逆に怪しまれるぞ……

「き、昨日クレス君が魔法学の授業をしてくれたでしょ」

「あれは凄すごかったね」

「うん。感服したよ。こんな理論を語れる人が同い年にいるんだって」

「そんなに良かったか？」

「良すぎるよ！　もうあの日は感動しすぎて夜も寝れなかった！」

　昨日一度だけ俺は壇上にて教きよう鞭べんをとった。

　ケイネルはそれに感かん銘めいを受け、俺と同じ班に来たと言う。

「だそうだ、クレス先生」

「あ、ああ。参考になったなら良かったよ」

　そこで今回は思い切って来たらしい。

「近くでもっとクレス君の話を聞きたくてさ」

「……そんなに俺の魔法学って良いか？」

「良いネ！」

「そ、そうか」

　来た時は割とオドオドしてたけど、こっちが本性か？　スミスにも負けぬ勢いを感じるぞ。

「時間がある時でいいんだ。じっくり話したいよ」

「それはいいけど……」

「へえ、なら僕も混ぜてもらおうかな」

「オレはいいわ。授業以外で勉強なんてやってらんねーよ」

　逆によくそんな低い意識でＳクラスに来れたなスミスさんよ。俺も極力勉強はしたくない人間だけどさ。あ、そういえば──

「入学試験で受けた魔法学の筆記テスト、みんな返却された？」

「おう。少し前に届いたぜ」

「手元にはもうあるね」

　入学試験で用意された記述式の魔法学テスト。

　それは採点されて合格者にだけ返却される、らしい。

「クレス君の所にはまだ返ってきてないの？」

「返ってこないな」

「あんまり内容が酷ひどいんで赤ペン入れるのが大変なんじゃね？」

「それはスミスだろ」

「っぐ、そりゃ結構チェックされてたけど……」

「とりあえず授業を聞いた限り、クレスが下手なこと書くわけもないし」

「ああ。手ごたえはあったんだ」

　内容はさして難しくなかった。

「どんな赤ペンを入れられるかと、割と楽しみにしていたんだけど──」

　ただ人数も人数、気長に待つしかないだろう。

「……というかデニーロ先生どこ行った？」

「さっきフラフラっと出ていったみたいだけど」

「トイレじゃないかい？」

「当分自由時間ってことだろうな」

　辺りを見渡せば班は全てできあがったようだ。

　クラス自体は30人なので２グループだけ５人班だけど。

「……腹減ったし菓子でも食うか」

「スミス、一応授業中だよ」

「お堅いこと言うなって。お前らにもやるからさ、ほい」

「これは……」

「まあ貴族のウィリアムはコイツを知らな──」

「具ぐ現げん化か菓が子しだろ？」

「知ってるんかーい！」

「懐なつかしいです。子供の頃はよく食べました」

　スミスに渡されたのは小さな箱だ。

「ぐ、具現化菓子……？」

　開けてみるとそこには茶色の薄い板？　が数枚入っている。

　それを皆食べているので、同じように食す。

「……ウ」

　甘すぎるくらい甘い。不味まずくはないけど……

「そんじゃ具現化見ようぜ」

「具現化を見る？」

「中にカードが同封されて……ってクレスは知らないのか？」

「そういや別の大陸出身って言ってたもんな。軽く説明すると──」

　俺を見かねてスミスが説明をしてくれる。

「箱の中には菓子とは別に１枚のカードが入っている」

「あるね」

「このカードこそがオマケでありながらこの商品の主役、醍だい醐ご味みだ」

　取り出して手に取る。

「何も描かれてないけど……」

　それは表裏共に黒一色に染まっているカードだった。

「そりゃこれから具現化するからな！　やり方は簡単！　このカードに自分の魔力を流すだけだ！」

「魔力を流す？」

「おうよ。すると自分の魔力に応じた『何か』が映る」

「動物や武器に建物、色んな物で自分を表してくれるんだよ」

「と言ってもオマケはオマケ。同じ人間でも、その日その日で結構変わるんだけどな」

「なるほど……」

　自分を象徴するモノが映るか、興味深い。

「んじゃクレスからな」

「え、俺からなのか……」

「確かにクレスのは興味あるな」

「ちょっと楽しみです」

　ルーキーからスタートらしい。

　手のひらの上に漆黒のカードを乗せ、少しずつ魔力を送っていく。

「さて何が出るかなと」

「なんだか全体的に白くなって来ましたね」

　黒一色だった表面が今度は白に変わっていく。

「ただ白って表現するには色が薄いかな？」

「透き通っている……氷みたいな？」

「確かに、なら氷の世界って言われれば納得だね」

　流石さすが秀才、ナイスな言葉のチョイス。

「ん？　なんか中央に出てきたぞ」

　そんな冷たき世界の中心に１人の人間？　が映り始める。

「これは人間の足で間違いないな」

「細さや色からして、性別はおそらく女性ですね」

「随分と豪ごう奢しやなドレスを纏まとっている、色も真ま白しろで気品がある」

　カード内、つま先から姿を形成される謎の女性。

　彼女は長い髪を持つようで、腰の部分で既に髪だけは描写される。

「なんかメチャクチャ美人そうなお姉ちゃんが出てきたぞ」

「……クレス君と髪の色が似てるね」

「不思議と威厳も伝わってくる。場所も相まって氷の女王って表現が……」

「っふん！」

「「「っあ！」」」

　まだ完成途上、全てが映る前にカードを握り潰す。

　ただゴミ箱には捨てず、自分の懐に仕舞いこむ。

「悪い、なんだか握り込みたくなった」

「いやいや！　凄い良いとこだったじゃんか！」

「完成が気になったんだけど……」

「最後まで見たかったです……」

「まぁそういう時もある」

「「「ないよ！」」」

　残念。俺はこの女の正体に気付いてしまったんだ。

「まさかこんな所にまで出てくるとはな……」

　もう髪の色で大体察した、おそらく彼女の悪戯いたずらだろう。

「仕方ねぇ。じゃあ次はこのスミス・アルビンが──」

　割り切って再スタート、今度はスミスの番だ。

　途中で台無しにしたんだ、皆には悪いと思ってる。

　でもたかがオモチャ、小さい子がやるようなオマケのカードと言えど──




　俺の異能の正体を見せるわけにはいかなかった。
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「──傍から見られれば完全に不審者だな」

　林間合宿のメンバーも決まって、当日まで残すところ数日。




　俺は──盗撮をしていた。




「ストレガさんはホント何でも作れるっていう……」

　うつ伏せの姿勢で芝生に紛まぎれる。そして右手に構えるは映像を録画する魔道具。

　道具の名は『アトデタノシーム』。

（相変わらずセンスのない名前だけど──）

　製作者曰いわく、本来の用途は美少女や美女の姿を映像として記録すること。

　文字通り、後で楽しむことを目的とした魔道具らしい。

「ま、俺はそんないかがわしいことはしない」

　あくまでボスに送る資料の１つとする。現在は丘の上？　小高い場所から見下ろす形。昼休み、学食にて食事中の勇者一行を撮影中だ。

　距離は結構遠いが、拡大機能もついているので問題ない。

「ただ外のテラスで食事してくれるのはありがたい。室内の場合、流石さすがに接近せざるを得ないからな」

　王都の中心にあるくせに、ひたすらに広い敷地を持つ学園。

　人が来ない穴場を見つけるのは容易だ。

（昼休みにわざわざこんな辺へん鄙ぴな場所に来る生徒もいまい）

　俺が居る場所は小さな公園みたいな所、といってもベンチが１つあるだけ。

「本当は校舎内の上層から見下ろす形にしたかったけど……」

　色々考えた結果、ここがベストポジションだと断定した。

「──勇者たちはこの世界の食事に順応してる、と」

　あの調子なら初見でも大抵の料理は食べそう。

「毒や薬を盛るのも案外簡単にできそうだな」

　こうして映像を撮りながらも、報告書に思ったことを書き込んでいく。

　勇者４人プラス補佐役の公爵令嬢、なかなかに豪華な面子メンツだ。

「ただ、マイさんはちょっと食べる量が少ないかな。食事のペースだいぶ遅いし」

　彼女に格別の才を見み出いだしてから、監視の重点は主にマイさんに置かれた。

　あの姿を見たのもあり、個人的にもだいぶ気に掛かっている。

「たぶん小食ってことだけじゃないよな……」

　おそらく精神的負荷が食欲を減退させている。

　周りと喋しやべりながらにしても、あまりに食事のペースが遅い。

「ん？　あれは貴族の連中か？」

　そんな勇者一行に近づく集団？　がいる。

　身なりからしておそらく貴族の子息子女たちだろう。

「媚こびを売りに来たわけね……」

　特にマイさんへの接触は多い。やはりこの国の貴族は彼女が『特別』だと理解している。

「自分の子供まで使って近づこうとは……対処するマイさんは大変だ」

　おそらく王城でもそうなんだろう。貴族がわんさか近づいて来るに違いない。

　だがそうなってしまうだけの力を秘めている。

「なにせ彼女の異能、使い方によってはどんな封印物も解除できる──」

　そこらの結界魔導士など塵ちりと同義。

　マイさんの再生能力は、傷を癒いやす以上に恐ろしい用途があるのだ。

「これは近い内に襲撃があるか──？」

　ボーンさんから聞いた正体アン不明ノウン。最近活発な魔王の動き。

　奴やつ等らが勇者に注目しないわけがない。

「すぐはないかもしれないが、そう遠くない時に勇者を巡って戦いが起きる──」

　っあ、スガヌマが野菜残して怒られてる。

「説教してるのはワドウさんか。あの人って意外と根は真面目なんだよなぁ」

　しかもスガヌマは特に気にかけていて──

「おっと、俺もそろそろ飯食っておくか」

　時間もそう多くあるわけではないし、頃合いを見て自分も補給をする。

「腹が減っては監視はできぬってな」

　そこで持って来ていた食料を取り出そうと──

「……ん？　人の気配？」

　警戒していたが故、誰かが接近してくることは分かった。うつ伏せだった姿勢を起こす。

「なんでこんな場所に人が来る……」

　見据えた方から数秒もしない内に気配の主は訪れるだろう。

　魔道具出しっぱなしの状況、回避の時間はない。

「────あら」

　感じ取った通り、間もなくして俺の前には１人の女生徒が現れた。

　煌きらめく金髪、澄んだ碧へき眼がん、左の泣きボクロがまた色っぽい。

（美の化身って言われても納得の容姿だな……）

　遠目から見ても分かる。顔も身体からだも完璧設定だ。

　容姿に無頓着な俺でもそう感じるくらいの美人さんと遭遇。

（あれ？　でもこの人って──）

　これだけの容姿、一度見たら忘れる方が難しい。

「こんにちは」

「こ、こんにちは」

　何事もないように挨拶をされる。まさか──

「あの、俺のこと、覚えてますか……？」

　自分は覚えていても相手はどうか。

（あの時は急いでて名前を名乗るどころじゃなかったし……）

　初めて会った当時のことを思い出す。

　その時の俺は受験者の１人であって、案外もう忘れられて──

「ふふ。もちろん覚えていますよ」

　クスリと笑って彼女はそう言った。

「もう一度会いたいと思ってましたが、まさかこんな場所で再会するとは思いませんでした」

「もう一度会いたい……？」

「ええ」




「お久しぶりです。慌てん坊の受験生さん──」





※






　王立魔法学園、入学試験の２日目。俺はその日勇者たちと出会ったんだ。

　ただ４人もいたという事実に頭が一杯になり、敷地内で迷ってしまう。

（ほーんとに広い学園なんだよ。校舎や施設の数も多い上、無駄に入り組んでる。今でさえ敷しき地ち図ずは携帯してるぐらいだ）

　そんな迷子な時にたまたま遭遇。助けてくれたのがこの人だった。

　会場まで案内してくれて、命の恩人ならぬ受験の恩人である。

「──あの時はありがとうございました」

「──いえいえ」

　魔道具をなんとか隠しつつ、そう長くないベンチに２人で腰かける。

「本当に感謝してます。助けてもらえなかったら、きっと実技試験には間に合わなかったですから」

　建前ではなく、本気でそう思っているからこそ。

（点数が足りなくて落ちるのもヤバいが、そもそも受けられませんでしたなんて……）

　セローナさんに知られたらぶっ殺されてた。

「だからすいません。あの時はロクなお礼も言えずに……」

「まぁ急いでましたから。仕方ないですよ」

　こ、この人は女神か……？

　神々しいオーラ、聖人と言っても過言ではない包容力を感じる。

「それに私も、あの時結構楽しかったんです」

　クスクスという表現そのまま。ただ侮蔑するようなものはなく華やかな笑い方だ。

「それは……俺の切羽詰まっている様子が……ってことですか？」

「いや！　そんなに腹黒くないですよ私！」

「じゃ、じゃあ……」

「そういうことじゃなくてですね──」

　口元を押さえながらニコリと笑顔をくれる。ま、眩まぶしい。

「貴方あなたはなにぶん見た目がクール？　ピシッとしてるじゃないですか」
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「そ、そうですかね？」

「ええ。そんな人がアタフタと説明していて、なんだか可愛かわいいなーと思ったんです」

「可愛い……」

「手足のジェスチャーもバタバタと混ぜたところが、特に初々しくて──」

　話を聞くに彼女には弟がいるらしい。それが俺と被かぶったってこと……？

「でも一番面白かったのは、私に対し躊躇ためらいがなかったことですかね」

「は、はあ……」

「男性とあんなに砕けた会話、何年ぶりだったでしょうか──」

　遠くを見ながら彼女はそう言った。

（あの時はテンパってて、もはや何を話したか覚えてない……）

　砕けた会話とか言われても、何のことかサッパリ。

　普通に、ただただ普通に喋っただけのような気がする。

「あ、私は一応貴族なので……」

「っそうなんですか!?」

「ええ。ですからどうしても周りから距離を取られるんです」

　あの時は急いでいて、彼女の素性なぞ考えなかったが……

　この溢あふれ出る高貴なオーラ、確かにこの人が平民だったら不自然すぎる。

「だから砕けた会話が……」

「同世代であの距離感のお喋り。今してくれるのは片手で数えられるくらいですよ」

「へ、へー……」

　俺は受験勉強に手間取り、事前調査がオザナリに。

　王族一家や、有名貴族の当主陣は調べたが──

（その子息子女にまで調査は間に合わなかった）

　この人を一目で貴族と判断できなかった自分を戒いましめる。

「嬉うれしかったです。まさか『そこの女！　道案内をしろ！』なんて言われるなんて……」

「え!?　俺そんな失礼な言い方しました!?」

「うふふ。小こ粋いきなジョークです。だいぶ誇こ張ちようしました」

「じょ、ジョーク……」

「だけどエセ敬語だったことは高ポイント。下した手てに出なかったことも素晴らしかったです」

「……そ、それは誉ほめられてるんですかね……？」

　もしかしてこの人、少し変わってる？　だがアウラさん級にぶっ飛んでいるわけじゃない。言うならば、平民に憧れるオテンバお嬢様みたいな……

「今更ですが銀髪銀眼とは珍しい容姿、他大陸の出身で？」

「ヘルシン大陸です」

「ヘルシン……随分と遠くから来られたんですね」

　この目立つ容姿は出自のせいと説明する。数少ない異能所持者とバレれば大問題だからな。

「目立つ容姿ですし、入学式では一目で見つかると思っていたんですが……」

「入学式？」

「私は生徒会役員なので壇上に上がったんです。その時に探したんですが見つからなくて」

「ああ……」

「またお話をしたい！　その一心で奮ふん闘とうしたんですが……」

「それはどうも……でも──」

　この人はどうやら生徒会の役員、つまりエリート。

　そんな彼女でも見つからなかった理由は明白。

「俺、入学式の日は寝坊したんですよ」

「…………寝坊？」

「はい」

「……なるほど。道理で見つからないわけです」

「むしろコッチから貴方を探すべきでした。ちゃんとお礼を言わなきゃいけなかったのに」

「仕方ないです。１年生は特に忙しいですから」

　そうだ、この人は先輩だったな。

　たぶん２年生？　いや、雰囲気からして３年生な気がする。

「あ、だけど遅刻はいけませんよ？」

「っう、反省してます……」

　仰おつしやる通りでございます。

「じゃあ先輩は俺を探してここに来た、ってことですか……？」

「それは違います。本当にたまたまです」

「偶然……」

「私は１人になりたくて、時折この場所に来るんですよ」

　どうやら俺の位置を把握していたわけじゃないらしい。

　それでいて出会うなんて、この人とは妙に縁えんがあるのかも。

「学食や教室だと、皆さんが近づいて来てゆっくり食事もできないので」

　彼女は苦笑い。

「あー……」

　俺もだいたい察する。マイさんたちと同じパターンね。

　となるとこの人、貴族としてはランクが高い方なのか……？

「１人になりたい時はここで」

「校舎から結構距離もありますしね」

「そうです。だから無人です！　静かな所は最高です！」

「な、なるほど」

　反応からするに、よっぽど他の貴族に寄って来られるんだろう。

「こんなこと言っては怒られるかもしれませんが、やっぱり普通の人に憧れますね……」

「平民にってことですか？」

「ええ。食事ぐらい、お友達とゆっくり教室で取りたいです」

　平民に憧れるお嬢様。その願いは切実だ。

「だからやっぱり、貴方はとても興味深い」

「そうですか？」

「だって私に臆さないんですもん」

「……いや別に、何か臆するようなことあるんですか？」

　割と楽しく会話できていたと思う。しかし彼女がふとした拍子に言ったこと。

　その言葉を深く理解できずに素で応えてしまう。

「え？」

「え？」

　先輩がパチクリとまばたきを。口もポカーっと半開きになっている。

「な、何かマズイことを言いました……？」

　貴族相手とはいえ、臆する程の敬意を持っているわけじゃない。まさか王族や公爵家の人間ではあるまいし。

　それでも失礼と思わせる口調ではなかったはずだ。

「もしかしてですけど。私のこと、ご存ぞん知じないんですか……？」

「知らないです」

　話題を振ってきたのは、言葉遣いではなく自分自身について。

（そりゃそうだよ。だって名前すら聞いてないからな）

　知る知らない以前の問題である。ただそんな無粋なことを今言うのも──

「不快にさせたのならスイマセン。自分この国に来たばかりなので……」

「た、確かにそうでしたね！」

「田舎者だっていうのを言い訳にするのもあれですけど、無知で申し訳ないです」

　この人は貴族、フランクな会話を所望しているが限度もある。

（無礼者と呼ばれ、要らん厄介に巻き込まれるのは御免だ）

　このまま田舎者として押し通すとしよう。

「自意識過剰だったかもしれません。そこそこ有名な家の生まれというだけなのに……」

　彼女は肩を落とし落ち込む。

「私のこういう所がダメなんでしょうね……」

「いやいや！　コッチが知らなすぎるだけなんで！」

　それに生徒会役員として行事にも出ている。

　俺が入学式に出ていれば本来は知っているはずであった。

「あの俺、じゃなくて僕の口調なんですけど……」

「それはこのままでお願いします。一人称も普段通りで」

「……分かりました」

　現状維持を希望、ここは従っておこう。

（しかし貴族かつ生徒会役員とは、エリート中のエリートであるのは間違いない）

　やはりこの人、予想以上に大物──？

「でも、貴方はとても良い人ですね」

「？」

「だって私を貴族と知った上でも、こうして気兼ねない会話をしてくれる」

（堅く喋しやべったら嫌な顔されるの目に見えているからな！）

　今更態度を変えたらどうなるか……、なるべく希望に沿った対応を心がける。

「でも人気や支持があるのは仕方ないですって。貴族の前に生徒会ですもん」

「そうなんですけどね……ただ家柄で選ばれたようなものですし……」

　自主的に生徒会役員になって『人気者はツライわー』って言ってるかと。

　どうやらそういうわけでもないらしい。

「でもなったからには、やはり責任は果たさないといけません」

　遠くを見据える。どこの国でも、若くして苦労を抱える人間は結構いるんだな……

　そういうことが、最近になって分かってきた。

「ただ生徒会や貴族ということ抜きでも、こんな美人を放っておく方がおかしいですけどね」

「あらお上手。リップサービスでも嬉しいです」

　年上相手なので思いのほか口が回る。

「いや本気でそう思ってますよ」

「え……そ、そうですか、」

　直球の感想、ちょっと驚いたみたいだ。でも謙遜を重ねるのも考えもの。

「まあ確かに、私は男性から嫌というほど迫られてきました──」

　表情を少し曇らせる。垣かい間ま見みえる苦労、貴族間の付き合いはさぞ大変だろう。

「ご苦労様です」

　俺が掛けられる言葉はそれぐらい。

「……っふ、そんな風に労ねぎらわれたのは初めてですよ」

　小さく笑ってくれる。

　でも彼女が求めるのは、こういう軽い労いをしてくれる相手だろう。

「もしも貴方あなただったら──」

　すると先輩は何かをボソッと呟つぶやく。

（小声のせいで聞こえない。もしもあな……あと何て言ったんだ？）

　気になる。でも聞き返すのは……

（いやそれよりも！　まずは名前を尋ねておくべきだ！）

　ここまで面識を持ってしまった以上、変に無視はできない。

「遅くなりましたけど俺はクレス、クレス・アリシアです」

　名乗るなら自分から、これ常識。

「あ、そう言えばまだ自己紹介していませんでした」

「今更感はありますけどね……」

　ご丁寧にどうもと返され、相手のターンを待つ。

（いつもだったら名乗らず逃げたい場面。だけど人間ってのは謎があれば調べたくなるものなんだ）

　変に隠せば詮せん索さく意欲を持たせてしまう。

　ここはあえて堂々と名乗っておくのだ。

　そしてもうこの場限りの関係に、そういう作戦だ。

「では改めて」

　彼女の艶やかな金髪が風に揺れ、身体からだはベンチから立ち上がる。

　俺の素人な挨拶とは違い、貴族は相応の挨拶の仕方があるようだ。

「……よっと」

　俺も座りっぱなしじゃ感じ悪い、遅れて起立する。

（ま、どうせ姓を聞いても分からないけどな。それこそ王族、四大公爵家でもない限りは）

　この国の王族と、それに追随する公爵四家の家名ぐらいは知っている。

（まーさか最上位貴族でしたなんてオチはないだろ。たぶん下位か中位の貴族だ）

　変に気負う必要性もない。目前にて相対。

　彼女は微笑を浮かべ、その名を告げた。




「──私は王立魔法学園３年、クラリス・ランドデルクです」




　ん？

　んん？

　んんんんんんんん？

「学園では生徒会長も務めています」

　両手がスカートの端を軽く上げ美しい一礼。伴うは女神の如ごとき微笑ほほえみ。

　ただそこには俺にとって最悪のオチが添えられている。

「ランドデルク……？」

「はい」

「それって四大公爵家の……」

「そのランドデルクで間違いありません。ちなみに私は長女です」

　お、おお、俺は今までランドデルク公爵令嬢と駄だ弁べってた!?

　こんなことがあっていいのか……？

「これからよろしくお願いしますね、クレス君」

　なんと右手を差し出すこの人はランドデルク家のご令嬢である。王族の次に偉い貴族の娘さんだ。

「し、しかも生徒会長……？」

「はい。会長職には２年生の時から就いています」

　つまりはこのお嬢様は学園のボスでもある。

「どうかしました？」

「イ、イエ、ヨロシクオネガイシマス……」

　差し出された手を震えながら握り返す。

「クレス君？　なんで泣いてるんですか？」

「いや、こんな美人な先輩と仲良くなれて俺は幸せ者だなと……」

「も、もう！　だからって泣かなくても。あんまり言うと本気にしちゃいますよ？」

「アハハハ……」

　もう自分が何を言ってるかも分からない。

　緊張！　焦燥！　驚きよう愕がく！

　またヤバい人と関係を持ってしまった！　そういう感情が脳裏に生じる。

　ただただ自分の運命、巡り合わせに打ちひしがれていた。




　神様はどうして俺にこんな出会いを寄こしたのか。

　彼女とは違い、俺は終始引きつった笑みを浮かべていた。
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　──とある公爵令嬢と出会い、また監視を続けて数日。

　遂ついに林間合宿当日、準備等していたら今日まであっという間だった。

「んー良い天気だぜー」

「思いのほか早く着いたね」

「予定じゃ３時到着だったが、それがまさか昼に着くとは……」

　生徒１５０人に加え教師や護衛の人たち、文字通りの大移動だった。

　ただ移動はスムーズに進行、こうして早い時間に到着した。

「スミス、サボってないで設営手伝え」

「ホーイ」

　現在テントを設置中。

「今回の拠点キヤンプ、案の定しっかり整備されてるね」

「ああ。木々は伐採済み、拓ひらかれているだけでも十分すぎる配慮だ」

「ま、これでも学園の行事だしな」

　安全面を考えても、森の中で適当に野営をするわけにはいかないんだろう。

「ふぅ……」

「ところでクレス、お前なんか手際良すぎじゃね？」

「……これでも少し前まで冒険者やってたから」

「まじで!?　初耳だぞ!?」

「十代前半で冒険か、憧れるね」

　俺たち４人は設営を担当、大体のことは終わったかな。

「幕ばく営えいはもう何百何千とやってきた。これぐらいならすぐできる」

「……スペック高いなおい。普段のポンコツっぷりが噓うそみたいだ」

「皆そう言うけど、俺はポンコツじゃないぞ？」

「でもソコが良いって女子が多いよねー」

　スルーか……

　どうやらケイネルたちもポンコツ説を信じているらしい。

「わけ分かんねえな。いっそオレもポンコツになればモテモテになったり？」

「スミスは無理だよ……」

　仕事が早すぎるのは、冒険者時代があったからと言い訳しておく。

（これなら技術だけでなく戦闘力があるのも納得させられる。完璧な言い訳だ）

　あ、噓じゃないぞ。

　本当に冒険者をやっている時はあったんだ。

「──ねえねえ、これはどこに持っていけばいい？」

「──それは凛りん花かの所に。あ、残りは私が持っていくよ」

「──ハルカゼさーん、なんかデニーロ先生が呼んでるー」

「──あぁ……今ちょっと手が離せないから、代わりに行ってもらっていい？」

「──りょうかーい」

　マイさんはまさに司令塔、皆の中心に立ち準備やら仕事やらを進めていく。

　周りも周りで彼女に大きく頼る形。

「ハルカゼさんはよく働くなぁ」

「そりゃ勇者様だもん」

「彼女自体にカリスマ性を感じられる。元来上に立つ気質があるんだろう」

「それに本人も張り切ってやってる、なんだか健けな気げで自然と手伝いたくなってくるぜ」

　スミスたちはマイさんの手腕、働きぶりを賞賛する。ただその根底には『勇者だから』という考えが存在し、彼女が先頭に立つのは当たり前と言わんばかり。

「まさに勇者の鑑かがみだね」

「ああ。彼女が勇者に選ばれて良かった」

「ホントだよ。ケンザキみたいな野郎もいるしな……ってどうしたクレス？　ずっとダンマリきめてさ」

　３人だけの会話、無言だった俺にスミスが大丈夫かと聞いてくる。

「……すまん、少しぼーっとしてた」

「始まったばかりだぜ。しっかりしてくれよ」

「……ああ」

　俺は……マイさんの頑張りを素直に誉ほめることができなかった。確かに笑顔でハキハキと動いている。だがその姿は、どうにも無理をしているように見えてしまって──

「──ハルカゼさん、食料はどうしたらいい？」

「──それはテントの中にまだ置きっぱなしで、当分使わないし」

「──分かった。皆にもそう伝えておくわ」

　こんな行事だ、いつもだったら指示役はケンザキが買って出そう。

「こういう時こそアイツがリーダーシップを発揮する場面だろうに……」

　ただ奴やつは辺りの警戒……という名の探検に出かけている、ようはサボりだ。

「よっしゃ、俺たちもハルカゼさんを手伝いに行くぞ！」

「うん。休憩するのはもう少し後だね」

　こちらも一段落、彼女の様子を見て俺たちも手伝いに繰り出す。

「ハルカゼさん！　設営終わったんで手伝いにきました！」

「アルビン君」

「さあ！　勇者様からのご命令、どんなことでもやりますよ！」

「……あはは、いま丁度ほとんどが終わったんだよね」

「なんですとぉ!?」

　残念。彼女の運びは予想以上に事を早く終わらせたみたいだ。

「何か！　何か仕事はないですか！」

「うーん……強いて言えば馬車の中にある装備を運ん……」

「分っかりました！　行くぞお前ら！」

「ちょ、うわ！」「そ、そんなに急がなくても」

　説明半ばでスミスは覚醒。

　両隣にいたウィリアムとケイネルの腕を摑つかんで馬車の方へと駆けて行った。

「ま、まだ全部伝えてないのに……」

　俺も追いかけようにも既にスミスたちの姿はない。

　凄すさまじい速さ、それにはマイさんも困惑だ。

「でもこれで大体の事は終わったかな……」

「お疲れ様。良い指示の出し方だった」

「えへへ。ありがとう」

　マイさんは俺の労ねぎらいに照れくさそうに顔を綻ばせる。ただ──

「でも頑張りすぎじゃない？　今日に限っては特に」

　普段の生活はもう少しマイルド、ここまで自分に発はつ破ぱを掛けるのはなぜ？

「そ、そうかな……」

「正直、ちょっと無理してるように見え──」

「ぜ、全然全然！　私は大丈夫だよ！」

　言い切る前に遮られる。被かぶせるようにして言葉が断たれた。

「ただ、もし普段より頑張れてるなら理由はきっとアレ！　いつも皆にお世話になってるから、その分こういう行事で恩返ししよう……みたいな気持ちが自然と出たんだよ！」

「マイさ──」

「あ、あと！　いっぱい期待されてるからさ……そ、それに応えたくて！　応えなくちゃっていう想おもいもあるから！」

　上手うまく言葉がまとまらず、アハハと少し気まずそうに声を上げる。

　会話というより、この一連の言葉はまるで自分に言い聞かせるようで──

「と、ともかく私はいつも通り、心配は杞き憂ゆうだよ」

「でも……」

「これでも私は勇者だし、多少の無理も余裕余裕」

　軽快な口調で、心身ともに問題はないと断言する。

「あんまり慣れない環境ではあるけど、周りが結構助けてくれるのも大きいね」

　親切で優しい人が多いと付け足す。

「皆も仲良くしてくれるし、最近じゃコッチの生活の方が楽しいかなー……なんて」

　────は？

「ここでの生活が、楽しい……？」

「うん！」

　本当にそう思っているかのよう、満面の笑みで答える。だがそれは──噓だ。俺はマイさんの素顔を知っている。あれだけ重い焦燥がもう消えたと？　そんなわけない。

「じゃあ私は一応皆の様子を見てくるから。アルビン君たちが来たらお礼言っておいて」

「待まっ……」

「また後でね！」

　この場から逃げるようにして去っていく。

　ただ一人、この場に残される自分。

「本当に独りなのは、アンタだよ……」

　王城潜入時に垣かい間ま見みたあの光景……あんなに泣いてたじゃないか。家族を求めてたじゃないか。普通になることを求めていたじゃないか。

　元の世界に戻りたいと、切に願っていたんじゃないのか？

　加えて俺も同じような道を通って来た。その傷は容易に治らないと知っている。

「とっくに気付いてるんだよっ……」

　去っていく彼女の後姿は孤独だった頃の自分と重なる。むしろ良く見せようと取り繕っている時点で、俺の時より痛々しい。勇者だから余裕？　苦しさも感じない？

　どんな理屈だ。勇者以前に同じ人間じゃんか。辛つらくないわけ、ないんだよ……

　これは自己投影からの自己嫌悪、あの時の苦しさを思い出してしまう。

「……くそ」

　胸の中心が熱くなる。両拳を堅く握る。

　どうしようもないこの気持ち、ただ吐いたところで──
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　生徒たちが野営をする中、同じくその森にて潜む者がいる。

「──この世界も随分変わったなぁ」

　僕は現在、ハーレンスなる国が治める土地に立つ。

　そしてこの森の最奥を根城とし、観察に当たっていた。

「まあ千年ぶりの現世だし、変化が凄すごいのは仕方ない」

　少し前に長き眠りから目覚めた。それから協力者も手に入れたが──

「……あれが今回の勇者なんだね」

　今は他のことなどどうでもいい。

　注目すべきは、僕の視界に映る４人の同胞について。

「精霊よ。もう少し拡大して映し……そうそう。ありがとう」

　時間は夜、星が頭上に煌きらめく頃合い。

　ただ『精霊』を駆使すれば、こうして離れた位置からでも観察することはできる。

「男が２人、女の子が２人か……」

　黒髪ブラツク黒眼・パーツや顔立ちから彼らが日本人、少なくともアジア人だと推定はできる。

「そもそも勇者が此こ処こにいるって知ってるから、こうしてわざわざ来たんだけど」

　協力者たちを無視して出て来たが、どうやら情報は間違いないようだ。

「今は夕飯の最中と、なんだか吞のん気きだね」

　学校の行事かな？

　勇者の周りには同年代と思われる少年少女がわんさかいる。

「……というかこのフード邪魔すぎ」

　正体の露見を防ぐためにと渡された特殊装備。ただ場所も場所、どうせ向こうからじゃ分からない。

「それに学生如ごときに僕の隠おん形ぎようは見破れないだろう」

　問題ないと踏み、被っていたフードを脱ぐ。

　今の自分を見つけられるのは魔王や神獣ぐらい。

「だとしたら、あの男は一体何者だったんだろう──」

　協力者たちとの打ち合わせ中に１人の男に遭遇。

「ずっと怠だるい怠い言ってたが、僕の精霊も軽く屠ほふられたし……」

　あの底知れぬ強さ、相当な手て練だれであったのは間違いない。

「始めは転生者か転移者だと思ったけど……」

　接触時間は僅わずかだったが、おそらくこの世界の住人だった気がする。

「次に会ったら仲間に、それが無理なら殺すか──」

　相対した者は一、二手交わしただけで去って行ってしまった。最後の台詞せりふと言えば『怠い。帰るわ』とだけ。あの軽快かつ余裕そうな装い、正直ムカついた。

「この時代、現地人であんな強者もいるんだけど……」

　勇者については少しガッカリ。彼らの異能や魔法は垣間見ていないが、それでも風格という点で当時と比べると大きく劣る。

「ただあの青い瞳の子は……」

　直感的に感じ取る特別な才、精霊たちもまた彼女にだけ過敏に反応している。

「風格はともかく、能力的には用途がありそうだ──」

　様々なプランを画策する。

　あの大戦に赴いた時点で、もうこの世界には十分貢献しただろう。

「……今度は僕自身の願いを叶かなえる番だ」

　かつての大英雄が目を覚ましたら千年後の世界でした。

　そんなラノベみたいなストーリーを現実に起こす。

「ただ無双できると思いきや、この時代は猛者が多い」

　脳裏には未いまだあの男の残像、件くだんの気怠そうな現地人である。

「魔王のレベルだってどれだけ変わったか把握しきれていないし……」

　色々考えると、やはり同じ転移者として勇者たちを手中には収めたい。

「……ん、どうした？」

　観察の最中、氷の精霊たちが駆け足で寄ってくる。

　傍から見ればただ青く光る玉、残光が空を描く。

「ふむふむ。素晴らしい氷魔法を使う人間がいるってことかい？」

　精霊曰いわく少し離れた所に氷魔法の使い手がいる。

「美しい？　女の人ってこと……？」

　僕の従僕たる精霊たちが嬉き々きとして教えてくれる。

「よっぽどの才持つ者か……まさか５人目の勇者でしたなんてオチはないよな……」

　もしくは転生者でした、とか。ただ精霊たちの反応を見るに、その可能性は低そう。

「とりあえず一目見てみるか。精霊よ」

　精霊眼を発動。木々や草木が邪魔をしようとも、この眼めは全てを見通せる。

（ええーっと……）

　間もなくして、精霊たちがソレダソレダと示す人物を発見。

「おぉ……」

　それは──とても美しい少女だった。流れる髪は青みがかった銀ぎん色しよく、瞳もシルバー。

　肌は白く透き通っていて、一層全体の美しさを増す。

「感嘆するねぇ。あの見た目で魔法も一級の才を持つ。天は二物を与えるってかい」

　しかしそれでいて鋭さも宿す、まるで鋭利に研がれたナイフのようだ。

　これは精霊たちが好みそうな──

「っ!?」

　自分としても興味が湧いた。だが観察はここで強制的に打ち切られることに。

　なんと少女と目が合ったのである。

「僕の視線に気付いた!?」

　偶然じゃない、その瞳は確かに気配を捉えているものだった。急いで視線を外す。

「噓うそだろ。この精霊眼に気付くってのか……」

　末恐ろしい。あれが勇者と同い年？　同じ学生？　たった数秒、一連のことで悟る。

「……あれは間違いなく天才、いや化物だ」

　かつての仲間を思い起こさせる、規格外すぎる存在。

（あのまま見続けていればコッチの存在が見破られていた……）

　肝が冷えた、まさか学生相手にこんな思いをするとは。

「もう勇者たちより彼女を仲間にした方が良さそうな気がする……」

　僕のこの驚きように精霊たちはゲラゲラ笑っている。一目で理解、あの歳でかなりの域に達しているよ。

「だけどこんな場所にいたんじゃ腐るなぁ……」

　惜しい、できるものなら自分が指南したい。

　なにせ銀髪の少女は、本物の戦いってのを知らないはずだ。

「学生生活なんてクソ、実戦を沢山経験するべきだ」

　リア充どもがワイワイしてるだけ、得るモノなんて何もなかったよ。

　上から目線なのは、これでも色々な経験をしてきたからだ。

（まさかあの歳としで冒険者プロってこともないだろ）

　氷魔法に抜群の適性を持つレアな魔法使い、非常に手に入れたいところだ。

「勇者たちに仕掛けるついで、銀髪ちゃんの方にもアタックしてみるかな」

　元々は勇者だけのつもりだったけど、良い人材を見つけた。

　最初は丁寧に誘うが、まあ断られたら力ずくで。

「いくら才があるとはいえ、僕に匹敵する技量はないだろうし」

　明日、僕は彼らを襲う。襲って手駒に、もっと言えば攫さらうのだ。

「あの連中がいなくたって、僕は１人で何でもできるんだ」

　協力者たちには悪いが、好きにやらせてもらう。

　勇者だろうが騎士だろうが、天才だろうが全部相手取るつもり。

「久しぶりの現世、果たして人はどれだけの進化をしたのかな──」
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「──ったく、皆ハシャギすぎだ」

　初日は幕ばく営えいと炊事をするだけ。

「しかも慣れるってことで夕飯は保存食が中心だったし……」

　炊事っていう炊事はしてない。

「後はスミスたちと駄だ弁べって終わり、そう思ってたのに──」

　ただ問題が発生。なにせ全クラス合同で行う行事だ。

　普段関われないだけあって、勇者たちには他クラスから沢山の人が群がることとなる。

「勇者に人が集まるのは分かる。でも何で俺の所にも人が集まってくるんだよ……」

　予想外の事態、俺の所にまで他クラスから人が押し掛けてきたのだ。

「しかも女性率が異常に高いっていう……」

　あまりの勢いに俺もビビった。頼みのスミスたちも『頑張れ』と一言残し撤退。

　最近人付き合いレベルが上昇中とはいえ、今の俺に捌さばききれる量じゃなかった。

「ここは平和でいいなぁ」

　そんな女子の魔界から俺はなんとか脱出。地に身を横たえて一息、夜空をゆっくり見上げられる幸せよ。

　こうして人ひと気けのない場所に移動することができたが──

「…………見られてる？」

　生徒からの視線ではない。もっとディープ、もっとダーク。

「まさか魔族か──!?」

　物思いに耽ふけっていると、どこからか送られる不可思議な視線を感じ取った。

　寝そべっていた身体からだを急いで起こす。これは『敵』の可能性がある。

「何者だ……」

　身体が自然と戦闘モードに移行、目の前に広がる暗き森を注視する。

　魔力を高め、警戒を強めるのだ。

「…………」

　俺のことを誰かが見ているのは確か。しかし普通の人間ではない。魔族らしくもない。

「敵意は感じないけど──」

　いくら睨にらんでも何らアクションは来ず。まさか俺の勘違いってこともない。

「む、視線が消えた……？」

　どうやら俺の逆探知に気付いたらしい、向けられた謎の視線は途端に消えてしまう。

「相手の位置が分からなかったが、かなりの手練れ」

　改めて確認、自分を含め周囲に異状は見られない。

「拠点キヤンプの方は未だにお祭り騒ぎか……」

　この場所にいてなお、生徒たちのガヤガヤとした喧けん噪そうが聞こえる。

「悲鳴はない。血の臭いもしない」

　勇者に襲撃があったわけではないようだ。

「一体なんなんだ……」

　闇に問い掛けたところで答えは返ってこない。

　ただ監視の途中、一応勇者の所へ行くべきなんだろうが──

「でも勇者にもあんな取り巻きが付いているんじゃな……」

　彼らは今多くの同級生に囲まれている。もっと言えば護衛の騎士たちにも。

「勇者たちがもし襲撃を受けていたなら、もっと空気がざわつくはず」

　結局のところ、あんな人ごみの中では大したことはできないのだ。

「加えて俺にも人が集まる始末、勇者どころじゃ……」

「勇者がどうしたの？」

「それが人に囲まれすぎて近づけな……ってマイさん!?」

　飛び跳ねる心臓。渦中の勇者が現れた。

「な、なんでこんな所に……」

　視線の逆探に集中しすぎてマイさんの存在に気付けなかった。

「こんばんは。ビックリした？」

　警戒を怠ったせいで、ここまでの接近を許してしまった。

　なんて油断、先輩方に知られたらきっと笑われる……

「ん？　なんで溜ため息いきつくの？」

「俺もまだまだ未熟者だな、と」

「ふふ。何それ」

　マイさんにも笑われるが、自分の落ち度を目の当たりにする。

　ボスに言われた通り、俺は色々甘いってことだ──

「それでマイさんは……」

　なんでここに居る？

「さっきね、クレス君が出て行く姿が見えたの」

「それで付いてきたと？」

「うん。もしかしてマズかった？」

「いや特に問題はないけど……」

　俺がここに来た理由、それは大したことじゃない。

「あそこにいたら沢山の人に囲まれるんで、ここに逃げて来たってとこかな」

　ようは人付き合いが怠かったのである。

「なら私もだいたい一緒」

「？」

「人に囲まれに囲まれて、皆が好意的なのは分かってるんだけど、ちょっと億おつ劫くうになっちゃったんだ」

「あの数じゃなぁ……やっぱ疲れるものは疲れる」

「だね……」

　口で明確には言わないものの、マイさんも雰囲気で肯定を示してくれる。

「……立ってるのもなんだし座ろうか」

「うん。隣いい？」

　どうぞと一言。真横にマイさんが座る。

　身体と身体の距離は拳一つぐらい、傾けば肩が微かすかに当たる距離間だ。

「良い場所だね」

「とりあえず変態スミスは来ないから安心していい」

「アルビン君、悪い人じゃないって事は分かってるんだけどさ……」

　一応は理解はされているようだ。良かったなスミス。

　それからは一ひと言こと、二ふた言こと、そして三み言ことと交わしていく。

「今日は慣れないことしたし。なんだかんだと、少し疲れちゃったな」

「……本当に少しだけ？」

「うん。これでも騎士の人に毎日鍛えられてるから。スタミナはあります！」

　人の良さそうな表情、エッヘンと胸を張る。

「というかクレス君、私のこと随分気にしてくれるよね。準備の時もそうだったけど」

「……まぁ……」

「何度も言うけど私は大丈夫。むしろ皆の期待に応えるためにやる気満々なぐらい！」

　その台詞せりふとその表情、普通だったらコロッと騙だまされる。俺も王城での一件がなければ見抜けなかっただろう。彼女は監視対象。深く関わるべきでないと理解はしている。

　それでも、そうだとしても──

「俺は……マイさんが心配だよ」

　悩んだ末、比較的ストレートに言葉を伝える。

「心配？」

「今のマイさんは、昔の俺とよく似てるから」

「へえ、どんな子だったの？」

　何事もないかのように、世間話みたいに尋ねてくる彼女だが──

「一言で言えば、ずっと独りだった」

　家族や友達は天災で失ったと告げる。

「……そ、そう、重い話だね。でも今の私には良くしてくれる人が沢山いて……」

「だけど、その人たちを心から信用することはできない」

「そ、そんなこと……」

　マイさんも自分で言ってたろ、『なんで私なの？』って。

「無理やり召喚されて、すぐ皆さんのこと大好きですなんて言うのは普通の神経じゃない」

「……っ」

　俺はただの農民から災厄へ。彼女はただの学生から勇者へ。

「マイさん、この世界は本当に楽しい──？」

　この質問は残酷なものかもしれない。だけど今のままじゃきっと押し潰される。そのうちポキッと折れるんだ。これは監視者だからこそのエゴ。

　俺はもう人が潰れるのは見たくない。孤独を味わいたくないから──

「……マイさんは無理をしてる」

「そ、そんなことない。楽しいよ！　毎日が充実してる！」

「……噓うそだよ」

「ほ、本当に、楽しいって！」

　決めつけたような口調、案の定マイさんは認めない。

「ここには魔法とか、異能とか、元の世界にない色々なものがあって」

「……うん」

「それで、そういうの修得して……期待に応えて……、応えてさ……、」

「……それが、楽しいってこと？」

　問う。それが本心なのかと。

「っ異能や魔法が上手うまく発動すると誉ほめてくれるの！　立派な勇者だって言ってくれる！」

「うん」

「私が頑張ればこの国の人たちは喜ぶ！　我慢して弱音を吐かなければ前に進める！　弱い勇者なんて誰も求めてないから！」

　うん。

「皆がね、笑ってくれる。凄すごい。流石さすがだって。それが……それが……、」

　握る拳と反比例、声のトーンが落ちて消えかけたとしても、それを確かに受け止める。

　けして返しはしない。この身で静かに受け止めるんだ。

「……今回だって私たちは試されてる。率先して動かなきゃ、期待に応えなきゃ、もしガッカリでもされたら私が居る意味は……」

　顔を沈める。表情は見えない。だけど、彼女が震えていることは分かった。

「……私は怖いよ。少しでも気を抜けば、期待に押し潰されるんじゃないかって。一度否定されたら、もう私の居場所はなくなるんじゃないかって……」

　掠かすれ掠れの声でも、タガが外れたみたいに溢あふれ出る感情。

　俺を含め、分かっているようで分かっていなかったこと。見ないようにしていたこと。

「……もう元の世界に帰りたい。ずっと、ずーっとそう思ってる」

　本当の想おもいを口にする。

「──クレス君の言うとおり、本当は楽しくなんかない」

　本音。そして過去の切望、それはかつての俺も思ってたこと。

　天災が襲う前、全てを失う前の世界が戻ってきて欲しいと願って止やまなかった。

　上から目線で自分もそうだったと言うんじゃない、あのとき求めたのは理解者。

　悲しみを解決してくれる人じゃなく、この想いを共感してくれる人を欲したんだ。

「……マイさん。人の価値ってどうやって決まると思う？」

「価値……？」

「言うなれば自分がどれぐらいの人間なのか」

「だからそれは、皆からの期待や評価で……」

　違う。そうじゃないんだ。俺はもっとシンプルな答えを知っている。

「──自分の価値は、自分が決めるもの」

　あの人に出会って、クレス・アリシアは少しかもしれないが変わった。

「俺に価値があると思ったらあるし、ないと思ったらない」

　そう、結局は自分がどう捉えるか次第──

「自分の価値は確か。そう思うと自然と自信も持てたし、やりたいことも見つかった。この世界でも居場所を見つけられた」

　現実から逃げることはなくなった。

　今は恩返しをしようと決心、こうして学生になってまでやってるよ。

「……でも……私はそんなすぐ割り切れない、」

　自分は意思が弱いと。人の視線も無視できないと言う。

　確かに、俺もアウラさんが傍そばに居たからこそ立ち直れた。なら──

「自分で価値を決めると言った手前、こう言っちゃ元も子もないんだけどさ……」

　先人として、少しでも理解した者としての手た向むけを。

「俺はね、マイさんを認めてるよ」

「………え、」

　アウラさんほどビッグな人間じゃない、だけどマイさんに一番近いのは自分だから。

「異能や魔法の素質、勇者って身分も抜きに。俺はマイ・ハルカゼが凄い人間だって認めてるんだ」

　平和な世界から来た少女、ここまで孤独を抱え込めたのは『心の強さ』があったからこそ。

「覚えておいて欲しい。マイさんは１人じゃない。少なくとも俺はこうして傍にいる」

　異能を持ったことだって必ず意味がある、神様からの贔ひい屓きなんかじゃないんだ。

「マイさんの価値は確かだって俺がまず保証する。居場所があるって証明する。皆が離れて行っても隣にいるって、約束する──！」

　言えないけど災厄が認めるほどの人物、これだけでも十分な意味があるよ。

「…………どうして、クレス君はそんなに気にかけてくれるの？」

「え？　いやどうしてって言われても……」

　ふと我に返る。柄にもなく真剣に喋しやべりすぎた。

「そりゃマイさんに興味があるし……」

「私に興味？」

「そうだけど……あ、えーっと……」

　異能ではなく一個人に価値があると言った。それは事実。ただ表立って『監視任務』のターゲットだからとは言えない。ここは──

「俺は初めて出会ったあの時から、マイさんのことが異性としてずっと気になってる！」

　噓はついてない。『マイさんを監視中』、これはある意味『異性が気になる』とも言い換えることができるだろう。我ながら名案、どっちつかずの完璧な言い訳だ……！

　なにせ監視のためにわざわざ来たんだ。ずっと勇者のことばかり考えてるよ。

「ってマイさん？」

「……へ」

「なんか顔赤いけど大丈夫？」

　聞いた当初はポカーンとした表情、ただ尋ねてみると瞬間沸騰。

「て、照れるからさ。あんまり、見ないで……」

　ようやく顔が上がったと思ったら、また深く俯うつむいてしまった。

「……今それはズルよ……」

「ズル？」

「う、ううん、なんでもない」

　何でもないというならそこまで。

「でもそっか、じゃあクレス君はずっと私を見ていてくれるんだね？　傍にいてくれるん……だよね？」

「ん、そういうことになる」

　そりゃ監視中ですから、あと少なくとも３年は傍でウロチョロしてるよ。

「……なら、情けない姿をずっと晒さらすのは嫌だな」

　感情が右往左往、生きてる証拠だ。

「ずっとウジウジしてもいられない、か」

「まぁ元気な方がいいね。もっと熱く生きよう！」

「熱くって……なんかキャラ変わってない？」

　伏せていた顔も再度上を向く。

　いや待て熱く、か……良し！

　アウラさんの燃える言葉を今ここで──

「マイさん！」

　立ち上がる。そしてあの時と同じ、あの日に貰もらった言葉を投じる。

「俺は、マイさんにとっての太陽になるよ」

「……たい、よう？」

　突然の謎宣言に首を傾かしげる彼女、それでも刻まれたモノを歌うように。

「ああ。マイさんがナイーブに、暗くなるんだったら俺が照らすよ。何度隠れても、臆しても、暗くなっても、俺が必ず照らして外に連れ出す──！」

　ほぼ受け売りだけど、アウラさんの言葉そのまんまじゃない。

　自分なりの想いやら立場やら色々籠こめて。届け、届けと願って。




「──不安なら俺について来たらいい。今よりはずっと楽しくなることを保証する！」




　アウラさんみたいに『付いてこい！』と、そんな豪胆な一言までは言えない。それでも手を差し伸べて引っ張るぐらいはできるんだ。

　同じ境遇の奴やつが苦しんでたら、俺まで古傷を思い出す。
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　しかもクラスメイトで監視相手、助けなきゃストレスでコッチもやられるんだ。

「クレス君……」

「ど、どうする？　俺の手を取る？」

　言っといてアタフタするな自分。ピシッと立て。ようやく正面で相対したんだ。ぶつかり合う俺の銀眼と彼女の青眼。そして彼女の答えは──

「はい……っ！」

　一拍置いて、俺の右手をしっかりと握る。そして俺はそのまま勢いで立ち上がらせる。

　喜んでいるんだか泣きそうなんだか、良く分からない表情してるな。

（でも良い顔、さっきまでと違って輝いてる。それに……今日でだいぶ仲は進展したぞ）

　彼女にとって数少ない、信頼できる異性にはなっただろう。

　勇者と熱い『友情』を結ぶ。最終的には共にアウラさんを目指そうか。

「……ごめんね」

「ん？」

「今日は、その、色々気をつかわせて……」

「別に。何も特別なことはしてないよ」

「……そっか」

　救えてはいない、あくまで傍に立っていると伝えただけ。

　でもきっと大丈夫、マイさんは自分が思ってるより強くて可憐な人だからさ。

　もしかしたら俺以上にビッグな人間になるかも、未来だって──

「……そろそろ帰ろうか」

「あ、そうだね……」

　彼女はたぶん気付いてないだろうが、隠れて護衛騎士が付いて来ている。

　騎士が丁度ソワソワし始めた頃合い、引き際だ。

「あ、クレス君、このまま手を繫つないで戻らない？」

「え？」

「暗くて道がよく見えないからさ」

「え、普通に見え──」

「見えない！」

「あ、はい……」

　勢いに押され、なんだかんだとその手を握ったままに。

「クレス君の手、ちょっと冷たくない？」

「もともと体温が低い体質なんだ」

　嫌いな奴となんか手はずっと繫がない。

　どうやら本当に俺を『友人』と認めてくれたようだ。

「さ！　行こ！」

「きゅ、急に引っ張られると……！」

　せっかくの進展、今更この手を放すわけにはいかない。

　恥ずかしがる暇もなく強く握ると、彼女も応えてしっかり握り返してきた。

「異世界も、嫌なことばっかりじゃないね」

「それはどういう……」

「クレス君と出会えて良かったってこと！」

　俺の前を揚々と行く彼女、表情は窺うかがえない。

　それでも声はハツラツとし、その黒髪も青い瞳も輝きを取り戻したような。

　あと、握った彼女の手はとても熱かった。




　まるで太陽に触れてから来たんじゃないかと、そう思うほどに──
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「や、やっぱり緊張する」

「落ち着けってケイネル。今までの授業を思い出せよ」

「スミスの言う通りだ。それに万が一があっても僕たちにはクレスがいる」

「いや、俺も一応生徒なんだが……」

　マイさんとの一件の翌日、今日は林間合宿２日目。

　太陽は真上。俺たちは森の中で実地課題に取り組んでいた。

「課題はゴブリンを２体仕留めるってだけだぞ」

「ゴブリンは人間っぽくて嫌なんだよ……」

　スミスとウィリアムはまだ落ち着いている方。ケイネルは学生相応の恐れを抱いているようだ。

「俺も警戒はするけど。自分の身は自分で守ることが大前提な」

「だってさケイネル」

「うぅ……」

「気合でなんとかなるぜ！」

　入学試験では異能かのじよの悪さもあって、つい派手に魔法を使ってしまった。

　そのせいで実技入試トップなんて要らぬ冠かんむりを得てしまう。

（だから俺がそれなりの魔法使いだと皆は認知している）

　元冒険者だってこともカミングアウトしたしな。

「ただ──」

　監視を考えればこれ以上レベルの高い魔法の行使は危険。

　優秀な学生の範はん疇ちゆうを超えてしまわないよう、それ相応の配慮が必要だ。

「こういう面子メンツで森に入るのは初めてだけど、クレスがいると安心するぜ」

「……そんなにか？」

「おうよ。オレたちとは魔法や知識の格が違う」

　珍しくスミスがベタ褒めだ。

「ただ許せないこともある」

「許せない？」

「昨日ハルカゼさんと良い雰囲気になってたことだ」

「……何度も言ったけど特に何もないって」

「羨ましいなぁ……俺も付き合いてぇ……」

「だから勘違いだよ」

　別にやましいことはしていない、強いて言うなら手を繫つないだぐらいだ。

「百歩譲ってもだ、ホントにすこーし仲良くなっただけだよ」

　友達として認識するレベル、恋人とかではない。

（でも一緒に拠点キヤンプに戻る所を見られたってのが……）

　幸いその時には手を放していたが、クラスメイトからは変な勘繰りをされている。

「いやでもねぇ、やっぱりハルカゼさんはクレスのこと相当気に入ってると思うよ」

「うんうん。名前で呼んでる男子もクレス君だけだし」

「美少女とイチャつくイベント……呪わねば……」

「単に友達になっただけだって」

「「「ほー……」」」

　昨夜のテントでは裁判なるものも開かれた。

　被告は俺、曰いわくラブラブしてたんじゃないかと。

（多少仲良くなるのは任務的にはプラス。ただ一線を越えた関係は足あし枷かせにしかなりえない）

　昨日はつい話し込んでしまったが、改めて距離感を測らなくてはいけないだろう。

「どこまで行っても友人だよ──」

　任務関係なしに、もう大切な人は作りたくないんだ。まあ数ナンバ字ーズぐらい強かったら話は別だけど。……大事な人を失う痛みはもう味わいたくない。

「しっかしゴブリンが１体もいねぇとは」

「ゴブリンどころか魔獣１匹すら遭遇してないっていう……」

「スライム系がいないのも珍しいですよね」

　森に入って１時間以上が経過している。

　だがどれだけ散策しても魔獣の発見には至っていない。

「どう思うクレス？」

「……普通じゃないのは確かだ」

　やはりボーンさんの言った通り。この森、ちょっとおかしい。

「だけど血の臭いもしない、ピリついた空気すら感じないっていうのは……」

　物静かなだけの自然が続いている。

　まるで無人の街に来たような気分、住民たる獣はどこに行った？

「クレス君、こういうパターンってたまにあったりする？」

「経験上で言えば稀まれにある。だけどそういう場合は大抵──」

　面倒なナニカが起きるんだよ。それに昨日感じた謎の視線もある。

「……あっちからも未いまだに反応なしか」

　実は生徒には秘密裏に、護衛役として騎士か冒険者が付けられている。

（皆は気付いてないようだけど、その隠おん密みつじゃ俺の目はごまかせない）

　その護衛役が口を挟まないってことは、この異変を異変と認めていない。

「ヘルシン出身の元冒険者、クレスがいれば何かあっても大丈夫だろ」

「育った環境が違うよね。僕みたいにひ弱じゃない」

「自分からひ弱とか言うなよ……まぁこの大陸よりはシビアだったけど……」

　昔話をしつつ草木を分け進んでいく。

「……ほんと閑かん散さんとしてる」

「時間的にはまだ昼を過ぎたばかりだけど……」

　嫌な予感がしてたまらない。

　ここまで魔獣の姿を１回も見ないというのは、どう考えても異常だ。

「どこかに逃げたとか？」

「いや、魔獣たちを脅かすような強い気配は感じない」

「そんなことまで分かるんかい……」

　魔獣同士の抗争というわけでもなさそうだ。

「でも魔獣がいないと戦わなくて済むので、この状況は正直嬉うれしいです」

「おいおい。しっかりしてくれやケイネル」

「そうだね。僕たちも早く実戦に慣れないと」

　少し弱音を吐くケイネルにスミスとウィリアムが声を掛ける。

「ん？」

　唐突に、少し離れた所から魔力の高まりを感じる。

　それに応じるように、色の違う魔力が幾つも展開されたような……




『──────────────』




　次の瞬間森中に轟ごう音おんが鳴り響く。同時に魔力の行使を確認した。

「なんだこの音!?　爆発!?」

「ま、魔獣とか……？」

　突然の異変にスミスたちも慌てる。早かったな。どうやらナニカはもう始まったらしい。

「あの光は……」

　上を見上げると、音の次には光の柱が誕生。

「音源はケンザキの異能か……？」

　交戦に入ったのかもしれない。

「やはり勇者が中心──」

　この異変、勇者たちが関わっているのはだいたい分かった。

　なら俺もこうしているわけにはいかない。

（だが……）

　この３人の様子を見るに、全員で渦中に赴くのは無理そうだ。

「護衛！　出てきてくれ！」

「どうしたクレス……？」

　足が止まった途端、俺はもう声を上げた。

　周りが疑問符を浮かべたのも一瞬、護衛は茂みの中から現れた。

「ぼ、冒険者!?」

「よう。王立の生徒さんたち」

「どうして……」

「生徒だけで森を歩かせるほど、学園もバカじゃないってことだ」

　俺の答えに驚いているようだが、これは至極当たり前。

「銀髪の姉ちゃんは俺に気付いてたか……」

「これでも元同業者です」

　中年とおぼしき冒険者は俺を女と思っているらしい。

　もうこの事態、訂正するのも面倒だ。

「単刀直入に言いますが、この３人を連れて拠点キヤンプへ撤退してください」

「退避ってことか。だけど姉ちゃんはどうすんの？」

「異変の中心に向かいます。おそらく死傷者が出ているでしょうし」

　体ていよく言えば『救助』だ。勇者がいる以上、俺はあの場に向かわなければいけない。

「一緒に逃げて応援を呼ぶべきじゃね？　それとも姉ちゃん１人でどうにかなんの？」

「なります」

「かー！　カッコいいねぇ！」

　見た目の割に手て練だれっぽい冒険者の男。口では笑っているものの、目は笑っていない。

「どうやらアンタは、俺より強そうだ」

　静かに高ぶる白銀の魔力は威圧にもなる。装いからして実力差は明らか。

　俺の言葉が虚言じゃないってことは理解しているはずだ。

「……はぁ、相分かった。お姉ちゃんの判断に従おう」

「ありがとうございます」

「長く生きるコツは格上の意見を素直に聞くことだってな」

　数拍置いて了解を貰もらう。彼の仕事を考えれば普通イエスとは言えない場面だ。

　だが流石さすが中年冒険者、空気と力量を読むのが上手うまい。

「クレス……」

「拠点キヤンプに帰ったらまず応援を呼んでくれ」

「すまん……」

　スミスたちも潔く従ってくれるだけ助かる。

　ここで一緒に行くなんて言われたら面倒極まりない。

「無理はしない。ヤバかったらすぐ逃げるよ」

「……おう」

「それじゃあ──」

　一いち瞥べつしてこの場から走り去る。

　魔獣がいない理由、果たしてどんな化物がこの森に潜んでいるのか──





※






　俺は菅すが沼ぬま幸こう樹き。高校に入学してすぐ、勇者としてこの世界に呼び出された。

「全然ゴブリンいねぇな」

「というか魔獣自体１匹もいないっていう……」

「凛りん花かの探知魔法？　にも引っかからないんだ」

「ええ。少なくとも近くから魔力反応は感じない」

　凛花も春はる風かぜさんも疑問を持ってるらしい。

「でも護衛の騎士さんたちは……」

「何も言ってこないよなー」

「だけどいつ魔獣が出てくるか分からない。幸樹はすぐ気を抜くから気を付けなさい」

「凛花はうるさい。お前は何様だよ」

「は？　幼おさな馴な染じみですが？」

　俺と和わ道どう凛花は腐れ縁。普段はうるさいと言いつつも──

（幼馴染のコイツが居たからこそ、気持ちが楽になった面もある）

　知らない世界に来た時は流石にビビった。剣けん崎ざきと春風さんとはそう親交が深いわけでもない。真に腹を割って話せる相手がいるだけまだ良かったぜ。

（その点で言えば剣崎はすげえな。独りで生きて行けるだけの強きよう靭じんなメンタルを持ってる）

　春風さんは同性である凛花がいたから、きっとセーフだったんだろう。

（アリシアとも随分仲良くしてるみたいだけど）

　ともかく、剣崎の順応能力は非常に高いってことだ。

「──どうしたんだい皆」

　少し先、先頭を歩いていた剣崎が尋ねてくる。どうやら俺たち３人の会話に気を留めたらしい。

「大したことは話してねえ」

「ええ。魔獣が全然いないなと」

　先行役は剣崎が名乗り出た。曰くリーダーが先頭を歩くべきだと。

　異能的には、本来俺がやるべき役目なのかもしれないけどな……

「その魔獣がいない理由だけどさ」

「なんか分かったのか？」

「ああ。もしかしたら俺の『神』の異能に勘づいているからかも」

「は？」

「あまりに強大な力だ、魔獣たちはそれに臆して──」

　そりゃ違うだろぉ……てかまーた異能自慢かい。

　少し前にアリシアに負けたばかりだろうに。

「なにせ神様の加護だからね。特別すぎる」

「んー……」

「あはは……」

「そうですね……」

　俺たちの反応ももはや固定化。それでも自慢げに語るんだ、どれだけ周りが見えてないのやら……

（しかも勝手にリーダーポジションだし。まあ俺は全然良いけどさ）

　召喚されてすぐ乗り気になったのが剣崎。

　だから貴族受けもよく、成り行きでこうなった。

「だけど俺の異能の凄すごさを考えると、アイツは少し可哀かわいそうだったなぁ」

「アイツ？」

「真ま野の彰しよう吾ごだよ。ほら、召喚に巻き込まれた」

　実は俺たち４人の他に１人、この世界に呼ばれた男がいた。

　だがソイツには特別な力は何もなく、ただの一般人だったらしい。

「気付けば姿が消えてたし。置手紙で旅に出るとか書いてあったらしいけど、もしかして王族や貴族の人たちに──」

「剣崎。その辺にしとけ。近くに騎士たちもいる」

「幸樹の言う通りです。不用意な発言は気を付けるべきかと」

「……だね、口外禁止って言われてるし……」

　この国の人を完全に信用するのはまだ早い。なんたって勝手な事情で無理やり呼ばれたんだ。いつどんな理由で切られるか分からん。

「わ、分かったよ」

　３人が注意しただけあって、剣崎も渋々頷うなずく。

「じゃ、じゃあ、とりあえず課題の方にもど──」

　この間俺たちは立ち止まっていた。

　そしてようやく動き出そう、そう思った時のこと。

「──やっと会えたね」

　そう遠くない位置。黒い装束を纏まとった、１人の男がいた。

　そして俺たちが気付いた瞬間には、何故なぜか『やっと会えた』と投げかけてくる。

「……人？」

「誰だあれ？」

「わ、分かんない」

　まず抱いた疑問、だだっぴろい森に何故この人はいる？　なんとなくだが、この行事の関係者とは思えない出いで立たち。直感的に不審だと思った。

「やっと会えたとは？　どちら様ですかね？」

　何かが渦巻く空気、剣崎が先陣をきる。

「ほうほう。君がこの勇者一行のリーダーさんかな？」

「ああ！　名はユウト・ケンザキ！」

　相手の素性も分からない中、高らかに名乗りを上げる。

「……なるほど。ケンザキ・ユウト君ね」

　ふむふむと頭を揺らす男。

『……凛花』

『……どうやら思うことは同じなようね』

　小声で確認、どうやら幼馴染も同意見らしい。相対したコイツは、たぶん──

「勇者様！　お下がりください！」

　見守るだけだった騎士たちが、辺りからわんさか出てくる。

　10、20、30、もう数えきれないくらい。

「これはこれは、凄い人数だねぇ」

　男は騎士に囲まれてなお余裕といった感じ。

「ど、どういうことだ!?」

「落ち着いて剣崎君」

「おう。たぶんコイツは敵なんだ」

「敵……？」

　王城の人たちから話は事前に聞いていた。色々な奴やつ等らが俺たちを狙いに来ると。

　危惧していたことが実際に起きたわけだ。

「だけど──」

　騎士がこれだけの人数いるんだ。

（しかも今の俺たちより確実に強い。王国でもトップクラスの護衛なんだ）

　根拠のある安心感、この騎士たちを１人で倒すのはまず不可能で──

「雷の精霊よ」

　しかし男は動じず、その両手に光の粒？　を集め出す。ただ光というよりかは青白い色。

「──奔はしれ、雷よ」

　ピカッ。

　まさに瞬間の出来事。目前、一条の雷光が四方八方に分散したのだ。

　そして──

「う、噓うそだろ……!?」

　時間にして１秒も経たってない。だがしかし、男が放ったと思われる電撃は騎士たち全てを穿うがつ。悲鳴を上げる暇もなく、全てを地に伏せさせた。

「凛花！」

「ええ！」

　掛け合ってすぐさま迎撃態勢に。

　俺は高速化を解放、凛花は頭上に幾つも魔法陣を展開する。

「待て待て。僕は殺し合いするつもりはないんだ」

「……な、なに？」

「騎士たちだって少し感電させただけ。死んではいないよ」

　飛び出そうとした俺たちを諭す。

「なら目的は──」

「菅沼」

「な、なんだ？」

　相手の真意を知りたい。しかしその質問は、一歩前に出た剣崎に遮られる。

「この人の目的が何であれ、騎士の方々に攻撃をしたことは間違いない」

「そりゃ……」

「だからアイツは敵だ。この俺が倒す──！」

　剣崎も異能を解放。剣や装備、肉体自体にも光化を展開する。

　音と共に、眩まばゆい光は柱の如ごとく天に昇った。

「今から少し説明しようって思ったんだけどな……」

「関係ない！　容赦はしないぞ！」

「まあいいけどさ……」

「っ！　行くぞおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　１人で飛び出す。俺と凛花の準備もお構いなし、おそらく１人で十分と思ってる。

「──なんて雑な動きだい」

　ユラリ。謎の男が右手を上げる。

「雷の精霊」

　さっきと同様、瞬く間に紫電を大気に奔らせる。

「剣崎っ！」

　声かけ虚むなしく、剣崎の奴に放たれた電撃が見事ヒット。

「……痺しびれ……て……アァア……」

　瞬殺。むしろ当たりに行ったような動きだった。

「えーこんなのも防げないのかい……」

　剣崎の弱さは俺たちも知っているが、その一連の動作に初見の男は困惑といった感じ。

「……グ……ゥ、」

「いくら何でもお粗末すぎる。いや、ダメなのは君だけか」

「俺は……死ぬ……の、か、」

「おいおい。勝手にシリアスにしてくれるなよ。ただの感電、もういいから寝といて」

　剣崎の迷走っぷりに男もタジタジ。面倒とばかりに意識を落とさせる。

「昨日は現地人であんな逸材もいるのかと驚いたのに、肝心の勇者の１人がこれだと──」

　独り言をボソボソと呟つぶやく。俺たちはこれまでの光景を見て焦燥に駆られる。

「あ、そこの青い瞳の女の人」

「わ、私？」

「そうそう君だよ」

　男は春風舞まいを急に指さした。そしてそのまま近づいて来て──

「舞は下がって！　幸樹！」

「っおう！」

　ロクでもないことをしようってのは明白。

「私の友達に手出しはさせない……！」

　普段は訳の分からないことばかり言う凛花も真剣。

（本気になってる。根っこの所は昔っから変わんねえな）

　誰かが困った時、一番に動くのはいつも凛花だった。そしてもう理解はしてる。

　護衛はいない、コイツに抵抗できるのは自分たちだけだと。

「酷ひどい警戒のしようだ。少し近づいただけなのに」

「その動きが不審なんだよ！」

　たぶん戦いじゃ勝てない。なんとか隙を作って、この場から逃げたいが……

「やはり一度意識を断った方が楽だね。君たちにも一度眠ってもらおう」

　奴はまた光の粒子を纏まとい出す。電撃攻撃の予兆。異能を使って高速回避し……

（っな！　もう目の前に電撃が──！）

　気付けば視界が真っ白に染まっていた。それだけ雷は速く、防ぎようがなくて。

「クソッ──！」

　負けじと俺も高速で動くが軽くしか避けられない。

「凛花っ！」

　痛みに耐えつつなんとか凛花を確認。

　すんでのところで防御陣を張って自分と春風さんを守ったようだが、その表情は険しい。

「──残念、経験と練度が足りなかったね」

　なにせ一発防いだだけじゃ戦は終わらない。実力は天地の差と悟る。奴は再び雷撃を発射、動きが的確すぎて反応しきれない。ダメだ。もうここまで──

「氷壁ウオール！」

　しかし雷が着弾するよりも早く、俺の視界は白銀へと塗り替わった。

　気付く。

　目先には氷、下から壁状の氷が一瞬にして生えて来たのだ。

　それが雷撃を遮断、凛花たちも同じように守られていた。

「──危ない危ない」

　声がする。聞いたことのある声だ。

「──クラスメイトのピンチには間に合ったみたいだ」

　振り返る。木々の狭はざ間ま、銀色の髪を揺らして奴は現れた。

「あ、アリシア……」

「よう。無事で何より」

「お前……」

　もう助けはないと思った。しかしその考えは覆される。

「おや銀髪の、君は──」

「氷槍ランス、全フル・掃バー射スト──！」

　問答無用と言わんばかり。アリシアは頭上に氷製の槍やりを作成、そして掃射。

　それにしてもその莫ばく大だいな弾数。ただただ圧倒される。

「スガヌマ」

「……？」

「一応助けに来た。まだ気力はあるか──？」

　何気なく声を掛けてくるアリシア。こんな危機迫る状況だが、それでも俺は思ったよ。

　あ、コイツかっけぇなって──
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　──ついさっき莫大な魔力を感知。

　ただそれ以降は魔力の反応はなし、ケンザキの光を遠くから見たぐらいだ。

「近い……！」

　駆け抜ける木々の間、空気の変化が肌で分かる。

「っ見つけた！」

　遠目ながらもマイさんとワドウさん、スガヌマ？　らしき姿を視認する。

　ついでに言えば彼女らの敵対者も──

「黒装束の人間！　本当に正体アン不明ノウンに遭遇ってか!?」

　ボーンさんから聞いた特徴と類似した出いで立たち。

　しかもその男の手は彼女らに伸びていて──

「造クリエ形イト、氷壁ウオール！」

　電撃系統の匂い、ここで彼女らに変な手出しはさせない。

「──っん!?」

「──間に合った！」

　生み出した氷壁が敵の攻撃をコンマ数秒の差で防ぐ。

　間もなくして勇者たちの所にはせ参じた。

「危ない危ない。どうにか──」

　ギリギリ到着、決着する前に辿たどり着つけた。

「君は──」

「氷槍ランス、全フル・掃バー射スト！」

　とりあえず速射攻撃で足止め、容赦なく叩たたきに行く。

　スガヌマに軽く確認を取るが、まだ気力はありそう。

「く、クレス君……」

「っマイさん、怪け我がはない？」

　へたり込むマイさんたちにも一応確認を取る。

「私たちは大丈夫。だけど騎士の皆さんが……」

　マイさんたちの周囲には護衛騎士の姿があった。

　しかし何十人もいるそれは、全員が倒れている。

「死んではいないみたいだけど……」

　出血等はなし。精神干渉の類でもなさそうだ。

「あとケンザキは……」

「あ、あそこで倒れてる」

「さっき異能を使って向かっていったの。だけど全然歯が立たなくて……」

　それでやられたと。なら残念だがケンザキ、時すでに遅しで……

「──彼は死んでないよ。僕はちゃんと手加減した」

　氷が砕かれる音、俺の槍を全て破壊し奴やつは出て来た。

「もう出て来たのか……」

「今の学生は辛しん辣らつだ。まさか出会って早々にこんな仕打ちに会わされるとは」

　改めて敵を視認する。格好は黒一色、深くフードを被かぶっているため表情は分からない。

　性別は声からして男、武器の携帯はなさそうだ。

「──こんにちは。銀髪の魔法使いさん」

　ローランさんと戦ったとされる正体アン不明ノウンって連中と特徴が被る。

　まさかこんなに早く仕掛けてくるとは……

「やや？　もしかして僕の言葉通じてない？　おかしいなー」

「聞こえてる」

「あ、良かったー。なにせ久しぶりの現世だからさ。ちゃんと君にも聞こえてて安心」

　若干含みのある言い方。

　ただ喋しやべり方かたからして年齢は若い方、いやそう判断するのは尚早……

「昨日の夜、視線を送ってきたのはアンタか？」

「そうだよ。君があんまり優秀そうだったから、つい見み惚とれちゃった」

「……」

「そこらに転がっている騎士とは違う。君からは格別の才を感じるんだ」

　男は口元を緩ませながらそう言った。数ナンバ字ーズとまでは判明せずとも、俺が普通じゃないってことは見抜いてるわけね。

「な、なんで私たちを襲うんですか!?」

　会話の最中、マイさんが意を決して尋ねる。

　彼女たちも襲われたばかり、状況が把握できていないのだろう。

「襲った理由？　それがね、実は人材探しをしているんだ」

「……人材、探し？」

「ちょっと人手不足でね、人を集めてるんだよ」

　ようは人ひと攫さらいってことね……

（奴はローランさんを退けた正体アン不明ノウンの１人でほぼ間違いない）

　殺気とは違う嫌なオーラもガンガン感じる。

「ただね、勇者が弱すぎてビックリ。こんなに弱いと少し考えものだ」

「ど、どういう……」

「でも他のお三方はなかなか良いモノを持ってそう。特に青い瞳の君は──」

　──コイツ、勇者の価値を見抜いてる。

「まあ今日の収穫は今回の勇者たちと、そこの銀髪の魔法使いだね」

「クレス君も……？」

「そうさ。優秀な人材はいくらだって欲しい。君にも協力してもらうよ」

　標的に俺までカウントされているらしい。

「アンタ、一体何者なんだ？」

「僕の正体？　気になっちゃう？」

　それは俺に限らずこの場にいる全員が同じ。勇者たちも無言で肯定を示す。

「そうかそうか、まあどうせ仲間になってもらうし……」

　ウーンと唸うなる正体アン不明ノウン。しかし数秒も経たたずに答えは出た。

「いいよ。なら自己紹介をしよう」

　名乗るってのか？

（ナメられたもんだ。でもそれだけ自分の力を信じてるってこと）

　ま、相手からしてみれば盗聴盗撮の可能性もほぼないしな。

　なにせ奴は用意周到で、一帯に『人払いの結界』を張っているらしい。

　俺がここに辿り着けたのは相応の魔法と経験あってこそ。

（だから応援が来る可能性は……）

　ほぼゼロだ。

（でも素直に勇者を渡すわけには──）

　しかし任務の都合上、異能で蹴散らすわけにもいかない。

　だが何はともあれ、まずはその正体を明かしてもらおうか……

「僕はね、自分の願いを叶かなえるための駒なかまを探している」

　淡々と語り出す正体不明の男。すると奴の周囲には光が溢あふれ出だした。

　ケンザキのような黄金一色ではなく、様々な色合いの粒子だ。

「これは……精霊？」

　どこにでも住む意思持つ小さなエネルギー体だ。

「ここまでの数はそう見ないだろう？」

「……アンタの正体はエルフか？」

「違う違う。確かに精霊魔法を得意とするのはエルフだけどさ」

「なら……」

「人間にもいるんだよ。例外的に精霊魔法を使える存在が──」

　そう言うと奴は一気に黒衣を脱ぎ捨てる。露あらわになる容姿容貌。

「────なっ」

　俺たちは度肝を抜かれた。

　その理由は、男が『黒』を宿していたから。

「ふっふっふ。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずってね」

　髪も黒い。瞳も黒い。加えて肌の色も白というか黄おう色しよくだと判明する。

「その特徴……」

「私たちと同じ……」

　正体アン不明ノウンの男、その真実は予想もしないものだった。

「僕の名前は阿あ久く津つ聡さとし。君たちと同じ異世界人だ──」




　ニホン出身。

　名乗った後、アクツとやらは付け加えてそう言った。

（ただ禁書庫で知った５人目の名は『ショーゴ・マノ』、こいつはまた違う異世界人ってことか……！）

　それは勇者たちの反応を見ても明らかだ。

「と言っても僕が召喚されたのは千年ぐらい前だけどね」

「千年前ってそんな……」

「最近復活したんだ。当時は『大賢者』なんて呼ばれてたかな」

　学園に潜入する前、ある程度勇者という存在について調べた。歴史上、今回以外で記録に残っている勇者召喚は一度だけ。時代は約千年前にまで遡さかのぼる。

「蘇よみがえったは良いんだけど当時と情勢が全然違くて、いやはや参ったもんだよ」

　千年前に召喚された勇者は未いまだ謎が多い。俺は正直おとぎ話だと思っていた。

「でも随分平和な世の中になった。千年前に色々捨てた甲か斐いがある」

　正体アン不明ノウンの、いやサトシ・アクツの独白が続く。

（人間のくせに精霊を操る。異能か？　それとも別のカラクリがあるのか？）

　しかし少なくとも騎士たちを軽く蹴散らすだけの力はある。

「私たち以外に召喚された人がいるだなんて……」

「アイツとはまた別ってことだよな!?」

「っ幸樹、その話は……」

「だ、だけどよ、そもそも千年も人が生きれるっておかしいし……」

　勇者たちの反応は似たり寄ったり。彼らもやはりその存在を知らなかったらしい。

「僕はつい最近まで眠ってたんだ。冬眠的な？」

「それでも千年なんて……」

「できるさ。これでも大賢者なんて呼ばれていたんだ」

　またも断言する。せっかくの機会、とりあえず俺も問い掛けてみよう。

「この森に魔獣がいないのもアンタの仕業か？」

「ふっふっふ。銀髪ちゃんは見た目通り冷静だ。原因は僕というよりかは精霊たちのせい」

「やっぱり……」

「すぐ悪さをするんだ。それとこの時代の人も精霊は使役できないらしいね」

「ああ。人間が精霊を従えているのは初めて見たよ」

　精霊がどうやって魔獣を追い払ったのかまでは不明。ただそれでも主あるじであるコイツが渦中にいるのは確か。どう切り抜ける──？

「自己紹介も終わり、一緒に行こうか」

「も、目的は何だ！」

「だーかーらー僕の願いを叶える手伝いだって。詳しいことは後で話すよ」

「そんな説明で付いて行くわけないだろ！」

　先頭をきってスガヌマが拒否を示す。しかし素性を晒さらした相手が引くはずもない。

「もう抵抗しない方がいいよ？　僕強いし」

「そ、それでも……！」

「へえ。ピカピカ勇者君同様、根性はそれなりにあると」

　力で強引で連れていこうかと脅すのに対し、剣を構えるスガヌマ。

　ワドウさんも魔力を集めだしてる。

「わ、私だって……」

　仲間の姿を見てマイさんも奮起。

「自分で決めるんだ。もう泣いてる暇は──」

　魔力の高ぶり、青い眼まなこが敵を捕らえる。少しずつ、彼女も強くなっている。

「俺の全力の速さなら……！」

　先陣をきってスガヌマが異能を発動、例の高速化だ。

　禁書庫の資料によれば『速リミツ度ト・突ブレ破イク』と名付けられている。

「行くぞ！」

　先手必勝。一気に動くスガヌマだが──

「そういう単調な速さ、もう見飽きてるんだよね」

　迫るスガヌマの動きに、敵は的確に反応。

「──拳王あいつの方が１００倍速いよ！」

　紫電の如ごとく走るスガヌマに精霊使いのカウンターが飛ぶ。

　放たれる炎弾、アレを貰もらったらだいぶ危険だ。

「造クリエ形イト、氷壁ウオール！」

　氷で相殺。転移してきたばかりで、技術や経験は皆無の勇者。

　スガヌマへのカウンターは、見えている俺が瞬間的にカバーする。

「やるぅ銀髪ちゃん！」

「勇者を召喚した奴やつ等らに見せてやりたいよっ……！」

　そしてもっとスパルタな教育をするべきだと悟らせたい。

「ケンザキの奴もずっとお眠ねむだし……！」

　相当気を配りながら相対してる。やる気があるのはいいが、今の勇者たちが勝てる相手では絶対ない。これ以上は危険──

「あっぶな……助かったぜアリシア」

「スガヌマ」

「な、なんだよ？」

　思い返せばこれが初めての会話になるか。勇者たちのお守りは本来魔法騎士の仕事。

　ただ今を打開できるのはもう俺しかいないから──

「ここは……」

「おかしな行動はさせないよ！」

　俺に任せて逃げろ。そう伝えようとしたが、向こうのアクションが流石さすがに早い。

「都合良くいかないな……！」

　襲い掛かる精霊魔法を防ぎつつ次手を考える。

（普通の魔法と構造が違うせいで軌道が読みにくい……！）

　理解はしてる。もう優秀な生徒の範はん疇ちゆうを超えるしか道はないと。

「やるしか、ない──」

　どうせこのままいけば奴の手は俺にまで伸びる。

「仲間や奴隷になるつもりは……！」

　だが勇者たちに災厄のナンバ数字ーズとバレるつもりもない。勇者が撤退するまではある程度の魔法で押し切る。そしてそれ以降で決着をつける──

「マトモに戦えそうなのは銀髪ちゃんくらい！　まあ彼女も長くは持たないでしょ！」

　最後の警告と言わんばかり。降りかかるプレッシャー、それには流石の勇者たちも顔が強こわ張ばってしまう。もうダメ。決まりだ。

「スガヌマ！」

「な、なんだ？」

「拠点キヤンプに帰ったらすぐに相手の情報を報告してくれ！」

「おいおい銀髪ちゃーん！　僕は逃す気はないと──」

　分かっているとも。だが俺はアンタが思ってるほど下手な魔法使いではない。

「……森羅万象を凍らすは女神の威光！」

　異能へと接続、体内の魔力庫から魔力を引っ張ってくる。

　奥底から溢れ出る銀色の粒子群、昂たかぶりは空気を支配する。

「こ、この魔力量は……」

「千年前、当時いた魔法使いはどれぐらい強かった？　教えてくれよ」

「銀髪ちゃん。いや、君は一体──」

　着用した黒手袋越し、右手の数字の刻印が熱を持つ。

「世界は、凍る」

　そして静かに吐きだすワンフレーズ。それだけで現世は氷界へと移り変わる。

「刮かつ目もくしろ。これが本物の魔法の断だん片ぺんだ──！」




　風は吹雪へ、大地は凍とう土どへ。

　色鮮やかに咲く花々、枝を張った木々、全てが氷製に。

　本気にはほど遠い魔力解放、だが舞台の変化は十分なインパクトを与える。

「こ、こいつは……」

「スガヌマ、一応これでも実技試験で学年首席獲とってるんだ」

「アリシア……」

「俺１人だけの方が勝率が高い。だからこの場は任せてくれ」

　万物氷化、だが勇者や倒れた騎士たちまで巻き込んだわけではない。

「ケンザキがダウンしてる。スガヌマがリーダー代行だ」

「僕のことを忘れ──」

「動くなって」

「っ……」

　送る殺気、一歩でも動けば殺す。

「だ、だが！　名前を知られた以上、君たちを帰すわけには──」

　もちろん殺気だけで足止めできるとは思ってない。

「氷槍ランス、掃射バースト！」

　空中に氷ひよう槍そうを数万単位で生成、相手の四方から乱射する。

「え、えげつねぇ……」

「呆ほうけてる場合じゃないぞ」

　絶え間なく発射される槍やり群。物量に任せた圧倒的物理攻撃はいつの時代も有効だ。

「──創造イメージ、氷アイス人・ゴー形レム！」

　足止めしている内に造形の上位魔法である創造を発動。

「に、人形？」

「でけぇ……」

「これは自律を可能とした氷製アイス・人形ゴーレムだ」

　身長は俺の３倍程度で構築。戦闘、護衛、運搬、大体なんでもこなせる。

「このゴーレムたちに気絶してる連中を運んでもらう」

「運ぶって……」

「あと護衛役にも。これ以上ここに居られると戦闘の邪魔だ」

　勇者や騎士がこの場から消えたのなら、俺はある程度の力を出して戦うことができる。

　この状況も後で説明、適当にごまかそう。

「──炎の精霊よ！」

　爆炎が上がる。氷槍は一瞬で融解、中心点から無傷の男が出てくる。

「普通に出てくるか……」

　奴の周りには赤く染まった精霊たち。

　生じる陽炎かげろう、離れた距離でも肌が熱気でチリチリ痛む。

「自動で動く魔法人形……その歳としでもうそこまで至っているのかい」

「普通だ」

「いいや、異常だよ」

　負傷者の大半はゴーレムが抱きかかえた。

　あともう一度だけ隙を生めれば、スガヌマたちを撤退させることが可能だ。

「油断した僕も悪かった。だけどこれ以上のことを許すわけにはいかない」

　そりゃ正体を知った俺たちの退却は見逃せないだろうな。

「造クリエ形イト！　氷岩ロツク！」

「君は物理攻撃が大好きなのかい!?」

　大賢者の頭上に巨大な氷塊を作成、そしてそのまま叩たたき落とす。

「もう遅れは取らない！　炎の精霊よ！」

　しかしソレで潰れてくれるほど軟やわじゃないよな。

「アンタ以上に俺が分かってる！」

　だから俺は魔力を密ひそかに練っていた。じっくり、ゆっくり、されど確実に。

「もう一段階！　魔力解放パージ！」

　この局面、ついに練り上げた魔力を一気に解き放つ。

「強エンハ化ンス！」

　無属性系統に連なる強化魔法を重ね展開、全身へと行き渡らせる。

　テンポアップする心臓、フルスロットルに機能する筋繊維。

　駆ける、踏み込んだ勢いで大地が拉ひしやげる。

　向上した身体能力は俺と大賢者の間の距離、それを瞬く間に詰めさせる。

「──とりあえず１発だ」

　奴の驚いた眼よ。まるで瞬間移動でも目の当たりにしたようだ。

（本当に強い魔法使いは近接戦だってこなす！）

　繰り出す右拳。ただただ鋭く重い代物。

「ッ！」

「ぶっ飛べ！」

　くの字に折れた男は木々を粉砕しつつ勢いよく吹き飛んでいく。

　何回も吹っ飛ばして申し訳ないね。

「不意打ち勘弁、魔法だけで生き残れるほど世の中甘くないんでな」

　体術や武器の扱いもそれなりに、数ナンバ字ーズの皆にも相当しごかれた。

「す、すげぇ……」

「今のうちに逃げろ」

「あれなら倒せただろ!?　アリシアも一緒に逃げよう！」

「まだだ、ギリギリで防御魔法を張られた」

　見たことのない式だったが、あれも精霊魔法とやらだろう。

　ど真ん中を穿うがてはしたが、仕留めるまでには至らない。

「今だってどうせ回復系の魔法を使ってるだろうし、すぐ出てくるぞ」

「マジかよ……」

「氷人形ゴーレムたちは拠点キヤンプに行くようにセットしてある。向こうについたら先生たちに事情を説明してくれ」

　沈黙、しかし間もなくして──

「…………分かった」

　足手まといになることを察知、頷うなずいてくれる。

「すまねぇアリシア……」

「いいや、戦況判断が早いだけスガヌマは優秀だよ。皆を頼んだ」

　良し。上手うまいこと動いてくれそうだ。

「クレス君──」

　しかし簡単に退いてくれない人もいる。

「マイさん……」

「や、やっぱり一緒に逃げよ！　あの人凄すごい強かった！　騎士の人も歯が立たなくて──」

　彼女は、今まで抑えていただろう焦りの面持ちをしていた。

　それはいつも表に出さなかった感情──

「ごめん。俺はここに残るよ」

「……っ、」

「何も心配はいらない」

　友を心配するのは普通の人なら当たり前の神経。彼女はせっかく得た理解者を失いたくない。そう思っているのだろう。

「昨日言った通り、自分の力は自分が一番信頼してる」

　己のスキルに疑いなし、言えないけどキャリアだってそれなりに積んでいる。

「だからマイさん、そんなに泣きそうな顔しないでくれ」

　というか俺のためを思うのなら、迅速に逃げて欲しい。

「でも、でも……！」

　ただこれだけ言ってもマイさんは頷かない。

「わ、私は、もう１人になりたくないっ！」

　言い切る。

「もっと、ずっと、クレス君と一緒にいたいから！」

　死んじゃうかもしれない、そう訴える。

　無我夢中、その様相はまるで小さな子供みたいで──

「っぷ」

「…………？」

「なんだ。皆の前でも、ちゃんと自分の想おもいを言えるようになったじゃん」

「……あ」

　笑ってごめん。だけど俺にだけじゃない。他の勇者の前でも本音を言ってくれた。

　いやはや、昨日思い出を語った甲か斐いがあるよ──

「断言する。俺は死なない」

　彼女の心配も真向から両断、軽く一蹴する。

「というか、心配するぐらいなら信頼してくれ」

　あの時アウラさんにしてもらったように、俺もマイさんの頭を軽く撫なでる。

「……あ」

「今回だけは、俺のワガママを聞いて欲しい」

　何でもないようなこのやり取り、これが安心したんだよなぁ……

「……また会えるよね？」

「ああ。昨日の傍そばにいるって言葉は噓うそじゃない」

　約束をする。するからさ、早く逃げてくれ。マイさんには死んで欲しくないんだ。

（……ってあれ？　死んで欲しくない……？）

　助けろなんて指令は受けてない。だけど俺は、マイさんに生きていて欲しいと思った。

　──守りたいと思った。

　まるで彼女が大切な人であるからこそ、みたいな──

（せ、せっかく仲良くなれて来たんだ。今までの苦労を無駄にするのは勿もつ体たいないだろ……）

　そうだ、時間を要したのに任務が途中頓とん挫ざなんて惜しい。

　だから……彼女を守るんだ。

「舞！　アリシアさん！　イチャイチャはその辺で！」

　精霊の気配を感知、ワドウさんが退避を促す。

「じゃ、じゃあ……」

「ああ。また後で」

　今生の別れでもあるまい、次の再会を楽しみにしておこう。

「……アウラさん並みに格好つけたな」

　柄にもない台詞せりふを言った。

　ただあの人の存在があるからこそ、こうして俺は堂々と立てる。




「──さて、英雄退治の時間だ」

　ゴーレムを護衛に付けながらスガヌマたちは離脱して行く。現場にいるのは俺と大賢者だけとなるわけだ。グイッと背伸び、身体からだに異常なし。

「意外と鈍ってもいない」

　最高のパフォーマンスを発揮できるコンディションだ。

「──や、やるねえ」

　向こうさんも遂ついに復活か。倒れた木々の山を退のけ這はい出てくる。

「今さっきのは不意打ち、ここからが本番だ」

「そうかい……！」

　１人になった自分。でも緊張も感じないし、臆してもいない。

　むしろ意識は一層研ぎ澄まされる。冷静すぎるほど冷静。

「熱い台詞は似合わない、か」

　氷製の心臓は今なお健在。

「随分回復したみたいだ」

「ああ。お陰さまでね」

「だがどうせ負ける。自称大賢者、無理しないうちに帰った方が身のためだぞ」

「……なに？」

　挑発して俺への執着を強める。

（途中で帰られたら困るのは俺の方なんでな）

　もう俺が普通の学生でないことは察しているだろう。

　俺の片へん鱗りんを見た以上、この場で確実に殺す──

「おいおい、あんまり調子にのんなよ」

「あれ？　さっきまで理知的な口調だったのにな、素が出てきてるぞ」

「……っ！」

　サトシ・アクツとやらの年齢は20前後といったところ。

　完全な大人とは言いにくい。なにせ俺ガキの挑発に怒るぐらいだし。

（つまりストレガさんみたいに年齢詐欺はしてない。年相応の出いで立たちだ）

　本当に千年前にいた大賢者か疑っている。しかしこれまでの会話を鑑かんがみるに、人を騙だませるような良い頭は持っていなそうなのだ。

「──本物の可能性が高いか」

「もう君は要らない……」

「え、なに？　聞いてなかった」

「君は要らないって言ったんだ！　勇者たちだけ僕の手中に収める！」

　ダメだね。せっかく逃がした勇者たち。

　このまま『大賢者』という存在を周囲に伝えてもらおう。

「復活してから全然ツイてない……なんでこうも……」

「上手くいってないみたいだな」

「っそうだよ！　少し前もおかしな男にコケにされた！」

「おかしな男……？」

「僕の精霊たちを殺した挙句、怠だるいとか言って逃げた男が──」

　あー、その怠そうな人ってのはローランさんだな。情報一致、コイツはやはり正体アン不明ノウンで確定だ。

（だけど辺りに人の気配は感じない。こいつは単身で来てるってことだ）

　もし正体アン不明ノウンの仲間がいるなら、勇者を捕まえる時点で出て来るはず。

　逃げようとした時なんてなおさらだ。

「道中で襲われたとしても──」

　ゴーレムは数ナンバ字ーズをモチーフにして作った特別製。

　俺がコイツを倒して駆けつけるぐらいまでは、時間稼ぎをしてくれるだろう。

　まずは目前に集中、どれぐらいの力を解放して仕留めるか──

「そ、そういえば、君の名前をちゃんと聞いてなかったね」

　今更な質問だな。スガヌマやマイさん、勇者がさんざん呼んでただろう。

　いや、吹っ飛ばされてたから聞こえてないか？

「アリシア……後はなんだい……？」

　こいつ、アリシアを名前と勘違いしている。俺の名前はクレス、クレス・アリシアだ。

「……」

「どうした、黙ってないで答えてくれないか？」

「アンタに名前を教える必要はない」

「へ、へえ、名前も言えないんだぁ。見た目がいくら良くても頭がバカじゃ──」

　不用意に名乗って格好がつくのは冒ぼう険けん譚たんだけ。

（それにしても大賢者、なんだかヒステリーな感じになってきた）

　これが歴史に刻まれた原初の勇者の１人とは……

　ただ最終評価するのはその実力を見てから。

「ほらどうした？　なんで名前が言えないんだ？」

　いい加減クドい。ただせっかく彼かの大賢者様からの問いかけだ。

　名乗らない理由、それを強いて言うなら──

「あのな、これから死ぬ奴やつに名前教えても意味がないだろ？」

「なに……？」

「冥土の土産はないよ。手ぶらで逝きな」

「ふ、ふざけたことを──！」

　一応宣戦布告、改めて復活した英雄の力を見せてもらおうか。唱えるとしたら心の中で。

　災厄のナンバ数字ーズが９番目、絶エター氷ナルがその首を頂く。




「──炎の精霊！」

「──氷壁ウオール」

　交差する炎と氷の技と技。交戦に入って少し、まだお互い決定打を出せていない。

「……読めないなぁ」

　いかんせんそうお目に掛かれない精霊魔法。

「なかなか厄介な代物だ」

　魔法式が正確に解読できなければ、信頼度の高い予想を立てることができない。

　俺はあえて受け身に回っているとも言える。

「どうした！　守ってばかりじゃ勝てないぞ！」

　どうやら操れるのは炎の精霊だけではないようだ。

　今も電撃が頰ほおを掠かすめていく、避ければ風ふう刃じんが襲ってもくる。

「炎の精霊！　光の精霊！」

「うおっ！」

　今度は精霊魔法の合わせ技。放たれたレーザー群が大気を焦がす。

（ちょっとキツイ！）

　魔力の解放具合をよりオープンに、強化魔法を重ね回避する。

　避けたそれは大地に突き刺さり爆裂、土つち埃ぼこりが立ち込める。

「良い威力──」

　大地は隆起し轟ごう音おんと衝撃をもたらす。

「ローランさんが面倒になった理由も分かる、なっ！」

　見慣れない魔法、捌さばくのもだいぶ神経を使う。しかもローランさんはこの大賢者を含め、正体アン不明ノウン５人を１人で相手取った。

「……流石さすがだ」

　でも今回はその内の１人、しかも俺と相性の良い後衛タイプ。脅威には未いまだなりえない。

「造クリエ形イト、氷槍ランス」

　ただやはり大賢者と名乗るだけあって、接近を容易に許してはくれない。

　それでもここは敢あえて武器で首を狙ってみる。

「遠距離戦闘だとどうしても強い魔法がモノを言うからな──」

　周りに人がいないとはいえ、全力を出すのは躊躇ためらわれる。

「身体強化！」

　──もっと速く。

　──もっと先へ。

　多少の傷は負ってもいい、強引にでも奴の間合いへと入りこむ。

「狙って行こう……！」

　踏み込むアクセル。荒れた大地を強く蹴って前に出る。

「僕には近づかせないよ！　精スピリ霊ツト・のパレ宴ード！」

　案の定、炎やら氷やら電撃やらが雨の如ごとく放たれる。だが速度は決して落とさない。

　長ちよう槍そう片手に突き進む。

「バカだねぇ君は！」

　炎弾と雷撃を弾はじいた時に毛先が燃える。風刃の攻撃は俺の頰を掠って流血を生む。

「大地に住まう精霊たち！　侵略者を滅ぼせ！」

「ッチ！」

　今度は足元を崩される。しかも見上げればどでかい炎が迫って来ていて──

「っこれは……」

　それなりに距離を詰めたがあと少し。

「もうぶん投げるっ──！」

　一いつ閃せん。握っていた氷ひよう槍そうを大だい投とう擲てき。勢いそのままに、力任せに投げ込む。

　速度と狙いはバッチリ。

「精霊！　僕を守るんだ！」

　カッ！

　大賢者は半透明な防御陣を展開、俺の投擲は弾かれた。

「炎の精霊よ！　敵を焼け！」

「流石に次の攻撃へのシフトも早い……！」

　カウンターとして炎を叩たたきこんでくる。奴の表情、まるで掌てのひらで踊る人形を眺めてるみたい。

「だがこの距離は──！」

　俺だって力量が分かってくれば相応の対応をする。オーライ！　もう学生の範はん疇ちゆうは超えてやるよ！

「停滞しろ！　魔法凍結！」

　射程圏内に入れば俺の氷魔法は魔法をも凍らす。

「──精霊だろうと逃れることはできない！」

　マジック・イン・ザ・フローズン。奴が展開しようとした魔法はピタリと静止する。

「ぼ、僕の炎が！」

　上がり続ける魔力エンジンの回転数、調子出てきた。

「不発になったぐらいで体勢崩すのは甘いって！」

　魔法が凍り、驚いた拍子に動きも凍る。きっと昔は頼りになりすぎる前衛がいたんだろうな。だが今は違う、サシの勝負だ！

「造クリエ形イト、氷槍ランス！」

　再び槍やりを生成、握ってそのまま奴へと投げ込む──！

「ったあああああぁぁあぁ！」

「クリティカルっ！」

　リトライ、投擲した長槍は今度こそ奴の腸はらわたに突き刺さった。

　心臓には当たらなかったが、奴が痛みで叫び出す。

「血、血が‥…血が出てる！」

「そのまま殺してやるよっ」

　トドメ、そう思った瞬間だ。

　突如として大地が隆起、地形が変化する。

「……行く手を阻むか」

　大地の精霊の仕業、ホント便利な力だ。

「ふ、ふざけるなああああああああああああああああああ」

　痛みやら怒りやらでぶちギレとなった大賢者。もうお構いなしとありったけを叩き込んでくる。

「精霊魔法のオンパレードってか──!?」

　俺を狙って色彩豊かな光線が放たれる。

　その熱量に自然も融解、辺りを破壊しながら閃せん光こうは突き進む。

「デタラメに放てば良いってもんじゃないだろうに……！」

　守りの姿勢へとシフトチェンジ。烈火の如ごとき反撃に対処する。

「死ね死ね死ね死ね！　僕をコケにする奴は皆死ねばいい！」

「そんな怖いこと言うなよ……！」

　むかし虐いじめられでもしたのか？　口調は完全に崩れて荒い言葉遣い。

　精霊魔法の方もかなり雑な使い方になる。

「ただそれを実現させるだけのスタミナがあるのもまた事実──」

　氷魔法を壁状に複数展開、屠ほふった精霊の亡なき骸がらが儚はかなく散っていく。

　しかし幾ら倒しても精霊は無限に湧いてくる。

「精霊は無限にいる！　つまり僕の力は無限大！」

「確かにっ」

　それが精霊魔法の恐ろしいところ。

　本来人間の使う魔法は体内の『魔力』をエネルギーとする。

「普通は決まった保有量があるんだけど……！」

　だが大賢者の魔法のエネルギー源は『精霊』。精霊はどこにでも存在する、つまり奴は無限に魔法を放てるってことだ。同じことをするにしても、ガス欠になるのはコチラだけ。

「だからって迂う闊かつに大技を仕掛けるのも──」

　って危な！　雷撃、今も顔のすぐ真横を通り過ぎていった。

　１発１発は軽くても弾数は無限、数で押され気味。

（このまま調子づかせるのは良くない。体力的にも時間的にも）

　向こうにも何かしらの制約はあるはずなんだが──

「さっきまでの威勢はどこに行ったんだああああぁぁぁい!?」

　もしも精霊王なんてものを召喚されたらどうなるか。可能性はゼロじゃない、だがいっそ一気に畳みかけるのもアリ？　しかしリスクもある。

　俺はどう行動すべきかをずっと悩んでいた。

「さあさあ！　炎よ！　風よ！　水よ！」

　思考の最中でも攻撃は止まらない。燃料が切れない魔力砲台。

　これで前衛がいたら割とキツかったかもな。

「なかなか良い魔法使うじゃん──」

　正直言おう、結構強いよ。強化された身体からだと氷槍で精霊たちを屠りながら思う。

　上級の魔族に匹敵するぐらいの実力は持っていると感じた。

　この時代、人の身でありながらソコまで到達している奴はそういない。

「面倒だ！　僕の声に応えろ大地の精霊たち！」

　途端に輝きだす大地、土ど塊かいが合わさって１つの形を成していく。

「もしかして大技……？」

　すると俺のゴーレムと同じ、そこには巨大な土製人形が誕生した。

「でもデカすぎやしないか……？」

　城２つ分くらいあるぞ。真下から見上げて頭が見えない。

　太陽が隠れ、俺の立ち位置は影に支配される。

「大地の精霊よ！　奴を潰せ！」

「ＧＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！」

　瞬間で誕生した巨体から繰り出される鉄拳ならぬ土の拳。

　上から真下へ一直線に落ちてくる。

「──そのまま地面に打たせれば一帯の結界が消える可能性が……」

　しかしゴーレムの類には核、人間でいう心臓が必ずある。

　そこを見極め、穿うがてば──

「どんな巨体であろうとも、一撃で破壊することができる」

　積み重ねた経験値、魔法の新天地を目指し得た力量、瞳孔の奥が核の在処ありかを見抜く。

「造クリエ形イト！」

　鋭く先端を尖とがらせた氷を頭上に展開、そして発射。

「ＧＹＡＡ、ＡＡ──、」

「悪いね精霊さん！」

　冷たき尖せん刃じんは流星の如く空を駆ける。一撃必殺にして必中、土の巨体の生命線を断つ。

「ＧＡ……ＧＡＡＡＡ……ＡＡ……」

「ま、まだだ！　精霊はいくらだっている！」

　土人形を倒したと思ったら新たな土人形が出現。

「おいおい……」

　今度は１体じゃない。

「２、３、４、５……どんどん増えていく」

　巨体が森に幾つも、完全にキャパオーバーだ。それだと自分だって巻き込まれるぞ。

「ブチコロスゥゥウゥゥ！」

　ただそんなことに気付く様子はない。目の前のことしか見えていない。

「これはもう──」

　大賢者自体、さっき腹に開けてやった穴も回復したらしい。

　せっかく詰めた距離もなんだかんだ元通り。

　結局は振り出しに、どうす……




『──ねえクレス、そろそろ私の出番じゃない？』




　突如鼓膜に響く女の声。その音色は悪魔的、聞く者を魅了する艶やかな声質だ。

「……出てくるなって」

『大丈夫。あの男に私は認識されてないわ』

「……そういう問題じゃない」

　異能には様々なタイプがある。強化系、召喚系、干渉系、その中でも俺の異能はかなり特異。

『ええ、なにせ私は「意思」を持っているもの』

「自分で答えるなよ……」

　俺の指示に従わず、勝手に出てくるのもそのためだ。

　しかし現在、彼女の存在は声だけでこの世界に現れてはいない。

『それはクレスが私を実体化させないからよ』

　脳内で会話、俺だけが彼女を認識することができる。

「な、何をするつもりだ!?」

「え？」

　俺の動きは彼女との会話で鈍っていた。向こうからすれば攻撃のチャンス。しかし巨体のゴーレムたちは動きを停止。まさか騎士道精神など持っているわけでもあるまい。

「精霊たちが怯おびえている……お前の仕業だろ!?」

「怯えている？」

「い、言うことを聞かない！　動けよ精霊！　クソッ一体何をしたんだよ!?」

　なんと大賢者が攻撃を仕掛けられないのは、核である精霊がビビっているからだそう。

　勝手に臆する。俺は何もしていない。

『精霊は私の存在を感じ取っているのよ』

「やっぱりか……」

『私を使いなさいよ。一瞬で片が付くわ』

「向こうにも隠し玉があるかもしれないだろ」

『関係ない。私たちの前では全てが凍るもの』

　正直、大賢者の本気は余裕で上から喰くえると思ってる。

『周囲に盗み見をしている者はいない。だけど時間を掛ければどうなるかしら』

　ごもっとも。悠長にしている余裕はもうないさ。

『久しぶりにやりましょう。というか、やりなさい──』

　彼女の実体の有無は俺次第。今は無形、それでも後ろから抱きしめられているような感覚を味わう。

（これが甘すぎる誘いだと理解している）

　彼女は己が力を振るいたいだけだ。だけど、この現状を打破できる最良の術すべでもある。

「……全開にはしないぞ」

『本当に!?　やったわ！　早く滅ぼしましょう！』

　頭の中で踊らないでくれ。そして言った通り、全開どころかほんの少しだけ。

「どうせ今使ってやらないと後に尾をひく……」

　まさか氷魔法にまで制約を掛けられたら大変だ。入試や新生活のせいで２ヵ月以上出番がなかったもんな。ここでその鬱憤を少しでも発散してもらおうか。

「悪いな、大賢者」

「な、なんだい？」

「終わりだよ」

　右手にはめていた黒手袋を外す。

「す、数字の刻印……？」

　煌きらめく、手の甲に刻まれた『Ⅸ』の文字が浮かび上がる。

　復活したばかりじゃ俺たちのことも知らないか。

「なら教えよう。俺はお前にとっての『災厄』であると──」

　心臓の中心、一番熱い所に手を掛ける。

『アッハッハッハ！　愚かな人間をいたぶれる喜び！』

　彼女もまた高らかに笑う。

　それは現世へ出られることへの歓喜か、はたまた戦いに陶酔しているだけか。

「なんでもいい」

　今までで最高潮、全身から白銀の魔力が溢あふれ出る。

　全てを凍らせる最強の女神が降臨する。

「──顕現しろ、エルレブン！」

　俺の呼びかけに応え彼女がやってくる。天変地異、『神』の降臨に世界が軋きしむ。

「……完全な実体化はさせない、半霊で決めろ」

　吹雪が吹く。視界を白銀が埋める。

『──はいはい。任せなさいな』

　余よ裕ゆう綽しやく々しやく、まるで花を摘みにでも行くような気軽さ。

「な、なんだ、その変な女は！」

「ん？」

「その隣に出てきた女は何なんだよっ！」

　おいおい半透明で顕現させたんだぞ。何で見えてるんだ？

『精霊使い、意外と感受性が強いのかも』

「まじか……」

『ごめんなさいね。私が美しすぎるせいだわ』

　いや関係ないだろ。全バレはないにしても、向こうの認知能力が予想よりあったわけだ。

　まあでも──

『「殺せば関係ない」』

　下から無限に溢れ出てくる白銀の粒子。今までとは桁が違う。

　春の世界は何処どこへ、僅わずかに残っていた緑も氷化させていく。

「い、一体なにをするつも──」

　悪いがこれから死ぬ奴やつに教えることはない。

『クレス！　合わせなさい！』

「ああ！」

　エルレブン、通称エルから掛け合いが、分かっているとも。俺と彼女エル、身体とリンクして魔力が循環する。２人で今を共有、２人で１つの生命体へ。

『「誓いの印しるしを今ここに──！」』

　俺の異能は『神』である。ケンザキが持つような神の加護ではない。

『下等な生物に鉄てつ槌ついを！　私の姿を薄うっすら見れただけでも幸せに思いなさい！』

　正真正銘、この身には氷属性を司る最高神が憑ついているのだ。

　だからこそ──

『「絶ジ・ア氷ブソリ界ユート」』

　人の手で奇跡が起こせる。

「か、身体が凍る!?　ほ、ほほ、炎の精霊っ！」

　大賢者は足元から氷化、凄すさまじい速さで上半身も凍っていく。

『無駄。アンタ如ごときの炎じゃ溶かせない』

「や、やめろっ！　こ、こんな所で終わるわけにはぁあぁぁああ！」

　天空も、大地も、自然も、生物も、時間も。全てが等しく凍結。

　もちろん相対する大賢者もだ。




「あらゆるものがその役目を失う──」




　静寂、そこにはもう敵の叫びもない。間もなくして、俺たちは『世界』を凍らせた。

　氷製の物質だけがこの場に存在、戦いはもう終わったのだ。

「──世界凍結を防げないようじゃまだまだ」

　結局一方的な展開に、本気を出すことはやはりなかった。

「エル、お前軽く千年は生きてるだろ？　奴に見覚えは？」

『はい？　私的には20歳超えたぐらいなんだけど』

「……それで？」

『知らない。異世界人だろうと人間に興味ないわ』

　そうですか……

『しかもその男、普通に雑魚じゃない』

「雑魚って……」

『当然！　私は戦女神だもの！　それに完全に実体化してれば──』

　ギャップがあるというのか、クールビューティーな見た目のわりにかなり饒じよう舌ぜつだ。

『あ、そうだ、せっかく現界したんだし直接説教。あのメスどもについて話しましょう』

「メス？」

『あの女勇者と他多数。私のクレスに近づく女どもよ』

「…………」

『クレスもクレス！　約束ってなによ!?　ちょっと近寄られただけでデレデレして！』

「……特にデレたつもりはないけどな」

　むしろお前が俺にデレてるんじゃ……

『っな！　わ、わわ、私がデレる!?』

「うん」

『ば、バカなこと言わないで！　逆よ！　クレスが私にデレてるの！』

　意識を共有しているせいで、内心の８割ぐらいは通じ合う。
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（全部が全部共有されるってわけじゃないが……）

　それでも神級の美人に好かれるのは光栄。

　だけどアウラさんみたいに欠点も多いからなぁ。

『……あの炎女と一緒にしないで。未いまだにムカつくし。いっそ殺したい。殺したいわ。というか殺す！　殺す殺す殺す！』

　属性的にも性格的にも、エルはアウラさんが嫌いだ。

　にしても相変わらず愛が重い……

「エル、盛り上がってるところごめん」

『なに……？』

「まずは大賢者、サトシ・アクツの処理をする」

　この後は学園の皆と合流する。凍った奴を持ち帰ることは難しいだろう。どこかに隠すというのも厳しい。他の正体アン不明ノウンが探しに来る可能性もある。

「──古いにしえの勇者、再び眠れ」

　氷が砕ける音、それだけが大地に響く。

　芯まで凍っていた大賢者、その身体からだは俺の一声で粉々に粉砕された。

「……戦いも終わったし、撤収の時間だ」

『もう!?　早すぎじゃない!?』

「魔力の消費が激しいんだ。また今度な」

『むむー……』

　なにせ小範囲ながら時間という概念すら凍らせている。

　流石さすがの俺でもそう長くはツライ。

「あと凍らせたもの全部元に戻してくれ」

『……ちょっと注文多すぎるんじゃないの？』

「騎士団が後で調査に来るんだ。俺１人でこんな広範囲凍らせたんじゃ不自然だろ」

『……』

　ご立腹ですか……

「エル」

『何よ……』

「お前が好きだ」

　なかなか強情な彼女に投げかけるワンフレーズ。

「そしてお願いだ。エルに頼らせてくれ」

『へ、へえ。そこまで縋すがるなら仕方ないわね！　しかも私が大好きって……』

「ああ。大好きだよ」

『っっっ！　わ、分かったわ！　全部元通りにする！』

　チョロイ……ただその場凌しのぎのために言ったわけじゃない。付き合いも長く、好きという気持ちは本当にある。

　でもボス曰いわく、女性は分かっていても言葉で言われた方が嬉うれしいらしい。

「エル、対価の支払いも次の時にしてくれ」

『次!?　それは──』

「エルのことが好きだからこそ、支払いはしっかりしたいんだ」

『しょ、しょうがないわねぇ。じゃあ次にたっぷり貰もらうわ！』

　この場は即時撤退がベスト、対価は後日ということに。

　これは次の支払いが大変だぞ……

「解凍、世界は元に戻る──」

　凍てついていた草木が色を取り戻す。雲は再び流れだし、葉は風に揺れ動く。

　そして、砕かれ氷ひよう塵じんとなった大賢者はそのまま消える。

「もう、二度と会うことはない」

　相手は死んだという自覚すらなく死んだ。呆あつ気けなさすぎる結末？　でも古代の勇者も『災厄』たる俺には通じなかった。ただそれだけのこと──




「──よっと」

　凍てついた世界から緑の世界に帰還する。

　ただ大賢者との交戦で辺りは荒野となってしまった。

「エルが素直に言うことを聞いてくれたのはいいけど……」

　言われた通り凍ったモノは全て元に戻してくれたらしい。

「人払いの結界は大賢者が死んだし解けただろう」

　だが応援が来るまでまだ結構な余裕がある。

「足が付かないよう一応周囲の確認を……」

　念のための隠蔽工作、そう思った矢先のことだった。

「──あれれ？」

　動き出したばかりの世界。だがしかし、もう敵はいた。

　風のように忽こつ然ぜんと現れたんだ。

「阿久津先輩がいないぞー？」

　キョロキョロとうろついている者がいる。一発で分かった。

　大賢者と同じ特殊な黒服を着用している。十中八九で正体アン不明ノウンの１人だ。

　まさか２人目とすぐ出会うことになるとは──

「あのーそこの銀髪のお姉さん。この辺で妙に賢かしこぶったヒステリック男を見ませんでしたか？」

　お姉さん……俺は男だ。

（アクツ、か。どうやら大賢者を探しているみたいだ）

　だが余計な情報を与えてはいけない。とりあえず慎重に、聞かれたことだけ答える。

「知らない」

「ですかー。なんか勝手に１人で動いたらしくてー」

「……」

「しかもその挙句、先輩が超ピンチだって姫様に言われたんです。だから僕がこうしてわざわざ来て──」

　警戒されていない？　妙にフランク、ベラベラと任務のことを喋しやべってくる。

（だが鵜う吞のみにしてはいけない。噓うその情報で惑わそうとしている可能性もある）

　男の声質はだいぶ高い。背丈も低いし、俺よりは確実に年齢は下だ。

　ただこの少年、大賢者より強い──

「ちなみにお姉さんはここで何を？」

「訓練をしていた」

「途中でアクツ先輩、おかしな男と戦ったでしょ？」

「……ああ」

　これはごまかせない。俺の身体には殺した精霊の粒子が付着している。払い損ねた、ある程度のレベルに至っている魔法使いなら一目で分かるだろう。

　この少年もその域まで到達しているはずだ。

「もしかして殺しちゃった感じですかー？」

「……」

「でも勇者ならともかく、あなたのような若い現地人が勝てるほど先輩も弱くないし……」

　たぶん俺の異能、そして正体には辿たどり着ついていない。

　本当に来たばかり、俺と大賢者の一戦も知らないようである。

（いっそここで殺すか？）

　だが、この少年がどんな力を持っているか分からない。ならまずは情報が欲しい、せっかく正体アン不明ノウンの一員と会えたんだ。少しブラフを掛けてみよう──

「君は、何者なんだ？」

「何者？　うーん」

「突然現れて驚いた。てっきり魔族かと……」

「それはないですよー。れっきとした日本人でーす」

　──日本人!?　つまりこいつも異世界人ってことか!?

　……一体どうなっている？

「あえて自己紹介をするとしたら、僕はダンジョンマスターです」

「だ、ダンジョンマスター？」

「はい！　普段は冒険者や魔族を追い払う仕事をしてます！」

　ダンジョンとは世界各地にある謎の場所である。

　最奥には価値ある宝があるとされ、冒険者はそれを求めよく挑みに行く。

「魔獣や罠わなを手配、挑戦者の行く手を阻むのが主な仕事ですかねー」

「ダンジョンは神が創りだし、そして管理しているというのが一般的な説で……」

「んー難しいラインの話です。確かに神様も関わってはいますよ」

　曖昧な回答、だがこの少年はソレを管理していると言う。

（そんなバカな話があるか？）

　しかし戯たわ言ごとと一蹴はできない。

　この場に突然現れ、なおかつ大賢者の仲間と言うくらいだ。

「最近はなかなか経営難が続いてまして、いやはや参ったものです」

「経営難……」

「しかも最年少だからってコキ使われるんですよー」

「そ、そうか……」

　溜ため息いきをつく少年、普通に愚痴ってるな。本当に俺のことをただのお姉さんとしか見ていない。今なら先手を取れ──

「もういいやー。面倒なんで帰りまーす」

　後から来た新たな正体アン不明ノウンの少年。大賢者の探索を断念する。

「はぁ、阿久津先輩は行方不明になりましたっと」

　大賢者は塵ちりとなって消えた、いや、消したと言うべきか。

　探索系の異能でも発見は難しいだろう。

「箱キー・鍵ロツク！」

　ワンコール、すると少年の身体は薄緑色に包まれる。転移魔法？

（いや、次元干渉か……？）

　きっと突然現れたのもソレの力だろう。おそらく異能、ただ詳しいことは分からない。

「先輩は見つからずと、あとお姉さん」

「……なにか？」

「晴れてるんですけどこの場所だけ妙に寒いです」

「寒い？」

「はい。ヤバそうなんで早く離れた方がいいですよ。危ないです」

　表情は見えないが、きっと年相応の笑みを浮かべてそう。紳士だな、わざわざ俺に忠告までしてくれるとは。でもな、原因は俺なんだよ。

「さようならです！　美人な魔法使いさん！」

　あどけない声で別れの挨拶。すると少年の姿は一瞬で消えてしまう。

「まるで夢や幻だったみたいに……」

　見事な転移術だ。そしてもうこの場には俺しかいない。

「……エル、心当たりは？」

『知らない』

「そうか」

　そもそも名前は名乗ってくれなかった。

「しかしダンジョンマスター……」

　異世界人は総じて特殊な能力を持つと言うが……というかそもそも異世界人多すぎないか？

「ただ最終的に見れば、色々収穫はあった」

　まず正体アン不明ノウンの１人を撃破、もう１人とも接触できた。

「そして勇者に貸しも作れたし」

　逃げろと言っておいてなんだが、これで少しは仲良くなれるだろう。ケンザキだけは別問題だけど……ともかく情報の入手や近況の変化、帰ったらすぐ報告書にまとめなければいけない。

「……俺も帰るか」

　今頃スガヌマの伝達が終わって拠点キヤンプでは大騒ぎだろう。この点で言えば大賢者に感謝。お前が出した精霊の結界のお陰で、周りに一連のことを隠蔽できた。

　それを除いてもエルが不審者なしと言っている。

「後は事情聴取されるだけだな……」

　構図だけ見れば、勇者たちを庇かばって１人で戦った。しかも相手は謎の異世界人。

（騎士やら教師から迫られるのは必至だろう）

　しかし言い訳は十分考えてある、聴取に対しても対策は万全だ。

　ただ、まず帰っての一声は彼女に掛けようか。

　約束は守ったよ、ってな──
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「──今回の功績を讃たたえこれを賞しようします」

　学園のみならず、王国でも大きな話題となった王立魔法学園の林間合宿。

（なにせ勇者が謎の人物から襲撃を受け、また守っていたはずの騎士たちがあっけなく倒されてしまったからっていう……）

　幸い死者や大きな傷を負った者も出なかった。

　しかし明るみになった謎の存在に王国は揺れていた。

（そして何故なぜか俺は表彰されていると）

　ハーレンスの王都に帰ってきてすぐ。

　平常通り授業が始まるかと思ったら俺だけ学園長室に呼び出しをくらう。

「いやはや、デニーロ先生から君の凄すごさは聞いていたが──」

　学園長の長話、曰いわく功績を讃えるものらしい。

（学園長に騎士団長、偉そうな服を着た人も多い）

　チラリと横に視線を動かせばニコニコしている人が何人もいる。

「君の頑張りは本当に素晴らしかった」

「いえ……」

「まさか１人で戦って襲撃者を追い返すとは。学園長としても鼻が高い」

「ま、まあ……」

　事情聴取では『大賢者は途中で消えた』と報告した。

（まさか異能使って、一撃で倒しましたなんて言えないからな）

　ただスガヌマたちが当時、クレスが皆を守るために１人で残ったと伝達。だいぶ良いように誇張して報告してくれたらしい。

　すると俺の株が急上昇、こうして表彰されるまでに至る。

「──私からもいいだろうか？」

「どうぞどうぞ！　生徒も喜びます！」

　長話に割って入って来たのは甲かつ冑ちゆうを着た男。

「では。まずアリシア君、私のことを知っているかな？」

「魔法騎士団長、アルバート・シグリフォンさんですよね」

「既知か、これは光栄だ」

　光栄って……アンタを知らない方が不自然だわ。

「他国から来たと聞いていたのでね、その辺は疎いと思っていたのだよ」

「有名な方はだいたい知ってます。クラスの皆が色々教えてくれるので」

　こちとら潜伏しての監視任務。ここでの常識や要人についてはそれなりに把握している。

（しっかし学園長の話もそろそろ終わると思ってたのに……）

　今度は魔法騎士団長様のお話だとさ。

「では初めにお礼から。勇者方や部下を救ってくれてありがとう」

「いえ」

「そして本当に申し訳なかった。本来は私たち騎士が、君たちを守らねばいけない立場にあるというのに」

　感謝と謝罪を続けて投じる。騎士団長の言うことはもっともだ。

（だけどたかが学生に頭を下げる。なかなかできることじゃない）

　子供に守られたのだ、体面的には良いことではない。

　それでも礼ができたのは、この人が本物の騎士であるからこそ。

「この失態を深く受け止め、これからに活いかしていこうと思う」

　自分からしてみたら幾らでも文句は言える。

「僕としてもギリギリだったので、騎士の方々にはとても期待してます」

　でもここは謙虚に行く。

（というか、全部イエスで答えてさっさと終わらせるのが一番だ）

　猫を被かぶっていると言われようがコッチだって仕事。

　内心はともかく、外面は明るい表情で固めて話を聞き流す。

「あ、そうだ。アリシア君は騎士に興味はあるかな？」

「騎士ですか……」

「君の実力は聞き及んでいる。もしよかったら今度騎士団の方に遊びに来てくれ」

　遠まわしに騎士にならないかって誘われている？　絶対になりません。

「か、考えておきます」

　だが面と向かってそう言うわけにもいかない。笑顔で返しておく。

　真面目で謙虚で愛想が良い生徒を演じるのだ。

（ふふふ、まさか俺が災厄のナンバ数字ーズの１人だなんて夢にも思うまい）

　目立てば動きにくくなるが、同時に信頼という盾もまた手に入る。

　表彰されるのも悪いことばかりじゃない。若干の謝礼金も頂いたことだし。

「たまには外食もアリ……」

「外食？」

「あ！　な、なんでもないです！」

　つい思ったことを口走ってしまった。こういうドジ踏むところがダメなんだ。

　周りから天然とかポンコツって言われるのもコレのせい。

（だからいつまで経たっても異能を掌握しきれないのかな……）

　自分の異能なのに、氷と無属性以外の魔法を封じられてるぐらい。ボスにも人間性を鍛えてこいと言われ送り出された。自分自身に課題もある。

「それでは次に私からも話を、いいかな学園長？」

「ええ！　生徒も喜びます！」

　喜びません。それでも耐えるしかないこの状況。

　俺は学園長たちに終始良い顔をしてこの場をやりすごした。





※






「──失礼しました」

　はぁ……表彰という名のお喋しやべり会が終わった。学園長室を出てようやく自由の身になる。

「この後は授業か……」

　時間的にはまだ授業中。だから廊下には本来誰も生徒はいない、はずなんだが……

「こんにちは」

　学園長室の近く、その人はいた。

「こ、こんにちは、です」

　その金髪は神々しく輝く。開いた碧へき眼がんは宝石のよう。

　美の化身でありながら、平民に憧れる少女。

（な、なんでここにクラリスさんが……）

　彼女の名はクラリス・ランドデルク。

　公爵家の人間であり、この学園では生徒会長の座にある人だ。

「数日ぶりですね、クレス君」

「ど、どうも」

「林間合宿での件は聞いてますよ。大変でしたね」

「なんとか無事に済んで良かったです」

　どうやら我らがトップも事情は知っているらしい。

　まさか労ねぎらいにでも来たのか？

「じゃあ俺はそろそろ……」

「待ってください！」

　静かに去ろうとしたが途端に腕を摑つかまれる。

（ですよねー。素直に帰してくれるわけないですよねー）

　今の時間は授業中。生徒会長と言えど、用なくこの場にいることはないだろう。

　つまりクラリスさんは学園長室前で待ち伏せしていたことになる。

「クレス君。いえ、クレス・アリシアさん」

　改まった喋り口調。真剣な目、俺も自然と背筋が伸びる。

「今日は貴方あなたを見込んで、とあるお願いをしに来ました」

「……お願い、ですか？」

「ええ。少しでも早くお伝えしたくて、こうして待っていた次第です」

　お願いというと……パシリ？　召めし使つかい？　それとも奴隷？

　何をすれば、いや、何になればいいですかね？

（本人は口に出さないが、クラリスさんには大きな借りがある）

　彼女がいなければ不合格、そもそも監視任務自体が破綻していた。それを忘れる俺ではないし、彼女も忘れる気はないはず。いいだろう。

　どんなことでもやってや──

「結婚してください」

「………………は？」

　意を決してクラリスさんが告げる。

　真剣な装よそおいの彼女とは真逆、突拍子もなさすぎてマヌケな反応をしてしまう。

　だが呆ほうけた俺に、クラリスさんは再度言い放った。
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「クレス君、私と結婚してください──！」







　正体アン不明ノウンとの戦いもなんとか終わり、学園生活にもようやく慣れ始めた今日この頃。

　突然のこと。

　俺は公爵令嬢クラリス・ランドデルクに、プロポーズをされた。
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　初めまして。東雲しののめ立りつ風ぷうです。




　本作は世界で９番目ぐらいに強い少年が、正体を隠しつつ監視の生活を送るというものです。主人公はまだ15歳、若いのに大変だなと思います。




　……少しだけ昔話を。

　ボクは小学校６年生の時に「ラノベ」と出会いました。

『とある魔術の禁書インデ目録ツクス』のアニメをたまたま観みたのがキッカケ、続きが気になりすぎてすぐ本屋に行ったんです。

　それからは『緋ひ弾だんのアリア』『ハイスクールＤ×Ｄ』『涼宮ハルヒの憂ゆう鬱うつ』など、色々な作品にハマります。それらが今のボクを作ったと言っても過言ではありません。

　ただ、ずっと読んでいて「悔しい」とも思ったんです。

　同じ人間でありながら、こうも自分を楽しませるそのセンスと技法、なんでそんなモノ持ってるんだよって。羨ましさを通り越して嫉妬しましたね。

　それでも本気で筆を動かせたのは高３の冬、もっと早く始めれば良かったなぁ……




　ボクが物語を創る一番の理由は、ラノベが書きたくてではありません。

　ラノベ作家になりたくて、ラノベを書くんです。

　当時の自分を魅みせてくれた、あの先生たちみたいになりたい。あの先生たちの隣に立ちたい。その一心で筆を取ったんですよ。




　最も憧れがあるのは『緋弾のアリア』を書いている赤あか松まつ中ちゆう学がく先生。

　角川の新年会で初めてお会いし、サインや握手をして貰もらった時はとても嬉うれしかった。

　緊張のせいで会話はあんまり……10年生き残れと言われたことは覚えてます（笑）。

　感慨深かったですよ。数年という時を経て、とうとうボクはここまで来たんだなって。




　だけど決して隣に並んだわけではなく、あくまでその背中が微かすかに見え始めただけ。

　実績や経験年数はもちろんのこと、そもそも自分は「本物」にすら至っていない。

　まずは大手の新人賞で自分の価値を証明しに。獲とれば少し格好もつくでしょう。




　恥ずかしいことを語っているかもですが、それでも初めて出す本だからこそ、ボクは本音をここに残します。迷った時の道みち標しるべとなるように。またラノベ作家を目指せるように──




　今作には沢山の方が関わってくれました。まずは読者の方々にお礼を。皆さんが読んでくれるからこそ、この作品は「本」として存在できます。

　それにイラストを描いてくれたあれっくす先生、推薦してくれた吉よし岡おか剛つよし先生、応援してくれた友人、他にも沢山の人たち、本当にありがとうございます。




　そして担当の宮みや川かわさん。ボクを見つけてくれたことに始まり、アドバイス、相談、制作手配、全てに感謝しかないです。貴方あなたが初めての担当で良かったと心の底から思います。




　昔話というか、皆さんにはどうでも良い話が多すぎましたね（笑）。

　申し訳ありません。




　from the Golden Age.

　どうぞよろしくお願いします。





２０１８年２月吉日　東雲しののめ立りつ風ぷう



























カバー・口絵・本文イラスト／あれっくす

デザイン／草野剛










この世せ界かいで９番ばん目めぐらいな俺おれ、異い世せ界かい人じんの監かん視し役やくに駆かり出だされました








東雲しののめ立りつ風ぷう
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